

































勇者のお師匠様にかかれば、異世界の魔王たちも幸せにできます！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　勇者の師匠。

　なんて聞くと、世間の連中は高名な老人でも想像するのだろうか？

　勇者が魔王を倒して一年以上経たった今、世間から注目を浴あびてひと儲もうけして、裕福な生活でもしていると思うのだろうか？

　しかし残念ながら、そうした予想はすべてハズレだ。

　正解は……。

「師匠！　言われたとおり、このへんの苗なえの水やりは全部終わったぞ！」

「師匠。こっちも終わったわ。ま、これくらいわたしにかかれば余よ裕ゆうよね」

「ししょー。てぃーねもおわったー」

　正解は──三人の少女たちと田舎いなかでのんびり畑をいじっている、だ。

　あ、俺おれ、勇者の師匠です。歳としは二○歳です。

　で、この三人の女の子たちは新しい弟で子しです。

「どうだ!?　早かっただろ!?」

　弟子のひとりが、水の減った如じよ雨う露ろを嬉うれしそうに振ふり回まわす。

　この子はミラウェル。八歳で、いつも元気いっぱいな女の子だ。

「あぁ。頑がん張ばったな」

　俺はミラウェルの頭をなでてやろうとする。

　しかしミラウェルを押しのけ、べつの頭が割りこんできた。

「頑張ったのは、ミラウェルだけじゃないわよ」

　この子も弟子のひとりで、名前はセレア。九歳の女の子である。

「わたしだって頑張ったんだから、ちゃんと褒ほめてほしいんだけど。平等に扱あつかってもらわないと困るわ」

　態たい度どは大人びているが、発言には子供っぽさが透すけて見えており、そうしたギャップが可愛かわいらしい。

「わかったわかった」

　俺はセレアの頭に手を伸ばす。

「ししょー。てぃーねもなでなでして」

　すると今度は、三人の中で最も年下にあたる五歳の子、ティーネが、俺のズボンをくいくいっと引ひっ張ぱってきた。

　ティーネは抑よく揚ようのない声で「なでなでー」と甘えてくる。

「よしよし。よくできました」

　俺は最年少のティーネを優先してなでようとする。

　すると残りのふたりから抗議の声が上がった。

「お、おい！　あたしが最初になでてもらう予定だったんだぞ！」

「年ねん功こう序じよ列れつって知らないの？　ここは年上のわたしに敬意を表して譲ゆずるべきね」

「てぃーねもなでてほしい」

　どうにかして俺に甘えようとしてくる三人。

　──そんな弟子たちを見て、俺は思うのであった。




　どう見ても、もう普通の女の子だな。




　今、こいつらの正体を誰だれかに話しても信じないだろう。

　実はこの三人は……。

「こうなったら力ずくだ！　お前たちを倒して、あたしが一番になでられてやる！」

　…………ん？

「ふーん。面白いじゃない。誰が最強か、今日こそ白黒つけてあげるわ」

　んん？

「ふたりをのして、ししょーになでてもらう」

　んんん!?

　こいつらなに言い出してんだ!?

「落ち着けって！　なんでそうなるんだよ？」

　俺は慌あわてて三人の間に割って入るが、どいつもこいつも聞く耳を持とうとしない。

「師匠は黙だまっててくれ！　これは弟子同士のプライドを賭かけた戦いなんだ！」

「わたしは女としてのプライドも賭けてるわよ。待ってて師匠。すぐに勝つから」

「ししょー。おーえんしてね」

「俺の話を聞け！　こんなところで戦ったら──」

　しかし俺の声はやはり届かなかったらしい。

「勝負だ！　セレア！　ティーネ！」

「格かくの違いを見せてあげる！」

「よゆー」

　三人はそれぞれ魔法を発動させ、遠えん慮りよなく撃ち合い始めた。魔法同士がぶつかり合い、発生した爆風が容よう赦しやなく畑の苗をなぎ倒していく。

「お、俺が精せい魂こん諸もろ々もろこめて育てた野菜の苗が次々とー！」

　俺は気絶しそうになった。

　こ、こいつらまだ全然普通の女の子じゃねぇ。




　やっぱり……魔王だ！




「この……アホ弟子たちがぁぁぁ！」

　頭にきた俺は地面をつま先で叩たたく。すると次の瞬間、足もとから突き上げるような地じ鳴なりが響ひびき──地中から次々と巨大な根が生え出してきた。

　突如として現れた根は複数に枝分かれし、ミラウェル、セレア、ティーネをからめとるように拘束すると、そのまま空高くまで持ち上げていった。

「な、なにすんだよ師匠!?　弟子を縛しばってお楽しみか!?」

「相変わらず師匠の魔法はデタラメね」

「おー、たかーい」

　俺としてはお仕置きのつもりだったのだが、三人に反省した様子はいまいち見られない。

「お前ら三人、そこで少し頭冷ひやしてろ。畑を滅茶苦茶にした罰ばつだ」

　しかし我が弟子たちは、先ほどまで争っていたのが噓うそのように、見事な連れん携けいで俺を追いつめてくる。

「師匠、なに言ってんだ？」

「畑を一番荒らしたのは、師匠の魔法でしょ？」

「せきにんてんか？」

「………………」

　ぐうの音も出なかった俺は、三人に背を向け、足早に逃げるように家へと戻っていく。

「ゆ、夕飯までに元通りにしておけよ！　これも更生の一環だ！　いいな？」

「「「えー!?」」」

　非難の声が三つ、平へい穏おんな青空に重なって響き渡った。




　ミラウェル。

　セレア。

　ティーネ。

　勇者の師匠である俺が、この三人の魔王を弟子に取った理由。




　それは、それぞれ違う異世界から来た彼女たちを、普通の女の子に更生するためだ。
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　事の始まりは、勇者が魔王を倒し、世界が平和になって一年が経たったある日の昼ひる過すぎだった。




「今日も暇ひまだな……」

　たいして広くもない我が家のリビングで、俺はソファーに寝ね転ころがったままつぶやいた。

「家の掃そう除じも畑の手入れも終わったし、散歩でもして時間潰つぶすか？　でも、そろそろ春だってのに外はまだ少し寒いしなぁ……趣しゆ味みでも見つけたほうがいいのかなぁ……」

　しかし返事はない。

　なぜなら、ここには俺以外に誰もいないからだ。

　さらに我が家は、ちょっとやそっとじゃたどり着けない深い森の中にあり、来客があるとは思えなかった。俺はここに一○年近く住んでいるが、人間が自力で訪ねてきたことなんて一度もない。

　ゆえに俺のひとりごとは天てん井じように吸いこまれて消えていく──はずだった。

『聞こえたよ！　リュート、キミ今暇なんだって？』

　甘ったるく独特で、しかし癖くせになりそうな女の声が突然返事をしてきたのだ。

「こ、この声は!?」

　そして、俺はこの声の主ぬしを知っている。

『そう！　ボクの登場さ！』

　次の瞬間、フードを目ま深ぶかに被った少女が天井すれすれの位置にフッと現れ、そのまま俺の腹はらのあたりに……尻しりから落ちてきやがった！

「ぐえっ！」

　俺は体内のものを全部はき出すような悲鳴を上げてしまう。

「久しぶり、リュート！　そしてよくボクを受け止めてくれたね！　えらいぞぅ！」

　俺の下腹部にまたがったまま少女はフードを外はずす。すると桜色の髪や幼げな素顔が露あらわになった。












　こいつの名前はノノ。こうして密着していてもドキドキしないくらいには見知った相手だ。

「ノノ……お前、いきなり転移魔法で現れんなよ。驚いたじゃないか」

　先ほどのノノの不思議な登場の仕方は、実は魔法を使った芸当なのである。

　魔法は『こうしたい。こうあってほしい』という願望を理り屈くつ抜ぬきで叶かなえる奇跡のような力で、使える者は極ごく々ごくわずかしかいない。

　また、魔法の質は使い手の素そ質しつに左右され、火を起おこす程度のものから、さっきのノノのように距離を無視した移動を叶えるものまで差が出てくる。

　そして、そんな魔法を使えるノノの正体は……。

「これでもボクは世界を管理する女神の一柱ひとりだからね。普通の登場なんてできないよ！」

　本人の言うとおり、女神と呼ばれる特別な存在なのだ。

　この世界には三柱さんにんの女神がいて、女神界と呼ばれる異空間から世界を管理している。管理といっても支配ではなく、人間の力では対処できない問題が起きないよう観察しているだけらしい。

「で、そんな女神さまが俺になんの用だ？」

「今日はお願いがあって来たんだ？」

「お願い？　なんだよ？」

「たいしたことじゃないんだ。あのね……」

　ノノは内緒話をするように、俺の耳に口を近づけてきた。

　な、なんだろう？

　ノノの楽しそうな笑顔に俺は少し期待してしまう。

　──しかしノノは、




「ちょっと異世界の魔王たちの師匠になってもらいたいんだけど」




　ちょっとそれ取ってくらいの軽いノリで、なにやらとんでもないことを口にしてきたのだった。

「……ちょっと大至急帰ってもらいたいんだけど」

「もー！　リュートのそういうところ、ボクはよくないと思うな！　リュートって昔からそうだよね！　ぷんすこ！」

「あれ？　なんか俺が悪いことにされてる？」

「仕方ないなー。今日は特別に一から優しく説明してあげるよ。なんたってボクは優しい女神さまだからね」

　ノノは勝手に話を進め、偉えらそうな態度で俺の上から降りた。

　俺は身体からだを起こし、自分の腹のあたりに触ふれてみる。

　まだ、ノノの体温が残っていた。

　なんだかそれは、絶対に俺を逃がさないというノノの意い思しのように感じられた。

「ではでは、女神ノノさんによるドッキドキワックワクな授業の始まりだー！」

「…………いえーい」

　正直面倒くさかったが、話を進めてもらいたいので俺はおとなしく合わせておくことにする。

「まずは復習からかな」

　ノノはどこからか取り出した眼鏡めがねをかけ、つま先で軽く床を叩いた。

　──すると、リビングが夜中のように暗くなった。窓からは陽ひの明かりが入らなくなり、代かわりに俺とノノの足もとだけが淡あわく輝く。

　この現象もノノの魔法によるもので、先ほどつま先で床を叩いたときに発動したのだ。

　魔法は願いをイメージするだけで発動できるが、そのイメージがうまくいかずに失敗することも多い。そのため魔法の使い手はなにか動作を挟はさむことで『今からイメージするぞ！　魔法を使うぞ！』と自分に暗示するのだ。

　人間も女神も単純なもので、これだけで魔法の成功率は格段に上がる。動作は使い手によって違い、ノノの場合はつま先で床を叩くというものである。

　再び、トンッと床を叩く音が響ひびく。

　手のひら大の光球がひとつ、宙ちゆうに浮かび上がった。

　ノノはその光球を指さす。

「これを今ボクたちのいる世界と仮定するね。他に代わりはない、唯ゆい一いつ無む二にのもの」

　トンッ。

　今度は部屋中にたくさんの光球が現れた。

「けど世界というものは他にも無数に存在する。いわゆる異世界ってやつさ。そしてそれぞれの世界も、ボクと同じような女神たちが管理してる。このあたりのことは覚えてるかい？」

「覚えてるよ。昔、お前に教わったからな。で、なぜか世界によっては互たがいにつながりを持っていて、つながり合ってる世界同士はその気になれば行き来できる……だろ？」

　俺はあらためて無数の光球を眺ながめる。

　すると光球によっては、他の光球と光の橋のようなものでつながり合っていた。この世界とノノが仮定した光球は、特に多くの光球とつながっている。

「そうだね。でも──」

　ノノはひとさし指を立て、すっと一本の橋に振り下ろす。切られるように分断された橋は瞬またたく間に消滅した。

「あったはずのつながりが消えたらどうなると思う？」

「それは…………わかんねぇな」

　言われてみれば、そんなこと考えたこともなかった。

「正解！　キミの言うとおり、どうなるかわからないんだ」

　俺としては降こう参さんしただけだったのだが、それに気づいていないっぽいノノは説明を進めていく。

「ボクたち女神ですら、世界同士のつながりが消えるなんて事態は観測したことがないからね。どうなるかなんてわからないよ。つながりがなくなるだけなのか、最悪の事態が起きるのか。それはそのときのお楽しみってやつさ…………近いうちに観測できちゃうかもしれないけどね」

　最後にボソッと、だが確実に俺に聞こえるくらいの声量でつぶやくノノ。

　……嫌な予感しかしなかった。

「も、もしかして今、つながりが消えそうになってる、とか？」

　俺が質問すると、ノノはこの世界に見立てた光球から伸びる光の橋を、待っていましたと言わんばかりの勢いでさらにふたつ消した。

「実は今、この世界は三つの異世界とのつながりが消えかけてるんだ。困った困った」

　ノノの口調は軽く、とても世界の危機を語るものには思えなかった。

「なんかお前、妙みように落ち着いてないか？」

　俺の問いに、ノノは不敵な笑みを返してくる。その理由は自分で考えろと言われているみたいだった。

「…………もしかして、お前ら女神は原因を知ってる？」

「そのとおりだよリュート！　ボクたち女神はすでに原因を突き止めてるのさ」

　不出来な弟の成長を喜ぶ姉のように、ノノは満足そうにうなずいた。

「さすが女神だな。で、原因はなんなんだ？」

　するとノノは魔法を発動させ、この世界とのつながりを消した三つの光球だけ輝きの色を変える。

「原因は、この三つの世界にそれぞれいた魔王たちにあったんだよ」

「なるほど。魔王たちが、この世界とのつながりを消そうとしたってわけか」

　しかしノノは首を左右に振る。

「それが違うんだ。今回の騒動は誰かが画かく策さくしたものじゃない。偶ぐう然ぜんにも三つの世界で同時に起きた、ある出来事が原因なんだ」

「なにが起きたんだ？」

「三人の魔王が、それぞれの世界で同時に討うたれたんだよ」

　それはもはや偶然だなんて言葉で済すむものでなく、奇跡と言ってもいい出来事だった。

「にわかには信じられないな……」

「最初はボクたちも信じられなかったけど、実際にその瞬間、この世界とのつながりが消え始めたんだ」

「でも魔王の死と世界同士のつながりに、どんな関係があったんだ？」

「そ、そんなことより！　大切なのはどう対処するかだよ！　そう思わないかい!?　むしろ思え！　さぁ思え！」

　やたらと力説してくるノノだが、前向き……というより都合が悪くなったから話を変えようとしているようにしか見えなかった。

「さてはお前ら……魔王の死と世界同士のつながりが持つ関係はわかってないだろ？」

「鋭意調査中なんですー」

　俺が追つい及きゆうすると、ノノは拗すねたように視線をそらしてしまった。

　このままでは話が進まなくなってしまいそうだ。

「そ、そうだな。大切なのは、つながりが消えていくのをどう止めるかだよな」

「リュートのそういうところ大好きだなボクは！」

　俺が折れたことで、ノノは一気に機嫌を直して話を再開する。

「さて、この危機にどう対処していくかだけど、まずは世界同士のつながりが消えていく状況を止めないといけない」

「そうだな。完全に消えてしまう前になんとかしないと。方法はあるのか？」

「あるよ。魔王が死んだことで世界同士のつながりは消え始めた。なら死なないでもらえばいいよねって話さ」

「けど、もう魔王たちは……そうか、転生させたんだな」

「うん。異変を感じ取った各世界の女神たちが、魔王を即座に女神界に転生させたんだ」

　女神は死んだ直後の命であれば、人間だろうと魔王だろうと関係なく、一度だけ転生させることができる。ただ本来の世界には転生させられないらしく、魔王たちを女神界に転生させたのはそのためだろう……あれ？

　そこで俺はある疑問に行き当たった。

「そうなると、世界同士のつながりが消えていくのは止まってるんじゃないのか？」

　つまり、もうなにも心配することはないってわけだ。

　しかしノノはわざとらしく指を左右に振る。

「ちっちっち。そんな簡単な話じゃないんだなぁこれが」

「止まらなかったのか？」

「つながりが消えていくのは止まったけど、薄うすれたつながりは直らなかったんだよ」

　修復もされるなんて都合のいい展開はなかったということか。

「なら、どうやって直すんだ？」

「直す方法はひとつだけ。それは……」

　ノノの声から軽さが消え、表情も真剣なものになる。

　その変化を前に、俺は自然と居住まいを正していた。

「そ、それは？」

「それは…………キミが三人の魔王の師匠になって、彼女たちを普通の女の子に更生させることだよ！」

　俺は姿勢を崩し、どうにか状況を整理しようとする。

「…………魔王って女の子だったの？」

「そうだよ。ボクも一度会ったけど、可愛い女の子たちだったよ」

「で、俺がそいつらの師匠になって、更生？　をさせることが、なんで異世界とのつながりの修復になるんだ？」

「ボクたちで調べた結果、彼女たちが生きていれば、つながりは修復されていくってことがわかったんだ」

　ノノは自信満々な様子で胸を張はる。

　そんな単純な方法で？　と思ったが……さすがにこの状況で噓うそは言わないか。

「けど俺が師匠になって、その魔王たちを更生させる理由にはなってないぞ。魔王たちが生きてさえいれば、つながりは直っていくんだろ？　それなのにわざわざ更生させる理由はなんだ？」

「管理するボクたちとしては、三人の魔王には一緒にいてもらいたい。となると、この世界に来てもらうしかない。元の世界には戻せないからね。でもここで生きていく以上、人間とかかわる機会があるはず。そのときに常識的な対応ができなければ余よ計けいな問題が起きるかもしれない。だから普通の女の子に更生してもらう必要がある。つながりの修復が終わるまでは、絶対に生き続けてもらわないと困るから」

　なんだか若じやつ干かん残ざん酷こくな言いようにも聞こえたが、世界を管理する女神としては当然の発言なのかもしれない。

「……理解はできた。でも俺が選ばれた理由はなんだ？　このまま女神界で面倒を見たほうが安全なんじゃないのか？」

「まずキミが選ばれた理由だけど、それは実績と強さだよ」

「実績と強さ？」

　しかしどう記憶を掘ほり下さげてみても、魔王を更生させたなんて経験は俺にはない。

「キミにはたしかな実績があるだろう？　ユフィを育てたって実績さ」

　ユフィというのは、俺の弟子である少女で──一年前に、この世界の魔王を討った勇者だ。つまり俺は勇者の師匠ということになる。ちなみに今、ユフィは勇者としての後あと始し末まつをしていて、まだここに帰ってくるには時間がかかるらしい。

「だから今回も師匠になれってわけか。けど勇者を育てるのと魔王を更生させるのは勝手が違うんじゃないのか？」

「そうだね。それは女神たちの中でもキミと同じ意見が出た。でも強さという点で考えたらキミ以上の適任はいない」

　ノノは力強く断言する。

「これは女神界で彼女たちを預かれない理由でもあるんだけど……もしもあの魔王たちが反旗を翻ひるがえせば、きっと女神も無事じゃ済まない。それくらいあの子たちは強いよ。最初に女神界に転生させたときも冷ひや冷ひやものだったみたいだし」

　ちょっと情けなさそうに頰ほおをかくノノだったが、

「でもキミなら話は別だ。キミなら力で強引に彼女たちを制することができる。そして、いざというときには彼女たちを守ることもできる。この考えは全女神の間で一いつ致ちしたよ」

　俺の話題になると、まるで自分のことのように誇ほこらしげだった。

　えらく信用されたものだな。俺自身は、自分がそんな大層な人間とは思えないが……。

「──というわけで、どうかなリュート？　この依頼、受けてもらえるかな？」

「それは…………」

　今この世界は、三つの異世界とのつながりが消えかけている。

　それを修復するためには、きっかけとなった三人の魔王が生き続ける必要がある。

　しかし魔王たちが暮くらせる世界は、この世界に限定されている。

　この世界で生きていくには、人間たちとの共存は避さけにくく、問題を起こさないためにも普通の女の子に更生させなければならない。

　もちろん危険からも守ってやらないといけない。

　そしてそれができるのは……俺だけ。

「…………受けるしか、ないよな」

「ホントに!?　あっりがとぉーぅ！　助かるよー！」

　ノノは嬉しそうに飛び跳ね、俺に思いっきり抱だきついて頰ずりしてきた。

「仕方ないだろ。そうしないと大変なことになるかもしれないんだし。それに……」

「それに？」

「弟子ユフイが平和にしたこの世界を、師匠の俺が守らないでどうするんだよ」

「師匠も大変だね」

「まったく、どこかの誰かさんにも見習ってもらいたいもんだよ。なぁ、師ノ匠ノ？」

　実は、ノノと俺は師弟関係なのである。俺がガキのころ、ある理由から俺はこいつの弟子になり、一○年間ほど育てられた。俺がただの人間にもかかわらず、異世界や女神たちのことに詳くわしいのは、そのころに教わったためだ。

「な、なんて嫌味な弟子だい!?　そんな弟子に育てた覚えはないよ！」

　ノノは腕を組み、頰を膨ふくらませて顔をそむけた。

「冗談だよ。で、魔王たちはいつ連れて来るんだ？」

　俺はノノの膨らんだ頰を指でつつく。小さな口から情けない音を立てて空気が漏もれたが、ボクは怒ってるんだぞぅ、とでも言いたげにノノは再び頰を膨らませる。

　教えてほしかったら謝あやまれってことなのだろう。

　仕方ないので俺はノノの脇わき腹ばらを指でつつくことにした。押してダメならもっと押そう。

「ひゃあ！　くっ、ボクがそこ弱いの知っててつつくなんて……でもボクの怒りはそんなことじゃ──うひゃあ！」

　つつく。

「こ、これくらい平気──にひゃあぅ！　や、やめれー！」

「やめてほしかったらわかるよな？　魔王たちはいつ連れて来るんだ？　今回の事情は話してるのか？」

　とにかくつつく。

「し、質問が増えたよ！　卑ひ怯きよう──にょは！　わ、わかった！　答えるから！　今から女神界に戻って、報告を済ませてから連れて来るんだよ！　あと、事情は三人とも理解してくれてる！」

　この状況を理解して協力してくれるってことは、少なくとも話が通じない相手ではなさそうだな。

　俺はノノを解放する。

「うぅ……最後の最後でひどい目に遭あったよ……じゃあ、そろそろ帰るね」

　ぐったりとした様子で、ノノが俺から離れていく。涙目になって息を切らしているが、なにかあったのだろうか？

「またね、リュート。勇者の師匠による魔王の更生、期待させてもらうよ。あと魔王以外にも、いいものも送るから期待しててね。あとあと、ボクを辱はずかしめたこと覚えてろよ！」

　来たときと同じように、ノノは転移魔法でスルッと女神界に帰っていった。

「いいもの？　なんだろうな？」

　それと他にもなにか言い残していた気がするが、ちょっと聞いていなかった。

「さて、魔王たちの部屋を準備しておくか。使えるとしたら二階のひと部屋くらいかな」

　この家の二階には部屋が三つあるが、すでに俺とユフィの部屋でふた部屋が埋うまっているので、空あいているのは一室だけになる。

　三人で使うには狭いかもしれないけど、最も広い部屋ではあるので我が慢まんしてもらおう。

　俺はソファーから腰を上げ、二階に向かおうとする。

『──リュート、聞こえるかい？』

　しかしそのとき、女神界に帰ったばかりのノノの声が聞こえてきたのだ。

「どうしたんだ？　忘れ物か？」

『今から魔王たちをそこに転移させるよ』

「…………え？」

『それじゃ、あとはよろしく！』

「ま、待て！　まだなんの準備もできて──あっ！　これさっきの仕返しだな！」

『ん？　なに？　ちょっと聞いてなかった。それより後ろ見てごらんよ』

「後ろ？　なに言って──」

　俺はノノに従って振り返る。







　　──そこには三人の女の子がいた。
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「お前たちが、別世界の魔王か？」

　突然現れた女の子たちに内心では驚きつつも、俺はできるだけ冷静を装よそおって訊たずねた。

「……そうだぞ」

「……そういうことになるわね」

「……まおー」

　こちらを警戒した様子で三人は答える。まだ気は許してくれてなさそうだけど、無視されなかっただけマシだった。

　それよりも問題なのはこいつらの幼さだ。おそらく一○歳にもなっていないぞ。

　こんな子供たちが魔王なのかと、俺はつい衝撃を受けてしまう。

　ノノのやつ、肝かん心じんなことを言わずに帰りやがって……。

　しかし今、ノノを恨うらんでいても仕方ない。俺は目の前の三人に、まずは自己紹介をすることにした。

「女神たちから話は聞いてるだろうけど、俺が今日からお前らの師匠になるリュートだ」

「「「…………」」」

　今度は返事すらなかった。けど無視しているというより、ちょっと反応に困っているように見えた。

　俺は屈かがみ、三人の目線に高さを合わせる。

「師匠とか弟子とかいきなり言われても困るだろうけど、これからよろしくな」

「……よ、よろしく。あ、あたしはミラウェルだ」

　最初に応えてくれたのは、茶色い髪をサイドテールに結ゆった女の子だった。目はくりくりとしており、髪色に近い瞳ひとみは綺き麗れいで見ていると吸いこまれそうだ。服装は動きやすくシンプルな造りで活かつ発ぱつそうな印象を受ける。身長は一二五センチくらいだろう。

「ミラウェルか。何歳だ？」

「は、八歳だ」

「そうか。知らない世界で色々戸と惑まどうかもしれないけど、ゆっくり更生していこうな」

「あ、あぁ！　任まかせろ！　頑張るぞ！」

　緊きん張ちようがほぐれたのか、ミラウェルは身体の前でこぶしを握にぎり、元気よく答えてくれた。

「次は……」

「……セレアよ」

　目が合ったのは、三人の中では大人びた子だった。

　腰まで伸びた銀髪と、紅あかい瞳に褐かつ色しよくの肌。身長はミラウェルと同じくらいだが、ちょっと露出の高い服を着ており妙に色気がある……とまではいかず、背伸びしたおしゃれみたいで微笑ほほえましい。首からは精せい緻ちな造りをしたペンダントをかけていて、星と三日月をかたどった飾かざりが特徴的だった。

「名前はセレア。歳は九歳。女神たちから事情は聞いてるわ。だから変な気を使わなくても、この世界で生きていけるように更生するから安心して」

　そう言ってセレアはペンダントの飾りに触れる。

　しっかりした子だな、というのが俺の素直な感想だった。

　だからといって、この子の言うようには安心できない。

「嫌だよ」

「は、はぁ？　もしかして理解できなかったの？　わたしが言ってるのは……」

　俺の反応に、セレアは面食らった様子だった。

「境きよう遇ぐうに同情するなってことだろ？　でもそれは無理だよ。俺はお前たちの過去を詳しくは知らないけど、この世界に来ることになった経緯は聞いてる。なら同情もするし、気だって使うさ。そもそも、師匠が弟子を気にしないでどうするんだよ」

「な、なによ、その理屈…………でも、なんだか気を張るのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなったわ」

　セレアは肩の力が抜けたように小さく嘆たん息そくした。

「そりゃよかった。これから気を使いまくるからよろしく」

「仕方ないわね。特別によろしくされてあげる」

　さて、最後は……。

　残りのひとりと目が合う。最も幼そうな子だ。

　肩にかかる程度に切りそろえられた水色の髪。どこか眠たそうな瞳は紫し紺こん。服装は細部に妙に手がこんでいて、当たり前なのだが、人工的という印象を受けてしまった。透すき通とおるように白い肌も、そうした印象を強くさせている要因のように思える。

　だがなにより特徴的なのは、ぴくりとも動かない表情だ。ぼーっと俺を見つめている。

　な、なんだこの子は？　いまいち読めないぞ。

　そうして俺が出方をうかがっていると、先に彼女が口を開いた。

「みすぎ。てぃーねに、ほれたの？」

　力の抜ける発言だったが、この子の名前がティーネとわかっただけでも収しゆう穫かくだろう。

「残念、惚ほれてないよ。そもそも、惚れるにはもっとお互いのことを知らないとな。というわけで、自己紹介よろしく」

「てぃーねは、てぃーねだよ。えっと……ごさい」

　ティーネは五歳ということを強調するように、小さな手のひらを俺に向けてくる。

「更生……って言ってもわかんないかもしれないけど、これからよろしく頼むな」

「よろしくたのむー」

「よし。これで全員、自己紹介は済んだな。なら次は──」

　実を言うと、こいつらの過去を少しくらいは知りたかったが、ノノの話を聞いた限り、明るい話ではないはず。

　なら、こいつらが自分から話してくれるまで待ったほうがいい。

　そう思った俺は話をここで切り上げ、三人に二階の部屋を案内しようとした。

　しかしミラウェルとセレアが、

「次は勝負だな！」

「誰が一番強いか決めておかないとね」

　なにやら不ふ穏おんなことを言い始めたのだ。

「ま、待て待て！　なんでそうなる？」

　いきなり争い出す理由が俺にはわからなかったが、ミラウェルとセレアは、むしろ俺の発言のほうが理解できないとでも言うように首をかしげた。

「あたしたち、なにか変なこと言ったか？　魔王が三人そろったんだから、誰が最強か決めるのは当たり前だろ？」

「同感ね。一緒に更生する魔王たちがいるって聞いたときから、こうして会えるのを楽しみにしてたわ」

「も、もしかして、お前たち今日が初対面？」

　ミラウェルとセレアは首肯する。

　あ、あのクソ女神……肝心なことはマジで言いやがらねぇ！

「お前、あたしより強いって思ってるだろ？　初めて会ったくせに生意気だぞ」

「思ってるわよ。だって仕方ないじゃない。そのとおりなんだから」

　俺がノノに憤いきどおっている間にも、ミラウェルとセレアの間には一いつ触しよく即そく発はつな空気が流れ始めていた。

「まって。ふたりでけんかだめ」

　すると意外なことに、最年少のティーネがふたりの間に割って入った。

　ちょっと情けないが、俺は幼女に便乗する。

「ほら。こんな子供もこう言ってんだから……」

「わたしもまぜて」

「参加する側かよ！」

　ティーネの参戦が開幕の合図になったらしく、三人の足もとから突風が吹き荒れ始めた。魔法を発動させようとしているのだと直感的にわかった。ノノは魔法を発動させるのに床をつま先で叩く動作を挟んでいたが、どうやらこいつらは、そういった直接的な動作を挟まずに魔法を使えるらしい。

　つまり確実に魔法を発動させられるということだ。

　さすがというべきか、俺は三人の素質に驚かされてしまう……って、感心している場合じゃない！　三人を止めないと！

「どうしたんだよ？　更生を頑張るんじゃなかったのか？」

「頑張るぞ。でも、まずは誰が一番強いか決めとかないと」

「魔王って立場に未練はないけど、ナメられるのは嫌いだわ」

「わたしがさいきょー」

「更生するのに強さは関係ないって。それより、こんなことで喧けん嘩かしないほうが大切だから」

　しかし三人は俺を無視して臨戦態勢に入る。いつ戦いが始まってもおかしくない緊張感が伝わってきた。

　な、なるほど。これはノノの言うとおり、力で強ごう引いんにでも制する必要がありそうだ。

　仕方ない。あまり気は乗らないけど……。

「……おいお前たち。誰が一番強いかなんて決まってるだろ？」

　俺のその発言に、三人は不思議そうにこちらを向いた。

　だが俺は気にせず──トンッと床をつま先で叩く。

　すると三人の頭上に、黄こ金がね色いろに輝く三本の鎖くさりが突如として出現。一瞬のうちに彼女たちをからめとり、身体の自由を封じた。

「な、なんだこれ!?」

「う、動けない？」

「おー？」

　もがく三人だが、抵抗すればするほど鎖は身体を締しめつけ、体力を奪うばっていく。

　……これくらいでいいかな。

　俺は再び床をつま先で叩き、魔法を解除する。鎖は音を立てて砕くだけ、消えていった。

「さて、誰が一番かわかったから、もうこの話は終わりだな？」

　しかし三人は、解放したにもかかわらず、ぽかーんとした様子で俺を見上げたまま動かなくなっていた。

　さ、さすがに子供相手にやり過ぎたか？

「──す、すげー！　なんだよ師匠！　超強いじゃん！」

「やるじゃない。実力は認めてあげるわ、師匠」

「ししょー、なかなかやりおる」

　どうやら俺の心配は杞き憂ゆうだったらしい。三人は遅れて、尊そん敬けいの念が含ふくまれたような視線を向けてきた。

　しかしながら、力だけで相手を判断するというのはどうかと思うので、今後はそのあたりのことも教えていく必要があるだろう。

「じゃあお前らの部屋に案内するから、二階について来てくれ」

　俺は気を取り直し、階段を指さす。

　しかし次の瞬間、

「ふふん！　あたしが一番で二階に上がってやる！」

「身の程を教えてあげるわ」

「おさき」

　三人は俺の脇をすり抜け、我先にと階段へ駆かけ出だした。

「……え？　ちょ、ちょっと待て！　もう喧嘩はしないんじゃないのか!?」

「師匠、なに言ってんだ？」

「そんな約束してないでしょ？」

「まおーには、まけられないたたかいがある」

　もみくちゃになりながら、三人は階段を駆け上がっていく。

　俺はそんな三人を追いかけ、危ないので止めようとしたのだが、肘ひじやら蹴けりやらが顔面に入ってひどい目に遭った。




「ここが、今日からお前らの部屋だ」

　俺は二階の空き部屋の扉を開ける。普段から掃除はしているので、使えないことはないのだが……。

「なにもないな」

「なにもないわね」

「すっからかん」

　三人の言うとおり、部屋の中には家具のひとつすらないのだ。

「もう少し時間があれば準備できたんだけどな…………ん？」

　どうしたものかと頭をかいていると、隣となりの俺の部屋から、なにかが床に落ちるような音が聞こえてきた。

　なんだろう？　見に行くか。

「ちょっと離れるけど、おとなしく待ってろよ。いいな？　喧嘩するなよ？」

　俺は三人に釘くぎを刺さして自室へと一旦戻る。

　部屋には三冊の雑誌が落ちていた。拾ひろい上あげ、中をパラパラっとめくってみる。

「これって、女神の通販カタログじゃないか」

　女神の通販カタログとは、この世界や女神界の様々な道具が載っている冊子のことで、欲しいものに印をつけると魔法で即座に届くのだ。一冊につき一○個しか注文できないという制限もあるが、そうした点をさっ引ぴいても便利な代しろ物ものだ。

「帰るときにノノが言ってた、いいものってのはこいつのことか。そういえばユフィを育て始めたときにもくれたな」

　なにはともあれ、これであいつらの部屋を潤うるおすことができる。

　俺は女神の通販カタログを持って、意い気き揚よう々ようと隣の部屋に戻った。

「おーい。いいものが届──っ!?」

　扉を開けた瞬間、俺の顔面に爆発魔法が直撃した。俺じゃなかったら首から上が吹っ飛んでいたかもしれない。

「げっ！」

「やばっ」

「にげる」

　こそこそと窓から外に逃げようとする三人。

「…………ふん！」

　俺はそんな三人に向かって、女神の通販カタログをぶん投げた。見事、カタログはそれぞれの後頭部に命中する。

「な、なにすんだよ師匠！　ひどいじゃないか！」

　頭を押さえ、涙目になったミラウェルが文句を言ってくる。

「それはこっちのセリフだ。あれほど喧嘩するなって言っただろ？」

「喧嘩じゃないわ。命の奪い合いよ」

　なぜかセレアは胸を張り、誇らしげに言い切った。

「いやそれ余計ダメだから！」

「ししょー。みてみて」

　くいくいっと俺の手を引っ張ってくるティーネ。

「ん？　上を指さしてどうした──なんで天井に穴が開いてんだよ！　誰がやった!?」

　セレアとティーネがミラウェルを指さす。一方でミラウェルは、最初は自分をさしていたが「間違えた！」と俺に指先を向けてきた。

　元気な子だとは思っていたけど、どうやら元気と書いて別の読み方をする子だったらしい。

「ねぇ師匠。元ア気ホな子は放っておいて、これがなにか教えてもらえる？」

　セレアがカタログを拾い上げる。

「あぁ、これは女神の通販カタログ……説明するより、直接見せたほうが早そうだな。まず……欲しい商しよう品ひんを探すだろ」

　俺がセレアからカタログを受け取って説明を始めると、三人は興味深そうに俺の手もとをのぞいてきた。

　俺はページを進め、寝具が紹介されているページを見つける。

「商品を決めたら、付属してるペンで印をつける」

　こちらの説明に合わせて、三人はまったく同時にうなずく。なんか面白い。

「あとは、少し待つだけ。すると……」

　魔法が発動し──なにもなかった部屋に大きなベッドが現れたのである。

　これには三人も驚いたようで、そろって目を丸くしていた。

「これは女神たちからお前らへのはからいだよ。一冊につき一○個、ここに載ってるものなら、なんでも取り寄せることができる。大切に使えよ」

　そう言って俺はセレアにカタログを返す。

　すると、なぜかセレアはニヤッと口角を上げた。

「どうした？」

「このカタログ、わたしのものってことでいいの？」

「そうだな──あ！　わ、悪い！　勝手に使って回数を減らしちまったな」

「ううん、それはいいの。で、どうなの？」

「すまん。お前が使ってくれると助かる。今さらふたりのと交換するわけにもいかないし……」

「構わないわよ。だって、これで師匠に貸しができたってことじゃない？　ふたりより一歩リードでしょ」

　セレアは勝ち誇ったように鼻を鳴らした。

　俺に貸しをつくったところで、なんのリードにもならないだろう。

　俺自身はそうとしか思えなかったのだが、なぜかミラウェルは悔くやしそうに歯は嚙がみしており、心なしかティーネは片頰をわずかに膨らませているようだった。

「むぐぐ……師匠！　あたしのも使ってくれ！　あたしにも貸しをつくってくれ！」

「てぃーねにも」

「な、なに勝手なことしてんのよ！　師匠、悪いけど貸し追加して！」

　三人は、俺にグイグイとカタログを押しつけてくる。

「なんだお前ら!?　揃そろって師匠を脅迫か!?　嫌に決まってんだろ！」

「なんだよ！　師匠のくせにケチだな！」

「甲か斐い性しようなしね」

「くそやろう」

「うっせぇうっせぇ！　いいから、欲しいもの選べ。ちゃんと普段の生活に必要なものをだぞ」

「「「はーい」」」

　三人は並んでベッドの端に腰かけ、素直にカタログをめくり始めた。

　実は興きよう味み津しん々しんだったのかな？

「あたしはひとつ決まったぞ！　すごいだろ！」

　最初に商品を決めたのはミラウェルだった。ミラウェルは印をつけたページを、隣のセレアに自慢げに見せる。

「はぁ？　べつに早く決める必要はないでしょ？」

「ふふん。どうやら、あたしが一番決断力のある魔王のようだな！」

「ひとの話を聞きなさいよ──あ、これいいかも」

　今度はセレアがミラウェルに見せつける。

「どう？　あなたが選んだものより、こっちのほうがセンスあるでしょ？」

「むむ……た、たしかに……」

「いくら決断力があっても、見抜く力がなければ意味ないわよね～」

「むぐぐぐぐぐ……」

　先手を取ったミラウェルだったが、あっさりとセレアに反撃されてしまっていた。

　この勝負は、どうやらセレアに軍配が……、

「みてみて。ふたりよりも、いいのみつけた。それも、よっつ」

　上がったと思った矢先、ティーネがあっさりと追い越していった。

「な、なに！」

「いつの間にっ」

　負けてられるかとばかりに、ミラウェルとセレアは再びカタログに視線を落とし、黙もく々もくと印をつけていく。一方で暫ざん定てい王者のティーネは「てぃーねがいちばーん」と抑よく揚ようのない声でふたりを煽あおっていた。

　そうした三人の様子が微笑ましく、俺はつい笑みをこぼしてしまう。

「なんだ師匠？　なにか面白いことがあったのか？」

「いや、なんでもないよ。それより調子はどうだ？」

「絶好調だ。もう一○個つけ終わったぞ！」

　ミラウェルは誇らしげにふんすと鼻息を荒げた。

「セレアとティーネはどうだ？」

「完かん璧ぺきよ」

「ばっちし」

　あとは届くのを待つだけのようだ。

「三人ともよく頑張ったな……ちなみになにを頼んだんだ？　もしよかったら見せてくれよ」

「見たいのか見たいのか？　仕方ないなぁ～。師匠は仕方ないなぁ～」

「師匠は見たがりね。少しは我慢を覚えないと男が廃すたるわよ。けど、今日は特別に見せてあげる」

「みたがりさん。でも、みていいよ」

　口ではそう言いつつも、三人はわかりやすくソワソワしていた。

　見せたいのだろう。

　その証拠に、「せーの」と勝手に息を合わせて、俺にカタログを開いて見せてくれる。

「どれどれ…………っ!?」

　俺は三人が開いたページに顔を近づけ──とっさに頭を後ろへ引く。と同時に、俺の頭があった場所を剣が落下していき、床にドスッと突き刺さった。そして息つく間もなく天井付近に様々な武器が現れ、次々と降ってくる。

「ひ、ひいぃぃぃ！」

　俺は三人を担かつぎ、逃げ場が限られる部屋の中で必死に避けていく。

　時折、武器以外のものも降ってきた。中には祭さい器きのようなものも混ざっており、俺は割れないように足で受け止めながら懸けん命めいに逃げ続けた。

　そして二九個の落下物をしのいだところで、ようやくこの現象は収まったのである。

「ぜぇ……ぜぇ……」

　ミラウェルたちを降ろした俺は息を整え、あらためてカタログを確認。

「…………お前ら、武器ばかり頼んだな？」

　三人が印をつけていたのは、様々な武器が掲載されたページだけだった。

　俺はジトッとした視線を三人に向けるが、当の本人たちはきょとんとした様子だった。

「だって師匠、普段使うものを選べって言っただろ？」

「も、もしかして、この世界では武器って普段使わないの？」

「そんなばかな」

　信じられないとでも言いたげな表情を三人は浮かべた。

「な、なぁ師匠。あたしたち、普通じゃなかったのか？」

　困ったようにサイドテールを指先でいじるミラウェル。

　セレアとティーネも心なしか不安げだった。

　これは……ちゃんと説明しなかった俺の責任だな。

「そうだな。武器を頼むのは普通じゃないな」

「うぅ……そうか……」

「我ながら先が思いやられるわね……」

「てぃーね、まちがえた」

「そんなに落ちこむなよ。むしろ俺は、お前らに感謝してるくらいだぞ？」

　しゅんとしていた三人だったが、俺の発言にそろって首をかしげる。

「お前らが失敗してくれないと、俺は師匠らしいことができないからな。ってわけで、これからも気にせず失敗していいぞ。完璧にこなされたら俺の立場がないっつーの」

「な、なんだよそれぇ～」

「そ、そう？　ならそういうことにしといてあげる」

「ししょー、おこってないの？　よかった」

　師匠としては格好悪い言葉だったかもしれないが、三人の雰ふん囲い気きが明るくなったのでよしとしよう。

「そもそも、今日はまだ初日だぜ？　焦あせらずゆっくり更生していけばいいんだよ」

　そう言って俺は三人の頭を軽くなでた。

　するとミラウェルは嬉しそうにサイドテールをぴこぴこ揺ゆらしていたが、「そうだ！」と突発的に叫び、俺に質問をしてくる。

「師匠、今さら訊きくのもなんだけど…………なにをしたら更生したってことになるんだ？　なにができるようになったら、普通の女の子になれたってことになるんだ？」

　そんなミラウェルの問いに、セレアとティーネも乗っかってくる。

「それ、わたしも知りたいわ。女神たちから状況は聞かされたけど、結局、そのあたりのことは具体的には教えてもらってないのよね。女神にとって、あくまで大切なのは異世界同士のつながりの修復って感じだったし、あのときのわたし自身にも色々訊く気力はなかったし」

「てぃーねも、しらない。ふつーのおんなのこにこーせーしろ、としかいわれなかった」

　三人の純粋な眼まなざしが、真まっ直すぐ俺を見つめてくる。

　たしかに世界同士のつながりの修復は、こいつらが生きていれば進み、いつかは完了する。更生は、あくまで修復を滞とどこおりなく進ませるための保険のようなものなのだろう。

　だがそれは俺たち側の都合で、更生と言われた立場のミラウェルたちからすれば、目指すものが漠ばく然ぜんとしか見えず、そこまでの道すらもわからないというのは不安だろう。

　なら俺には、師匠としてその不安を取とり除のぞく義務があるはずだ。

「なにをしたら更生で、どうなったら普通の女の子なのか、だな。それは……」

「「「それは？」」」

　三人が喉のどをごくりと鳴らす。

「それは…………俺にもわからん」

「「「………………え？」」」

「だってお前らの師匠になれって言われてから、たいして時間も経ってないわけだし。俺もお前らと変わらないよ。まだまだなにもわからないさ」

　俺の返答に、三人はそろって口をきゅっと閉じ、容よう赦しやなくジト目を向けてきた。

「お、おい待て。露ろ骨こつにがっかりするな。最後まで聞け」

　俺は咳せきばらいをひとつ。

「今言ったとおり、お前らの更生に関しては、俺もまだまだわからないことだらけだ。だからまず、俺はお前らにこの世界のことを教えていこうと思う。その中で、お前らは好きなように行動すればいい。もちろん、それが間違っていたときは俺が止めてやる」

　なにかあったときは、師匠として守ってやる。

「それをくり返して、いろんな経験を積んで、お前たちが自分自身の力で生きていけるようになったとき、きっと答えがわかるんじゃないかな」

　それは、根こん拠きよのない推測だった。自分で言ったように、まだ俺にも先のことはわからない。

　それでも、俺は言葉にして三人に伝えないといけないって思ったのだ。

「むぅ……あたしには難しいぞ。わかったような、わからないような。できそうな、できなさそうな……」

　ミラウェルは眉まゆ根ねを寄せてサイドテールをいじる。

「焦らずゆっくりでいいってことだよ。何年かかったっていいさ。セレアとティーネはどうだ？　できそうか？」

「さぁ、どうかしらね？　でもやれるだけやってみるわ」

「おなかすいた」

　若干一名がまさかの反応をしてきたが、魔王というより、ただの子供らしいその反応が、なぜか俺には好ましく思えた。

「そうだな。飯にするか」

　俺は、ミラウェルが魔法で穴を開けた天井を見上げる。

　穴の向こうには、いつの間にか夕焼け空が広がっていた。
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　部屋の修理や武器の処理は後回しにして、俺たちは一階の台所へ。

　まず俺は献こん立だてを決めるため、冷蔵庫を開けて食材の確認をする。魔法で常に一定以下の温度に保たれているこの箱の中には、買かい溜だめしていた食材が入っている。この家は人里離れた場所にあり、最も寄よりの街ですら歩くと二日ほどかかるため、ある程度の食料は買い溜めているのだ。

　俺は顔に冷気を触れさせつつ物色。するとミラウェルたちも、俺の肩越しにぐいぐい覗のぞきこんできた。

「なにつくるんだ師匠？　あたしもお腹なか空すいてきた──うおー!?　なんだこれ寒いぞー！」

「これも師匠の魔法？　変わった使い方するわね」

「ししょー。てぃーねたち、こおりづけ？」

　三人が一緒に冷蔵庫の中を見ようとするので、自然に俺と顔が密着してしまう。

「すぐにつくってやるから、おとなしく待ってろ。魔法使ったり、喧嘩したりすんなよ」

　──そして小一時間後、俺は完成した料理を、テーブルを囲んでいるミラウェルたちのもとへ運んだ。

　三人は息を飲むようにして、テーブルの上に並んだ料理に視線を奪われる。

　つくった料理は、いたってシンプルなハンバーグだ。タネを焼いて、つくり置きのトマトソースをかけ、茹ゆでた野菜をそえただけ。もっとこだわったソースにしたり、煮こんでみてもよかったのだが、時間がかかるので次の機会にした。

　ハンバーグの他には、買い置いていたパンを並べる。

「し、師匠！　こ、これ食べていいのか!?」

「す、すごくいい香りがするんだけど」

「おいしそー」

「お前たちのためにつくったんだ。遠えん慮りよせず食えよ」

　しかし三人は、俺がうながしても食べ始めようとせず、周まわりの出方をうかがうようにしていた。

　もしかして……。

　俺はゆっくりナイフとフォークを使い、ハンバーグをひと口大に切る。

　すると三人も真ま似ねをするように取りかかった。

　やっぱり、使い方を知らなかったんだな。

　上手に切れた三人は、湯ゆ気げを立てるハンバーグをゆっくりと口に入れる。

　感想は……。

「「「～～っ」」」

　どうやら聞くまでもなさそうだ。

　三人は目をキラキラ輝かせ、手が止まらなくなっていた。

「うまい！　めちゃくちゃうまいぞこれ！」

「ホント。こんなおいしいもの食べたことないわ」

「おくちがしあわせでいっぱい」

　そんな三人を見て俺はひと安心する。

「口に合ったみたいでなによりだ」

「どうした師匠？　なにか心配ごとでもあったのか？」

「ん？　お前の口もとにソースがついてるのが心配になっただけだよ」

「な、なんだと!?　は、恥はずかしいじゃないか（ごしごし！）」

「ちょっとなにわたしの服で拭ふいてんのっ」

「てぃーねが、みらうぇるをふいてあげる。あ、でもてぃーねのてにも、そーすついてる。まず、てぃーねのてを、ふかないと（ごしごし）」

「ティーネまでわたしの服で拭かないでってば。師匠、この子たちをなんとかしてっ」

「お前ら、そんなに仲よくなっちゃって……師匠として俺は嬉しいよ」

「わたしは師匠の目が節ふし穴あなで悲しいんですけどっ」

「（ごしごしごしごしごしごし×２！）」

「あなたたちもいつまで拭いてんのよっ」

　──こうして、四人での初めての食事の時間は、和わ気きあいあいとした空気のまま過ぎていった。
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　我が家の風呂は、魔法を用もちいた器具があり、それらの使い方は少々特とく殊しゆである。そのため俺は夕飯を済ませたあと、三人に器具の使い方を教え、風呂に入らせた。

　この間に、俺は二階の天井や床を修理することにした。武器はユフィの部屋にひとまずつっこみ、魔法で破は損そん個か所しよを直して、なんとか三人の部屋は綺麗に片づいた。残ったものはベッドだけという有あり様さまだけど、寝るには支し障しようないだろう。

　ひと仕事終えた俺は一階に戻り、リビングでくつろごうとした。しかし浴室から、弟子たちの楽しそうな声が響いてくる。

「セレアの肌、綺麗だな」

「あら、見る目あるじゃない。あんたこそ、八歳にしては胸が──ひゃっ。ちょ、ちょっとティーネ、どこ触さわってんの？」

「つるつるー」

　……お、落ち着かん。

　相手はガキだとわかっていても、さすがにそわそわしてしまう。もちろん興奮するとかじゃなくて居い心地ごこちが悪いって意味でだけど。

　けど食事のときに続き、あいつらの年相応な一面が見えた気がして、実のところ俺は安心もしていた。

　俺の役割は、三人を普通の女の子に更生させ、この世界で生きていけるようにすること。しかし、あいつらの……一度命を落としているという過去を知っているからか、どうせならこの世界での日々を楽しんでほしいという想いが、俺の中で湧わいていた。

　遊んだり、学んだり、それこそ女の子らしく買い物を楽しんでみたり──買い物？

　ここにきて、俺はあることに気づいた。

　あいつらの着替えどうしよう？　そういえばタオルも渡していなかった。

「とりあえず今日のところは俺の服で我慢してもらうとして、明日にでも買い物に行ったほうがよさそうだな」

　俺は二階の自室に行き、三人分の着替えとタオルを用意する。

　しかし途中で一階から三人の声が聞こえてきた。

「師匠ぉ。拭くものがないぞー」

「もしかして、わたしたちの裸はだかを見たいの～？」

「ししょー。たおるー」

　おっと。早く渡してやらないと。

　俺は部屋から出て……足を止めた。

　さっきの声、風呂の外から聞こえたような……もしかしてあいつら、裸のまま出てきてんのか？

「師匠ぉ？　どこだ？」

「二階じゃないの？　行きましょう」

「たおるー」

　ドタドタと階段を駆け上がってくる音が迫る。

　いかん！　なんか絶対裸の気がする！

　まだ子供とはいえ相手は女の子だ。裸を見ていいはずがない。それも師匠と弟子という間あいだ柄がらでとなると、なんか余計にダメな気がする。

「間に合え！」

　俺は素早く床をつま先で叩き、魔法を発動させる。すると俺が持っていたタオルが階段の方へと飛んでいき──二階に上がってきた三人の身体に巻きついた。

「おぉ!?　なんだこれ？　この世界のタオルは飛ぶのか？　あたしに巻きつくのか？」

　ミラウェルが不思議そうにその場でくるくる回った。その動きに合わせて雫しずくが飛び散る。

「床が濡ぬれるから暴れるなって」

　俺は三人に着替えの服を渡した。

「ほら、さっさと身体ふいて着替えてこい。風か邪ぜひいちゃうぞ？」

　しかし受け取ったセレアが、畳たたんである服をわざわざ広げてみせる。

「もしかして、この服って師匠の？」

「そうだよ。嫌かもしれないけど今日くらいは我慢してくれ」

「ふーん……師匠ってこういうのが趣味なんだ」

　ニヤッと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべるセレア。

「趣味？　どういうことだ？」

「ううん。なんでもないわよ。ほら、行くわよ、ミラウェル、ティーネ」

　結局セレアは俺の質問に答えず、ミラウェルとティーネを連れて脱衣所へ戻った。

　──そして三人そろって脱衣所から出てきたとき、俺は先ほどのセレアの発言の意味を知るのであった。

「なるほど、そういうことか……」

　俺の服のサイズが三人に合うはずもなく、みんなブカブカのまま着ていた。特にティーネに至いたってはズボンが完全にずり落ちている。

「セレアから聞いたぞ、師匠。こういうのが好きなんだって？」

　にへへぇとにやけながら、ミラウェルが余あまった袖そでを口もとに当てる。

「弟子にこんな格好をさせるなんて、師匠もいい趣味してるわよね」

「てぃーね、かわいい？」

　可愛い……なんて正直に答えてしまうと、余り袖大好き師匠の名を襲名してしまいそうなので、俺は冷静に対応する。

「生意気言うんじゃない。そもそも、お前らが女神の通販カタログを正しく使えば、こんなことにならなかったんだぞ。わかってんのか？」

「セレアから聞いたぞ、師匠。こういうのが好きなんだって？」

「弟子にこんな格好をさせるなんて、師匠もいい趣味してるわよね」

「てぃーね、かわいい？」

「わざとらしく同じ発言をくり返すんじゃない！」

　そんな子供じみたしつこさに大人が屈くつするわけないだろうに。

「す、好きじゃないのか……そうか……」

「お、怒らせるつもりじゃなかったんだけど……」

「てぃーね……かわいくない……」

「どうも、余り袖大好き師匠です」

　落ちこむ弟子を前に俺が抗あらがえる術すべはなかった。

　素直に頭を下げて挨あい拶さつする俺に三人は「そっかぁ～。やっぱり好きなのかぁ～」とか「素直なのはいいことよ。ご褒ほう美びに、好きなだけ見ることを許してあげる」とか「てぃーね、かわいい？　よかった。ししょーは、よーじょずき？」などと好き放題言ってきやがるが、甘んじて受け入れることにしよう。俺は余り袖大好き師匠なのだから。












　それに、そんなことより今は優先することがある。

「おいお前ら、ソファーの前に一列に並べ」

　三人は怪け訝げんそうな表情をしたものの、俺の言うことを聞いて素直に整列した。

　俺はソファーに深く腰かけ、先頭のミラウェルを膝ひざの間に座らせる。

「師匠？　これでどうするんだ？」

「こうするんだよ」

　俺は床をつま先で軽く叩く。すると俺の手が光を帯び、そこから熱風が吹き始めた。そのままミラウェルの髪を乾かわかしつつ手て櫛ぐしでとかしていく。

「ふあぁ～」

　気持ちよさそうな声を漏らすミラウェル。

「わ、わたしもっ」

「てぃーねも」

　そんなミラウェルの様子を見たセレアとティーネは、俺とミラウェルの間に強引に身体を入れこんでくる。

　このままだと、また喧嘩になっちまうかな？

　そう心配した俺はわざとらしいくらい元気に振ふる舞まってみる。

「よし！　こうなったら三人まとめて乾かしてやる！　動くなよ！」

　ちょっと恥ずかしいけど、こうして平等に扱えば、こいつらも喧嘩しない──、

「なんだよお前ら！　あたしが最初にしてもらってたんだぞ！　下がれ下がれ！」

「ならもう乾いたでしょ。ちょっとそこどきなさい」

「ふたりともじゃま」

　──だろうなんて俺の甘い考えは木こっ端ぱ微み塵じんに砕かれた。

「やっぱり」「誰が一番強いか」「きめておくべき」

　三人は素早く間合いを取り、それぞれ魔法を発動させ始める。

「…………はぁ」

　俺は深くため息をつき……もう一度、床をつま先で叩いた。

　その音を聞き、三人はぎこちない動きで俺のほうを向いてくる。

　そんな愛すべき弟子たちに、俺はにこりと微笑んでやり──。

「………………いい加減にしろ！　この馬鹿弟子たちがぁ！」

　様々な魔法を用いて、お仕置きを施ほどこした。




　こうして、俺の二度目の師匠生活は、なんとも騒さわがしい幕開けを迎えたのである。
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　翌朝、俺は庭にある畑に水をやっていた。森の中にある我が家だが、庭は広く、畑や窯かまがあって、それでなおスペースが余あまっている。

「すくすく育てよー」

　まだ朝は肌寒いが春の足音も聞こえてきており、日に日に気温は上がってきていた。現に、庭の桜の木もつぼみをつけ始めていて、春の到来を予感させてくれる。そのため、数日前に野菜の種や苗なえを畑に植うえておいたのだ。

　如じよ雨う露ろで水をやりつつ、俺はミラウェルたちが寝ている部屋を見上げる。

「いつか、あいつらと一緒に畑を触さわるのもいいかもな」

　そんなことを考えながら俺は畑の世話を終え、朝飯をつくるために家に戻ろうとする。

　しかしそのとき、ミラウェルたちの部屋が爆発して壁が吹っ飛んだ。

　次いで、セレアとティーネが空中から現れ、俺の目の前に着地する。

　…………は？

「あら師匠。おはよう」

「ししょー、おはよー」

「お、おはよう……じゃなくて！」

　俺は粉ふん塵じんを舞い上げる二階を指さす。

「これはいったいなにごとだ？」

「なにごともなにも、ミラウェルを起こそうとしただけよ」

「お、起こそうとしただけ？　そういえばミラウェルの姿が見えないけど、まだ部屋にいるのか？」

　セレアはあきれたようにため息をつき、服についた汚れをはらう。

「師匠もあの子を起こそうとすればわかるわよ」

「わ、わかった。とりあえず行ってみる」

　俺は地面をつま先で叩いて転移魔法を発動させ、一瞬のうちに三人の部屋へ移動する。

　ベッドの上では、ミラウェルが毛もう布ふを蹴けっ飛とばした状態で寝ていた。こいつらしい寝相だが、それ以外に変わった様子は見られない。

「おーい、ミラウェル。そろそろ起きろー」

　俺はミラウェルの肩を揺ゆらす。

　するとミラウェルは微かすかに瞼まぶたを開け、俺へ手のひらを突き出し、

「…………………………まだ眠い」

　魔法をぶっ放そうとしてきた。

　おそらくセレアたちも、こうして起こそうとして魔法を撃たれた──待て待て！

「これ以上、家を壊すな！」

　俺はミラウェルを思い切り揺さぶって強ごう引いんに起こす。

「…………ん、んん……師匠……？」

　なんとか目を覚さましてくれたミラウェルは、ゆっくり身体からだを起こして寝ぼけ眼まなこのまま周囲を見渡す。

「…………壁がないぞ師匠！　どうなってるんだ？　この世界の朝は、部屋の壁がなくなるのか？　開放的過すぎないか？」

　なにも覚えていないミラウェルは、驚いた様子で壊れた壁に近づき庭を見下ろす。

「ん？　なんでセレアとティーネはあんなところに？　それにあいつら裸足はだしだぞ？　よくわかんないけど、朝から落ち着きのないやつらだな！」

　諸しよ悪あくの根こん源げんにもかかわらず、セレアたちを「クソめ！」と腐くさすミラウェル。

「お、お前なぁ……」

　……けど今回はわざとじゃないし、怒るのは違うか。

「師匠？　どうしたんだ？　朝から裸足ではしゃいじゃう弟子がふたりもいて頭が痛いのか？　心中察さつするぞ！」

「いいから、ふたりと一緒に顔洗ってこい。そのあと朝飯にするからな」

「わかった！」

　ミラウェルは元気よく返事をし、ぴょんっと庭に飛び降りた。裸足で。

「おーい、セレア、ティーネ。師匠が顔洗ってこいって──な、なんかお前ら怒ってないか？　あたしの気のせいか？」
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「さて、飯も食ったことだし……お前ら、街に出かけるぞ」

　壁を魔法で修復して朝食を取ったあと、俺はくつろいでいる三人にそう告つげた。

「街？　なにしに行くんだ？」

「占せん領りようしに行くの？」

「せいあつさくせん？」

「違う違う。買い物だよ。お前らの日用品とか買わないといけないだろ？　そこで質問なんだけど、お前らって街に行ったことあるか？」

「じょ、上級者だ！」

「買い物ってことなら初めてよ」

「はじめてー」

「そうか。なら出かけるにあたって、いくつかの注意をしておくぞ」

　話を続ける俺をよそに、ある一名だけ「ほ、本当に上級者なんだぞぉ！　あ、あれだろ？　街だろ？　昔はよく、ちぎっては投げちぎっては投げ……」とか言い続けていたが、俺はひとまず無視することにした。

「まず、街では俺の言うことを聞くこと。次に、喧けん嘩かしないこと。そして、他人に迷惑をかけないこと。以上だ。ちゃんと守れるな？」

「「「はーい」」」

　……返事がよ過ぎてどうも疑わしかったが、師匠が弟子を信じなくてどうすると俺は自分に言い聞かせることにした。

「じゃあ行くぞ。転移魔法を使うから俺につかまれ」

　がしっ！（俺の腕に身体ごとしがみついてくるミラウェル）

　がしっ！（俺の腰に思いっきり抱だきついてくるセレア）

　がしっ！（俺の肩に跳とび乗のってくるティーネ）

「……俺の言い方が悪かった。転移魔法を使うから俺の手を握にぎれ。それで充じゆう分ぶんだから」

　がしっ！（より一層、俺の腕を締しめつけるミラウェル）

　がしっ！（より一層、俺の腰を締めつけるセレア）

　がしっ！（より一層、俺の首を絞めつけるティーネ）

「わ、わかった！　このまま行くから、しっかりつかまってろ！」

　俺は窮きゆう屈くつさを感じつつ、床をつま先で叩いて転移魔法を起動させた。
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「到着っと」

　俺たちが転移した先は、俺が最も馴な染じみにしている、トロワナという街の正門広場付近の路ろ地じ裏うらだった。

　トロワナは古い街だが大きな街道にあるため栄さかえており、街全体の整備も非常に行き届いていて治安もいい。問題を挙あげるとすれば、我が家からだと歩いて二日ほどの距離があるという点だろう。

　ただそれは、こうして転移魔法を用もちいれば解決するので俺には関係ない。片道一秒以下。ちなみに路地裏に転移したのは、万が一、街のひとに見られたときにごまかすのが面倒だからである。

「まずはお前らの服を買いに行こう」

　俺の提案に、ミラウェルはサイドテールをぴこぴこ揺らして嬉しそうに反応する。

「服？　服か！　服屋に行くんだな！　なら早く行こう！」

「ちょっとミラウェル、初めて街に来るからってテンション上げ過ぎじゃない？」

「みらうぇる、はじめてまちにこれて、うれしいの？」

「あぁ！　嬉し──っ!?」

　セレアとティーネの指摘に、あっさりボロを出しそうになったミラウェルだったが、なんとかギリギリ踏みとどまったようだ。

「は、初めてじゃないぞ！　あたしくらいになると、元の世界では街なんてちぎっては投げちぎっては投げ……」

「「「………………」」」

　俺たちはミラウェルに無言で圧力をかける。

「～～っ!?　ほ、ほら行くぞ！」

　形勢の悪さを感じ取ったのか、ミラウェルは俺たちに背を向けて路地裏から出ていこうとした。

「おいミラウェル。行くのはいいけど、俺とした三つの約束は覚えてるんだろうな？」

「油断しない。容よう赦しやしない。トドメは刺さす。だろ！」

「かすってもねぇ！　セレアは覚えてるか？」

「師匠の言うことを聞く。喧嘩しない。他人に迷惑をかけない。買い物だけじゃなくて観光もしたい。よね」

「さらっと願望が混ざってる！」

　こうして多くの不安をかかえながらも、俺たちは表の通りに出た。

　正門近くということもあり、通りには多くの人々が行ゆき交かっていた。道幅も広く、時折馬車も通り過ぎていく。また、あまり馴染みのない言葉が雑ざつ踏とうの中から聞こえてきたが、おそらく旅人や行商人でもいたのだろう。

　こんなに活気に満ちた光景を目の当たりにしたら、三人は驚いたり興奮したりしてしまうかな？

　しかしミラウェルたちが受けた衝撃は俺の予想を超えていたみたいで、三人は呆ぼう然ぜんとした様子で周囲をきょろきょろ見回していた。

　俺は完全にお上のぼりさんになっている三人が迷子にならないよう気をつけつつ、目的の服屋を目指す。

　トロワナは複数に区画分けされた街で、今俺たちが向かっているのは商店通りと呼ばれる区画だ。商店通りには、その名のとおり様々な商店が建ち並んでおり、大体のものは揃えることができる。

　無事に商店通りに着いた俺たちは、女の子の服を多く取り扱っている店に入った。

「好きなもの選んでいいからな」

　予算は……初めての買い物だし好きに買わせることにするか。

　ノノに弟子として育てられていたころ、俺はあいつに連れられて世界の様々な場所を巡った。その都つ度どやっかいなことに巻きこまれながらも、手に入れた秘宝を女神たちに換かん金きんしてもらってきたので、こう見えて貯たくわえは充分あるのだ。

「わかった！　あたしのセンスに恐れおののけ！」

「期待して待っててね、師匠」

「ふくがいっぱい」

　すぐに三人は夢中になって、広い店内を物色し始める。

「…………さて」

　この店は女の子向けということもあり、非常に可愛らしい内装になっている。当然、客も店員も女性ばかりで、男の姿は見当たらない。そのため俺は邪魔にならないように店の隅すみにでも避難したいのだが、それであいつらが俺を探す羽目になったら大変だ。

　仕方なく、俺はその場で気配を消して待つことにした。

　──そして待つこと数分。

「師匠師匠！」

　思ったより早く、ミラウェルが戻ってきた。

「これとかどうだ？　あたしに似合うかな？」

　ミラウェルが持ってきたのは、やたらと短いスカートだった。

「似合いそうだな。けどそれだと、色々危ないんじゃないのか？　その……パンツとか」

「わかった！　師匠は見えそうで見えないのがいいんだな！」

「おい待て！　なんか変な誤解してんぞ！」

　しかしミラウェルを止める間もなく、入れ替わるようにセレアが戻ってくる。

「ねぇ師匠。これとか師匠の好み？」

　セレアが持ってきたのはスケスケの下着だった。

「……もっと子供らしいものにしなさい」

「わかったわ。師匠はもっとマニアックなのが好きなのね」

「おい待て！　お前も変な誤解してんぞ！」

　だがセレアを止める間もなく、俺はとんでもない光景を目撃してしまう。

「てぃーねは、これにする」

「マネキン！　それマネキンだから！　しかもお前、服脱ぬがしてきてるじゃないか！　服を選びなさい！」

「これ、だめなの？　ざんねん」

　ティーネは俺にマネキンを渡し、服を探しに戻った。でも人形を欲しがったのは幼い子供らしくて微笑ほほえましい、とか思うわけない。

「こ、これ、どこから持ってきたんだ？」

　俺は素すっ裸ぱだかのマネキンを持ったまま店内をうろつく。しかし元々あった場所がわからなかったので、店員に事情を説明して謝あやまった。店員は笑顔でマネキンを受け取ってくれたが、その笑顔が若じやつ干かん引きつっていたのを俺は見逃さなかった。

　俺はこそこそと逃げるようにその場を離れようと──、

「お前、さては伏ふく兵へいだな！」

　したのだが、店の奥からミラウェルの声が聞こえてきたので、泣きながらそちらに向かう。もちろんこんなオシャレな店に伏兵なんているはずがない。

「ミラウェル！　なにやってんだ？」

「あ、師匠！　見てくれよ。伏兵がいたんだ。カーテンの奥で息をひそめてたぞ！」

　ミラウェルは試着室のカーテンを開けて、中にいる半はん裸らの女の子の姿をさらしていた。

　女の子は涙目でカーテンを戻そうとするが、ミラウェルの手はびくとも動かない。

「ふふん、残念だったな！　お前の気配くらい楽勝で感じ取れたぞ！　馬鹿な伏兵め！」

「馬鹿はお前だ！」

　俺はドヤ顔のミラウェルをカーテンから引きはがし、女の子に謝罪する。

「すいませんでした！　見てないので安心してください！　ピンクの下着とかちっとも見てないんで！」

　ビンタされた。

　──それから約一時間後、三人はようやく欲しい服をそろえてくれた。どうやら魔王でも、女の子の買い物は長いらしい。

「それでいいんだな」

「あぁ！　可愛い服選んだぞ！」

「わたしは可愛いだけじゃなくて、大人っぽいのも選んだわ」

「てぃーねも、かーいーのえらんだよ」

「わかった。じゃあ──」

　会計をしよう、と俺は言いたかったのだが、

「店員を全滅させるんだな！」

「五秒よ。五秒で片づけてみせるわ」

「てぃーねのつよさをしめすときがきた」

　我が弟子たちはとんでもないことを口にし、それぞれ魔法を発動させ始めた。

「わああああ！　会計会計！　会計をするんだよ！」

　俺は慌てて三人を止める。

「「「……………………？」」」

　しかし三人は、俺が言っていることが理解できていないようだった。買い物って言葉自体はわかっていたけど、買い方は知らないってことか。欲しいものは奪うばい取とるのが基本だったのかな？

「……いいか？　買い物ってのは、お金を払って商品を買うことを言うんだよ。お手本を見せるからついてこい」

　俺はミラウェルたちと支払いのカウンターに行き、商品の買い方を見せてやる。

　すると三人は感心したように息を漏もらした。

　一方で店員は、ようやく厄やつ介かい払ばらいができるかのようにため息をついていた。
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「疲れた……」

　俺はぐったりしつつ、ミラウェルたちと通りを歩いていた。

　服を買ったあと、他の店にも寄って日用品も買いそろえた。楽しそうに歩く三人を見ると、満足のいく買い物ができたのが伝わってくる。

　ちなみに買った商品は、俺が転移魔法で家に送った。そのため荷物を持つ必要はなく、あまり疲れないかと安心していたのだが……クソほどもそんなことはなかった。

　なぜなら三人が行く先々の店で必ず問題を起こしたからだ。問題の一部を挙げると、店員に呪のろいをかけようとする、他の客を麻ま痺ひさせる、俺を魔法で氷漬けにするなどだ。

　そしてこいつらの蛮ばん行こうを防ぐことができなかった俺は、その後始末に奔ほん走そうする結果となり、もはや体力は欠片かけらほども残っていなかった。

「師匠！　次はどこ行くんだ？　あたしはどこでも行けるぞ！」

「男の見せどころよ。ちゃんとエスコートしてね」

「とろわな、たのしい。すき」

　しかしほとんど死んでいる俺とは違い、弟子たちには帰るという発想はないらしい。特にミラウェルは元気があり余っている様子だ。

「そうだな……せっかくだし、なんか食いに行くか」

　休みたいし、という本音は伏ふせて提案する。もちろん三人は了承してくれたので、俺たちは飲食店が多く並ぶ通りへ移動することに。

　だがその途中で、ミラウェルがピタッと足を止めた。

「なぁ師匠。あれはなんだ？」

　ミラウェルが指さす先には、チラシを配くばっている女性がいた。

　俺はチラシをもらい、詳細を確認する。

「あぁ。トロワナ祭の知らせか。そういえばもうそろそろだな」

　と言っても三人にはわからないので、俺は説明をしてやる。

「毎年、この時期になるとトロワナでは大がかりな祭りが開かれるんだ。色んな出店が並んだり、催もよおし物ものが開かれたり、広場でスポーツの大会が開かれたりと、一日中大騒ぎなんだよ」

「おぉ！　すごいなー！」

　ミラウェルは素直に感動した素そ振ぶりを見せ、俺が持つチラシを見ようとぴょんぴょん跳ねる。

「トロワナ祭が終わると、一気に春らしくなるんだよな」

「師匠は参加したことあるの？」

　セレアが俺の腕を引っ張り、強引にチラシを覗のぞきこみながら訊ねてきた。

「何度かな。出店を回って、ゆっくり催し物を見るくらいだけど」

「たのしそー」

　相変わらず表情がほとんど動かないティーネだったが、言葉に出すってことは興味くらいあるのかもしれない。

　……ふむ。

　そんな三人の反応を見た俺は、ある提案をしてみることに。

「せっかくだし、当日はみんなで行くか？」

「行きたい！」

「わたしも行ってみたいわ」

「てぃーねもー」

　全員、即答だった。

「決まりだな。なら当日は朝から…………あ、そうだ！　お前ら、祭りの日に、このスポーツ大会に参加してみないか？　スポーツってのは運動のことだ。つまり、運動能力を競きそい合あう大会だな」

　俺はミラウェルたちにチラシを見せ、当日に広場で開催されるスポーツ大会の説明項目を指さす。

「三人で一緒に人間たちに混ざってなにかするのって、いい経験になると思うんだ」

　どうだろうか？　と、俺は三人の返事を待つ。

　しかし三人は、せっかくの楽しそうな日に運動とか面倒超面倒、と視線で訴うつたえてきた。

　その圧あつに屈くつしそうな俺だったが、もう少し粘ねばってみようと奮ふん起き。

「こ、この一○歳以下のみが参加できる三人四脚なんてどうだ？」

　三人で息を合わせないといけない競技は、こいつら同士がもっと仲よくなるのにも打ってつけだろう。

「三人四脚ってなんだ？」

　なんと、ここでミラウェルが乗ってきてくれた！

　俺はひとりでも味方をつくろうと、ミラウェルに熱く説明する。

「三人で肩組んで、足を紐ひもで縛って走るんだよ。お互いの息を合わせることが大事な競技だな」

「師匠見てくれ！　珍めずらしい形の雲が空に！」

「そうか俺の話はちっとも聞いてなかったか！」

　次だ次。

「ティーネはどうだ？　やってみないか？」

「それは、めーれー？」

「ち、違う違う！　命令じゃないよ」

　幼いティーネには不似合いな言葉が出て、俺は一瞬だが心の底から驚いてしまった。

「ただ、ティーネが頑張ってくれると嬉しいなって思っただけだ」

「ししょー、うれしいの？　うーん……なら……」

　ティーネは俺の足に抱きつき、上目づかいで見つめてきた。

「いいよ。でてあげる」

「ほ、本当か？　ありがとう、ティーネ」

　俺はティーネの頭をなで、今度はセレアに視線を向ける。

「せ、セレアは、やっぱり面倒で嫌か？」

「…………」

　セレアは答えず、なぜかうらやましそうにティーネを見つめていた。

「セレア？」

「え？　な、なに？　っていうか、面倒だけど、出ないとは言ってないでしょ？」

「じゃあ……」

「出てあげるわよ。これから師匠にはお世話になるんだし、ちょっとくらい喜ばせてあげないとね」

　そう言って、セレアは俺の腰に正面から抱きついてきた。

「こ、こんな人前で抱きつくなって」

「ティーネはよくてわたしはダメなの？　それって差別じゃないかしら？」

　セレアは抱きついたまま、俺をからかうようにニヤニヤしてくる。さらに、それを見たティーネがセレアの真似をする。

「だめなのー？」

「てぃ、ティーネまでなに言ってんだ……」

　そうして俺が、セレアとティーネによって動けなくなっていると、

「し、師匠！」

　さっきまで空を見上げていたミラウェルが、勢いよく背中に飛び乗ってきた。

「あたしも出るぞ！　出るからな！」

「そ、そうか。でも急にやる気になってどうした？」

「あたしは最初からやる気の塊かたまりだったぞ！」

　もしかして……仲間外れにされるとか思ったのかな？

　俺はミラウェルに余計な心配をさせないように、できるだけ明るく振ふる舞まう。

「よーし、その意気だ！　当日までは俺も練習につき合うから、一緒に頑張ろうな！」

「ふふん。魔王さまの実力を、この世界の人間どもに見せつけてやる！」

　三人の参加が決まったところで、俺はチラシをあらためて確認する。

「出場するには、事前に役所で申しこまないといけないらしいな。よし行くぞ。だからお前ら……離れてくれる？」

　しかしミラウェルたちは無言のまま、なら出るのやめよっかなー、みたいな雰囲気を出してきた。

　弱みを握られた俺は泣く泣く、三人に引っつかれたまま街の中央にある役所を目指すのであった。




「俺が窓口で申しこみをする間、ここでおとなしくしておくんだぞ」

　役所に着き、俺は三人を待合用の椅い子すに座らせた。

　こいつらから目を離すのは怖いが、連れていっても面倒なことになりそうなので、俺は悩んだ末にひとりで行くことにしたのだ。

「約束できるか？」

「余裕でできるぞ！　けど、もっと街を見たいから、早くしてほしかったりもするぞ！」

「待っててあげてもいいけど、早くしてよね」

「やくそくするけど、はやくー」

　俺は急せかされながら窓口に向かう。そこで必要書類の参加種目と参加者の欄らんを埋うめ、担当のお姉さんに渡した。

　そして受付は滞とどこおりなく済み、あとは当日を待つだけとなった。当日は、参加種目の開始三○分前には会場の受付で名簿の確認をして、控ひかえ室しつで待っておく必要があるらしい。

　三人四脚は昼過ぎからなので、午前は祭りを見て楽しむか。

　俺は当日の予定を立てながら三人のもとに戻った。

「待たせたな。で、なんでふたりなの？」

　訂正。ふたりのもとに戻った。

　トロワナ祭のチラシを読んでいるセレア。

　ぽーっと天井を見上げているティーネ。

「ミラウェルはどこ行った!?」

　俺は周囲を見渡すが、ミラウェルの姿はどこにも見当たらない。

「お、おいセレア、ティーネ。ミラウェルはどこ行った？」

「あれ？　さっきまでそのへんで遊んでたと思うけど……ティーネは見た？」

「みたよ。みらうぇる、おそとにでてった」

　ティーネが入口を指さす。

「そ、外!?　セレア、ティーネ。お前らはここで待ってろ！　俺はあいつ捕つかまえてくる！」

　俺は慌てて役所の外へ。

　このあたりは、トロワナでも特にひと通りが多いので、迷子を見つけるとなると大変そうだ。それに、もしもあいつがどこかで問題を起こして危ない目にあっていたら……。

　ここは魔法を使ってでも、早く見つけたほうがよさそうだな。

　俺は通行人の目を避さけるため、裏路地に移動しようとする。

「あ、師匠！　なにコソコソしてるんだ？」

　しかし先に俺を見つけたミラウェルが、呑のん気きそうに手を振りながらこちらへ歩いてきたのである。

「み、ミラウェル？　勝手に外に出たらダメ、だ、ろ…………」

　知らない女の子を……それも、泣いている女の子を連れて。

「ゆ……誘ゆう拐かい？」

　俺の口から自然と言葉が漏もれる。

「違ーう！　師匠はあたしをなんだと思ってるんだ！」

　戻ってきたミラウェルは、地じ団だん駄だを踏みながら文句を言う。

「こんな弱っちそうな子供、誘拐するわけないだろ。どうせならあたしの配下として役立ちそうなやつを連れてくるさ」

　なんだか物ぶつ騒そうかつズレた発言だったが、今は先に確かめないといけないことがある。

「誘拐じゃないなら、この子はどうしたんだ？」

　女の子はティーネと同じくらいの歳に見え、肩を震ふるわせて泣いている。

「知らないぞ。いきなり後ろからぶつかってきたんだ。そんな不ふ敬けい者ものは本来なら即そつ刻こく打うち首くびだけど、今のあたしは更生中だからな！　せめてぶつかってきた理由は聞いてやろうと思ったんだ。けど泣いてばかりでなにも言わなくて、仕方ないからひとまず連れてきた。処断はそれからでも遅くないし！」

　またしても物騒な発言だったが、理由はともあれ、泣いている子を放っておかなかったことは評価できるな。

　俺は屈み、泣いている女の子にできるだけ優しく訊ねる。

「どうした？　なにかあったのか？」

　しかし女の子に泣きやむ様子はなく、このままだと返事は期待できそうになかった。

　怪け我がはしていなさそうだから……。

「迷子になっちゃったか？」

「…………うん」

　雑ざつ踏とうにかき消されそうな小声だったが、女の子はようやくこちらを見て答えてくれた。

「おにいちゃんが、まいごになっちゃったの」

「そっか。お兄ちゃんが迷子になっちゃったか」

　あくまで自分ではなく兄が迷子になったというあたり、兄妹きようだいの力関係が透すけて見えて面白い。だがなにはともあれ、この子が泣いていた理由はわかった。

　なら、あとはお兄ちゃんとやらを探すだけ……だったのだがミラウェルが、

「なんだお前、そんな理由で泣いてたのか？」

　心しん底そこわからないといった様子で余計なことを言った。

「ひぅ……」

　ミラウェルのひと言に、女の子の収まってきていた涙は再びあふれ出そうになる。

　俺は防ぼう波は堤ていの決壊を防ふせぐため、全力で女の子をなだめる。

「な、なーんちゃって！　こいつの言ってることは冗談だから。そうだよな、ミラウェル？」

「なに言ってんだ師匠？　あたしはいつだって本気だぞ？　こんなことで泣くなんて変だなって思ってるぞ？　噓うそ偽いつわりなく思ってるぞ？」

「ひぅぅ……」

　なぜか容赦ないミラウェル。お前もセレアに言い負かされて泣きそうになってるときがあっただろうに。

　──だがこの女の子には悪いが、これはミラウェルに色々と教えるいいチャンスかもしれない。

　多分この場面での正解は、女の子の兄を探す、だ。

　ミラウェルが自分だけでその答えを出せたら言うことはないのだが、ちょっと難しそうな気がする。

　なら正解に導みちびくのが俺の役目だろう。

　俺はどうミラウェルに伝えるべきかと考える。しかし俺が妙みよう案あんを思いつく前に、ミラウェルが女の子にビシッと指をさして言い切る。

「だって、お前のお兄ちゃんと合流できればいいだけだろ。わかりやすくて簡単な勝利条件じゃないか。だったら泣いてる場合じゃないはずだ。その時間や体力を捜索にあてるべきだろ」

　それは大人の俺には理解できる理屈だが、さすがに普通の子供には伝わらなかったみたいで、女の子は口を開けたまま呆然としてしまっている。

　しかしミラウェルは気にせず続ける。

「おいお前、どこではぐれたんだ？」

「あっち……かな？　それとも……こっち？」

　最初に女の子は後方を指さしたが、自信なさげにべつの方向を指し直す。

　そんな女の子の目もとを、ミラウェルは自分の服の袖そででぬぐった。

「涙で視界がぼやけてるから、肝かん心じんなものを見落とすんだ。ここが戦場だったら、お前死んでるぞ？」

「せんじょー？」

「仕方ない。今日は特別にあたしが力を貸してやる。光栄に思え、人間」

　そう言ってミラウェルは女の子の背後から腰に腕を回す。

「いいか？　変に動くなよ」

「──っ!?」

　ふわっと宙に飛び上がる女の子。

　俺は一瞬我が目を疑ったが、どうやらミラウェルが女の子を空中に投げたらしい。

　落ちてきた女の子をミラウェルは受け止め、

「おーい！　こいつのお兄ちゃんとやら！　お前の妹はここにいるぞー！」

　大声で叫びつつ、また女の子を頭上に投げた。

「!?　!?　!?」

　通行人たちより高い位置まで投げられた女の子は、自分になにが起きているのか理解できずに目を丸くしていた。

　だがミラウェルは胴上げのように何度も女の子を投げる。

　呆あつ気けに取られていた俺だが、周囲のひとたちがざわめき出したのに気づき、急いでミラウェルを止めようとする。

「ミラウェル！　いきなりなにしてんだ!?」

「だって、どこではぐれたのかわかんないんだろ？　ならむやみに動くより、こうして向こうが見つけやすくしたほうがいいはずだ。まぁ、探してもくれない薄はく情じようなお兄ちゃんだったら諦あきらめるしかないけどな！」

「け、けどこれはなぁ……」

　そんな俺の心配をよそに、高々と舞い上がった女の子はきゃっきゃと楽しそうに笑っていた。とはいえさすがに危ないので、次に女の子が投げられた瞬間にミラウェルの首筋へ手刀を入れて気絶させ、俺が女の子を受け止めようと身み構がまえる。

　だがそこに……、

「み、見つけた！」

　ひとりの男の子が駆け寄ってきたのだ。男の子は全身汗びっしょりで、大きく肩で息をしていた。

「おにいちゃん！」

　頭上から女の子の悲鳴にも似た叫びが聞こえた。

　どうやらこの子が女の子の兄らしい。年齢はミラウェルやセレアくらいか？

　男の子は妹が投げられ続けていることに驚きつつも、この中で唯一の大人である俺に問いかけてくる。

「あ、あの、これはいったい……ぼ、僕の妹がなにかしたんでしょうか？　もしそうでないなら、お、降ろしてやってもらえませんか？」

「す、すまん！　おいミラウェル。早くその子を降ろせ」

「わかった！」

　ミラウェルから解放された女の子は、すごい勢いで男の子に抱きつきにいく。

「[image: ]ぇぇぇぇ！　おにいぢゃーん！」

　ようやく兄に会えた女の子は、張はりつめていた糸が切れたように泣き始めた。

「おにいぢゃん、もうまいごにならないでぇぇぇ！」

「え？　ぼ、僕？　えっと……なんかごめんね」

　男の子は戸と惑まどいながらも、妹の頭を何度も優しくなでた。そうして少し妹が落ち着いてから、あらためて俺に訊ねてくる。

「もしかして、あなたが妹を助けてくれたんですか？　た、助けてくれてたんですよね？」

　男の子の疑問は当然だ。先ほどの光景に保護という言葉は似合わない。しかし結果論で言うなら保護と呼んでもいいだろう。

　俺はミラウェルの背中を押し、一歩前に出す。

「俺はなにもしてないよ。助けたのはこいつだ」

「ふふん。感謝しろよ？」

「はい！　ありがとうございました！」

　ふんぞり返っていたミラウェルだが、正面から礼を言われると照れくさかったのか、気恥ずかしそうに俺を見上げてくる。

「し、師匠ぉ……ん？」

　そんなミラウェルの手を、女の子が恐る恐る握ってきた。

「なんだ？　握あく力りよく勝負か？」

「ち、ちがう。ありがとーっていいたかったの」

「そ、そうか。だがこれくらい楽勝だぞ。なんたって、あたしは魔王さま──むぐぐっ！」

　俺はとっさにミラウェルの口を手でふさぐ。

　こいつ、なに口走りそうになってんだ！

「～ぷはっ！　なにすんだよ師匠！」

　俺は小声でミラウェルに耳打ちする。

「アホか。お前の正体を言っていいわけないだろ」

「あ、そうか」

　そんな俺たちのやり取りを、兄妹は不思議そうに眺めていた。

　ミラウェルは咳払いし、サイドテールを指でいじりながら仕切り直す。

「えっと……つまり…………あたしにかかれば楽勝だということだ！」

「うん。すごかった。これからは、なかないようにするね」

「な、なんだお前、見る目も根性もあるじゃないか。よし、特別にあたしの配下にしてやろう！」

　女の子に褒ほめられてご満まん悦えつになったミラウェルは、またしてもとんでもないことを言い出してしまう。

「はいか？」

　しかし幸いなことに、女の子にはあまり伝わっていないようだった。

「これは光栄なことだぞ！　喜ぶがいい！」

「よくわかんないけど、はいかになったら、またあそんでくれる？」

「ん？　まぁ配下の面倒を見るのは魔お──あたしの務つとめだからな。いいぞ」

「なら、はいかになる。えっと……みらうぇる？」

「ミラウェルさま、だ。お前は、あたしの配下なんだからな」

「うん。みらうぇるさま。また、あそんでね」

　──こうして、ミラウェルはこの世界で新たな配下をつくったのであった。




　兄妹と別れた俺たちが急いで役所に戻ると、セレアとティーネが完全に待ちくたびれていた。

「おっそーいっ」

「いっぱいまった」

「すまんすまん。実は──」

　俺はふたりに謝り、事の顚てん末まつを説明する。

「──というわけなんだ」

　するとセレアとティーネは納得してくれたようだったが、ミラウェルがひと助けしたということは信じていないようだった。

「ミラウェルがねぇ……」

「てんぺんちいのまえぶれとみた」

「むきー！　なんだよお前ら！　ちょっと待たせたからってひどいぞ！」

「「ちょっと？」」

「…………師匠ぉ」

　ミラウェルが俺に助けを求めてくる。先ほどまでは多少なりとも頼もしい姿を見せていたが、このふたりが相手だと完全に劣れつ勢せいだった。

　しかしミラウェルのおかげで、あの兄妹が無事に再会できたのは事実だ。

　今回は特別に助け舟を出してやることにしよう。

「まぁまぁ。今回はそれくらいで許してやれよ。それよりも、このまま夕飯でも食って帰ろうぜ」

　こうして俺たちは長々と居座ってしまった役所をあとにするのだった。

　ただ表に出るときにセレアが、

「…………キョウダイか」

　と、つぶやいたのが少しだけ気になったが、誰だれに言うでもない小さな声だったので、俺はなにも訊き返さなかった。
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　夕飯を食べ、トロワナから転移魔法で家に帰ったころには、すっかり夜の帳とばりが下りていた。そして今、ミラウェルたちは三人で風呂に入っている。

「今日は楽しかったな！」

「雰囲気もよくて、いい街だったわね」

「またいきたい」

　相変わらず、元気な声が浴室から聞こえてくる。

　一方で俺はというもの、ソファーに寝転がり、ほとんど死んでいた。なんならこのまま、押し寄せるまどろみに身を任まかせて意識を沈しずめていきたかった。

「師匠ー！」

　しかし死しに体たいに鞭むち打うつように、脱衣所からミラウェルが飛び出してくる。

　また裸かと心配したが今日はちゃんとパジャマを着ているようだ。買ったばかりの新品で、ちょっと大き目で着られている感じもするが、そこが可愛らしくもあった。

　ただ髪の毛はちゃんとふいておらず、水すい滴てきがぽたぽた垂たれている。

「どうした？　随ずい分ぶんと早いな」

「髪！　髪乾かわかしてくれ！」

「？　べつにいいけど」

　俺が座り直すと、ミラウェルは俺の足の間に腰を下ろした。

「やった！　このために、あいつらよりも早く出てきたんだ！」

「急がなくても、みんな一緒にちゃんと乾かしてやるぜ？」

　俺は魔法を発動させ、ミラウェルの髪を乾かし始める。

　普段のサイドテール姿だと元気いっぱいなイメージを受けるが、こうして髪を下ろしているときは、ほんの少しだけど大人っぽく見えた。

「………………なぁ師匠」

　ミラウェルが小さな声で俺を呼ぶ。こちらからではミラウェルの表情はうかがえないが、その声はどこか不安そうに感じられた。

「どうした？」

「も、もしかして今日、あたしは師匠にいっぱい迷惑かけたのかな？」

「自覚あったのか。偉えらいぞ」

「そ、そんな気はしてたけど、やっぱりそうか。普通の女の子になれる日は遠いな……」

　がくっと肩を落とすミラウェル。

　もしかして、この話をするために急いで風呂から出てきたのか？

「ゆっくりでいいって言っただろ。けど俺は、今日のお前を褒めるつもりだったんだけどなぁ」

「ほ、本当か!?」

　ミラウェルは振り返り、吐息が触ふれる距離まで顔をぐいっと寄せてきた。

「なんでだ!?　服屋で伏兵を看かん破ぱしたからか!?」

「なんだかビンタされた頰ほおが熱くなってきた！　そうじゃなくて、迷子の女の子を助けたからだよ」

「？　でもあれは、あいつが泣いてるのが鬱うつ陶とうしくてやっただけだぞ？　当たり前のことを言っただけで、助けたわけじゃないぞ？」

「理由はどうあれ、困ってる相手に手をさし伸べた。少なくともこの世界では、それだけで褒められていいんだよ」

「そういうものなのかぁ」

　少しは納得できたみたいで、ミラウェルは元の体勢に戻った。

　俺はミラウェルの髪を乾かしつつ指を通す。熱を含んだ長い髪が俺の指の間を抜けていき、なんだかこそばゆかった。

「今日は街に行ってみてどうだった？　楽しかったか？」

「楽しかったぞ！　初めてだから、すっごく感動した！」

　元気よく答えるミラウェルだったが、自分が朝にした発言を思い出したのだろう。髪の隙すき間まから覗く耳が、徐じよ々じよに赤く染まっていった。

「ち、ちぎっては投げちぎっては投げ……」

「それはもういいって」

「し、仕方ないだろー！　そもそもあたしは生まれてから八年間、この世界に来るまで一度も魔王城の外に出たことがなかったんだからー！」

　そう話すミラウェルはこれまでと変わらない声調だった。

「城から……出たことがない？」

　まだ詳細は聞いていないが、どう転んでも楽しい話ではないだろうから、できれば聞き間違いであってほしい発言だった。

　しかし、こちらを向きもせずに世間話のようなノリで語るミラウェルの背中に、俺は事実であるのだと認めるしかないのだった。

「そうだぞ。元々、父上がご存命のときは、あたしは次期魔王として強くなるための特訓ばかりしてて、城の外に出る機会がなかったんだ。城の外のことは父上や、父上の配下たちから聞いた話でしか知らなかった」

　父親が存命のときってことはつまり……。

「そして半年くらい前、父上が病やまいで亡くなられて、あたしは跡あとを継つぐ形で魔王になった。けど、まだ早いって理由で戦場には連れて行ってもらえなかったんだ。だから魔王になってからも城の外には出られなかった。そのあとは師匠も知ってのとおりで、人間との戦いに負けて、みんな死んじゃった」

　俺は今、ミラウェルの過去に触れることを許されたんだと思う。こいつらが話すまで踏みこまないでおこうとしていた領域に入ることを、認めてもらえたのかもしれない。

　なら俺は師匠として、なにかこいつに言わないといけないはずだ。

「そう、だったんだな」

　しかし俺の口から出たのは、そんな毒にも薬にもならない言葉だった。

「……もしかして師匠、あたしに気を使おうとしてるのか？」

　さらに情けないことに、俺の考えはミラウェルに見透かされていたようだ。

「つ、使おうとしたよ……」

「ふふん。師匠のことなら、あたしはなんだってお見通しだぞ！」

　俺が素直に白状すると、ミラウェルは肩かた越ごしにこちらを向き、生意気な笑みを見せてきた。イラッとしたので俺は鼻を軽くつまんでやる。

「はぬぬぬぬぬ！　あ、あにふんだよ師匠！」












「わ、悪い悪い。なんかムカついたから……」

　俺が手を離すと、ミラウェルは恨みがましそうな視線を俺に向けたまま、可愛らしい鼻をさすりながら語ってくれる。

「っていうか、師匠が気なんて使わなくていいぞ。そもそもあたしは父上にも、父上の配下たちに対しても、なんていうかな…………どう思ったらいいのかわからないんだ。父上にはほとんど会ったことないし、父上の配下たちはあたしを教育するだけで、関係ない会話はあまりしてくれなかったから」

　死別しても、どんな感情を持てばいいのかわからないということか。

　俺には想像ができない話だったが、それがミラウェルの生きてきた環境だったのだろう。誰かが悪いわけじゃない。ミラウェルの親父も、その配下たちも、その生き方が当たり前だったのだ。

　なら、やはり師匠の俺が情けないまま終わっていいはずがない。多分どんなに頭を使っても、まだつき合いの浅あさい俺にはミラウェルを救える言葉なんて見つけられないのかもしれない。

　それでも、俺はこいつの師匠なんだ。俺が手をさし伸べなくてどうする。

「……なぁミラウェル。この世界に来て、まだあまり時間が経たってないけど、どうだ？　楽しいか？」

「楽しいぞ！　師匠が見せてくれる景け色しきはキラキラしてるから大好きだ。あと、セレアはムカつくしティーネはなに考えてるかわかんないけど……嫌いじゃないぞ」

「そうか。なら俺は、これからもお前にいろんな景色を見せていくよ」

「またトロワナに連れて行ってくれるのか？」

「トロワナだけじゃないさ。お前が見たことのない景色を、知らない景色をたくさん教えてやる。だから、みんなで見に行こうぜ」

「ほ、本当か師匠！　今から楽しみだぞ！」

　待ちきれなそうに、ミラウェルは足をばたばた振る。

「そのためには、もう少し常識を身につける必要があるけどな」

「むぐぐ……」

「どうした？　できないのか？」

　ミラウェルの髪が乾き、俺は魔法を止める。

「そ、そんなことないぞ。あたしにかかれば楽勝だ…………でも多分、まだまだセレアやティーネとも喧嘩しちゃうと思うし、師匠にも迷惑かけちゃうと思う……」

　自信なさげに、ミラウェルは徐々に小声になっていく。

　──けど、そのまま終わるこいつじゃない。

　まだ出会って間もない俺たちだけど、それくらいは知っている。

　ミラウェルは立ち上がり、くるりとこちらを向く。

「でも、頑張るからな！　あたし頑張っちゃうからな！　だから──」

　まだ見ぬ未来に対する恐れや不安が、たしかにそこにはあった。

　生まれたての小鳥が、飛び方を知らずに翼を動かそうとするもどかしさがあった。

　しかしミラウェルは、それらすべてを吹き飛ばすように。

「いっぱい更生させてくれよな！　師匠！」

　お日様のような笑顔を見せてくれたのだった。
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　ミラウェルたちをトロワナに連れて行った翌朝、俺は家の庭にある窯かまでパンを焼いていた。昨日は朝から騒さわがしく、ゆっくり朝食をつくる時間がなかったので、今日はちょっと早めに起きたのだ。

「この窯だと、四人分を焼くにはちょっと小さいな。いい機会だし新調しようかなぁ」

　俺はパンの焼ける香りをかぎつつ、ぐいーっと背中を伸ばして空を眺ながめる。

　今日は天気もよさそうだし、なにかいいことでもありそうだ。

　だからきっと、俺の顔の横を通とおり過すぎた爆発魔法とか見間違いだし、それが窯に当たる寸すん前ぜんとかありえない。

「ありえないー！」

　俺は必死に手を伸ばすが間に合わず、魔法が直撃した窯は粉こな々ごなに砕くだけ、跡あと形かたもなくなってしまった。

　見るも無む残ざんな姿になった窯の前で俺が呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていると、背後からミラウェルたちの声が聞こえてきた。

「あたしの魔法を避さけるとは、ふたりとも中々やるじゃないか」

「あなたの直線的な魔法なんて当たるわけないでしょ？」

「はんげきかいし」

　主犯は判明したが俺は全員まとめて叱しかる。

「お前ら！　朝っぱらから喧けん嘩かしてんじゃない！　見ろ！　窯が壊れたじゃないか！」

　怒りながら俺が振ふり返かえると、案の定、三人の弟子が戦っていた。

「あ、師匠！」

　しかし俺と目が合ったミラウェルが戦うのをやめ、嬉うれしそうにサイドテールを揺ゆらしながら走ってきた。

　こうも簡単に言うことを聞いてくれるとは思わなかったので、俺は少し感動してしまう。窯を壊したのは絶対こいつだろうけど感動してしまう。

「──と見せかけて！　油断したなふたりとも！」

　ミラウェルは反転し、セレアとティーネに向かって突進していく。

「甘いわね。その程度、お見通しよ」

　セレアはティーネを抱だっこし、ミラウェルの突進を華か麗れいに回避したかと思うと、すれ違いざまに足をかけてミラウェルを転ばせた。

　勝かち誇ほこった様子のセレアに、ティーネが小さく拍はく手しゆする。

「おー、すごい」

「くっ……卑ひ怯きようだぞセレア！　師匠も言ってやってくれ！　ズルはダメって──師匠？　なんで頭抱かかえてんだ？」

「……いや、アホの弟子を持つと大変だなって」

「よくわかんないけど、師匠って大変なんだな！　あたしにできることがあったら、なんでも言ってくれ！」

　俺は湧わき上あがる頭痛と怒りをこらえ、せっかくなのでお言葉に甘えることにする。

「じゃあとりあえず、なんで喧嘩してたのかを教えてもらえるか？」

「だって、一番は譲ゆずりたくなかったから」

「わたしもよ」

「てぃーねも」

　どいつもこいつも自信満々に答えてくれたけど、残念ながら俺にはなにを言っているのかさっぱりだった。

「一番ってなんの話だ？」

　俺は、この中で一番話が通じそうなセレアに視線を向ける。

「師匠に、最初におはようって言いたかったのよ。部屋に行ったらいなかったし、ちょっと驚いたんだから」

　理由はなんとも子供っぽいものだったが、その分可愛らしく、俺は怒るに怒れなくなってしまった。

「悪かったな。お前らに、おいしいパンをつくって驚かせたかったからさ」

「なんだ師匠？　パンをつくってたのか？　どこだどこだ？　どこにあるんだ？」

　パンと聞いたミラウェルは瞳ひとみをキラキラ輝かせ、周囲をきょろきょろ探す。

　俺は木こっ端ぱ微み塵じんになった窯を指さす。

「もう少しで焼き上がりそうだったけど、瓦が礫れきに埋うもれちまったパンはここだ。で、ミラウェル。なにか言いたいことはないか？」

「あ、あたしが犯人だって決めつけてるのか？　ひどいぞ師匠！」

「さーて、楽しい楽しいおしおきの始まりだー」

「ごめんなさい！　あたしの魔法が当たりました！　直撃です！」

　まるでお手本のような頭の下げ方をするミラウェル。

「よろしい。もう噓うそつこうとするなよ」

　俺は窯の残ざん骸がいを手に取って確認する。

　これは修理するよりも、買い直したほうがいいかな。

　となると……。
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「わたしを買い物のパートナーに選ぶなんて、師匠も中々見る目あるじゃない」

　太陽が天てつ辺ぺんを越こえたころ、俺は窯を新調するために、セレアを連れてトロワナに来ていた。ちなみにミラウェルには壊れた窯の片づけを言いつけ、ティーネは手伝いとして残ってもらった。

「それで師匠、今日はなにを買うの？」

「窯だよ。せっかくだし、新しいのを買おうと思ってな」

「わかったわ。じゃあ行きましょう」

　そう言ってセレアは俺の腕にしがみついてくる。

「お、おい。昨日も言ったけど、あまり外でくっつくなって」

「あれ～、もしかしてドキドキしちゃう？」

「いや歩きにくいじゃん」

「…………」

　腕を離してくれるセレアだったが、なぜか不ふ服ふくそうに頰ほおを膨ふくらませていた。

「どうした？　なにかあったのか？」

「べっつにー。なんでもないわよー」

　なんでもなさそうにセレアは言い、胸もとのペンダントの飾かざりを触さわっていた。

　九歳とはいえ女の子ってのはわからないものだなと思いつつ、俺は目的の店を目指すことにした。




「ひっろーいっ」

　店に着くなり、セレアは驚いた様子で店内を見回した。

　俺たちが来た店は、トロワナにある商業店で最も広い面積を誇り、様々な資材や家具、工具などがずらりと並んでいる。また、店には常に職人たちが控ひかえており、注文した商品をその場で製作してくれるのだ。

「師匠は、ここによく来るの？」

「たまにかな。家具とかを自作するときは、必ずここに買いに来てるよ」

「ふーん。師匠って意外と手先が器用なのね」

「時間があるだけだよ。ほら、ついてこい。迷子になるなよ」

「わかったわ。なら、手をつなぐしかないわよね」

　待ってましたとばかりにセレアが俺の手を握にぎってきた。

　けど、たしかにこのほうが迷子にならなさそうだな。

　俺はセレアの手を握ったまま店の奥へ進んでいく。

　初めて来る店で緊張しているのだろうか、手をつないでからのセレアは言葉数が少なくなっていた。けど、たまにムキュムキュと手に力を入れてくるのは、くすぐったいのでやめてほしい。

　なんだろう？　なにか言いたいことでもあるのだろうか？

　しかしそれを確かめる前に背後から、

「あー、リュートだ」

　どこか鼻にかかったような声に呼ばれた。

　俺とセレアが振り返ると、華きや奢しやな身体からだつきで可愛らしい顔立ちをしたやつが、長い髪と短いスカートをはためかせながらこちらに向かって来ていた。

「いらっしゃーい。今日はどうしたの──んん？」

　だがそいつは途中で止まり、犯罪者を見るような視線で俺を見てくる。

「ゆ、誘ゆう拐かい……」

　なんだか聞き覚えのあるセリフだが、いったいなんのこと……。

「って、違うぞ！　こいつは新しい弟子だ！　ほ、ほらセレア、挨あい拶さつしなさい」

　しかしセレアは無言のまま目の前の相手を品定め……いや、真剣勝負で相手の隙すきを探すような雰ふん囲い気きを出す。そしてようやく口を開いたかと思えば、

「初めまして。師匠と一緒に暮らしてる弟子のセレアよ。肌を見られた関係ね。一切他人が入りこむ余よ地ちはないけど、まぁよろしくしてあげるから光栄に思いなさい、人間」

　このように、防ぼう波は堤ていでも築くような態度ときたもんだ。

「す、すでに調教済みだなんて……」

「調教とか言うな！　師匠として一緒に暮らしてるだけだよ！　それにこいつの他にも、あとふたりいるから！」

「三人の幼女を調教!?　ひゃ～、ノノさんやユフィがいない間に好き勝手してるね」

「だから調教じゃなくて育ててるんだっつーの！」

「ねぇ師匠。そもそも、この人間は誰だれ？」

　この状況をつくったセレアがしれっとしているのは、なにやら複雑な気持ちだったが、不毛な会話を打ち切るためには答えるしかないだろう。

「こいつは、ここの店主のノエルだ」

「よろしくね☆」

　ノエルは、きゃるんとした感じの挨拶をした。あざといが似合っているのが悔くやしい。

「店主っていうわりには随ずい分ぶんと若いのね。師匠と同年代にしか見えないけど」

「親から継ついだばかりの新米だからね。あとリュートとは同い年だよ」

「そう。けど、わたしが訊ききたいのはそんなことより師匠との関係よ。どうなの師匠？」

　いきなり俺に矛ほこ先さきを向けてくるセレア。返答次第では足でも踏まれそうな雰囲気だ。

「どうなのって言われても……一五年くらいの腐くされ縁えんで、幼なじみって言うのかな」

「ふーん。仲がいいのね」

「そうだな。俺の数少ない男友だちだから仲くらいはいいさ」

「あらそう、男友だち…………ん？　お……男……男っ？」

　確かめるように、セレアは俺とノエルを交こう互ごに見た。

「こ、こんなに可愛い見た目の男がいるの？」

「えへへ、褒ほめてくれてありがと。セレアちゃんも可愛いよ」

　ニコッと微笑ほほえむノエルを前に、セレアは呆然と立ち尽くしてしまう。魔王とはいえ、未知との遭遇には驚いてしまうらしい。

「で、リュート。今日はなんの用だい？」

「窯が壊れたんで、新しいのを買いに来たんだ。いい機会だから前のより大きいものにしようと思ってる」

「わかった。じゃあ一からつくる？　それとも完成品を買う？」

「すぐほしいから完成品で。転移魔法で持って帰るよ。設せつ置ちは自分でやる」

　ノエルは俺の素す性じようを知っているので、魔法のことも隠す必要はないのだ。

「毎度あり！　見積もり出してくるから待ってて！」

　頼もしく親指を立て、ノエルは店の奥へ走っていった。

　残された俺とセレアは店内を見て時間を潰つぶすことに。この店は広いだけでなく、取り揃そろえている商品も多種多様なので、歩きながら眺めているだけで簡単に時間が潰せた。特に、棚に並んだ様々な工具が男心をくすぐってくる。

　途中、満まん喫きつしているのは俺だけじゃないかと心配になったが、意外とセレアも楽しんでいるようで安心した。見るものすべてが新鮮なのかもしれない。

　しかしあらかた見終わったところで、話題はノエルへと移っていった。

「ねぇ師匠。あのひとって昔から女の子の格好してたの？」

「ガキのころは違ったかな。でも気づけば今みたいになってたよ」

「理由は知ってるの？」

「さぁ？　でも、あれがノエルにとっての普通だったんじゃないのか？」

「普通って色々あるのね。どうやったら普通の女の子になれるのか、ますますわからなくなったわ」

「お前らの場合、まずは喧嘩を控えるってところからだろ」

　俺がからかうと、セレアはばつが悪そうに目をそらした。

「い、意地悪ね。けど喧嘩しようと思ってしてるわけじゃないっていうか……気づくとしちゃってるっていうか……」

　もしかしたら、のんびり暮らすことに慣なれてなくて、力があり余あまってるのかもな……。

　俺はしばらく考えこんだのち、あることを閃ひらめいた。

「明日、みんなで魚釣りに行こうぜ」

　そんな俺の発言にセレアは「大丈夫？　疲れてるの？　いつでも甘えていいんだからね？」といらん心配をしてくるのであった。おかしくなったわけじゃないって。
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「このあたりでいいかな」

　翌日の昼ごろ、俺は釣り対決と称しようしてミラウェルたち三人を家から連れ出していた。

　やって来た場所は、我が家の近くを流れる川だ。一年を通して様々な魚が釣れ、このあたりだと浅くて流れも穏おだやかなので水遊びもできる。

「これが道具だ。針はりには気をつけること」

　俺は餌エサをつけた釣り竿ざおをセレアたちに渡していった。

　──実は、こうして遊びに連れてきたのには、適度に力を発散させてやるという狙ねらいがある。力があり余っていなければ喧嘩も減るはずだろう。

「制限時間は一時間。一番多く釣ったやつが勝ちな。ただし釣れたら必ず俺のところに持ってくること。それと針は危ないから、自分で魚を外はずそうとするなよ」

「ふふん。魚という魚を釣りつくしてやる！」

「魚の動きと川の流れを見切れば、これくらい余よ裕ゆうね」

「いっぱいつるー」

「釣った魚は昼飯と夕飯にするから期待してくれ。じゃあ釣り対決……開始だ！」

　俺が合図すると、三人はそれぞれ思うままに場所を確保して釣りを始める。釣り方などは家で教えたので問題ない。あと本当は俺も参加しようかと思ったのだが、それで俺が一番多く釣ってしまえば本末転倒な気がしたのでやめておいた。

「来たわっ」

　最初に釣れたのはセレアだった。このへんでよく釣れる川魚で、大きさは小ぶりか。

　これくらい当然とばかりに、セレアは悠ゆう々ゆうと俺のもとへ歩いてくる。

「お願いね、師匠」

　俺は針から魚を外し、持ってきていた箱に入れた。この箱の中に入れておけば、魔法の力で新鮮なまましばらくは保存できるのだ。

「ししょー、つれたー」

　続いて釣れたのはティーネ。セレアと入れ替わるように、こちらへ駆かけ寄よってくる。

　ティーネが釣ったのはセレアのものより少し大きめの魚で、生きもよく、暴れるたびにティーネの頰を尾でべちべち叩く。

「てぃーねがつったおさかなさん、おいしい？」

「きっとおいしいよ。家に帰ったら一緒に食べような。さて残りのミラウェルは……」

「師匠ぉ……なんかあたしだけ全然釣れないんだけどぉ……」

　ミラウェルは半べそで俺のところへ戻ってきた。

「まだ始めたばかりだろ？　諦あきらめるなって」

「そ、そうだよな！　勝負はこれからだよな！」

　──そして時間は過ぎていき……。

「師匠ぉ……やっぱりあたしだけ釣れないんだけど……」

「ま、まだ始めて五○分くらいだろ？　あ、諦めるなって！」

「ふえぇ……」

　結局、そのあともセレアとティーネには順調に当たりが来たのだが、ミラウェルだけはまったく釣れないでいた。

「さすがにかわいそうだな……」

　真剣勝負とはいえ、ひとりだけ一匹も釣れないってのはあまりにも不ふ憫びんだろう。

　……ズルだけど今回だけ、俺はこっそりと魔法でミラウェルを援えん護ごしようとする。

「──ん？」

　しかし俺が魔法を発動させる直前、わずかだが川に魔法の力が働き始めたのを感じた。

　力の発生源は……セレア？

　セレアは釣りをしながら、魔法で川の流れを操作しているようだった。水流の変化は俺しか気づかないほどわずかだが、その流れに従った魚は徐じよ々じよに、しかし確かにミラウェルの方へと流れていき……。

「つ、つ、釣れたー！」

　ようやくミラウェルが一匹目の魚を釣り上げた。

　ぴょんこぴょんこ飛び跳ねるミラウェルに、セレアが声をかける。

「やるじゃない」

「どうだ！　ここからあたしの快進撃が始まるぞ！」

「みらうぇる、がんばって」

　それからというもの、セレアの水面下のサポートもあって、ミラウェルは次々と魚を釣ることができた。

　俺は安心し、昼飯の準備を始める。

　まず、家から持ってきていた薪まきを並べて魔法で火を点つける。続いて魚の内臓を抜ぬいて下処理を済ませ、棒を口から突つき刺さし、塩を振って火の周りに並べていく。あとは焼けるのを待つだけだ。

　そしてあっという間に一時間が経たち──。

「三人とも同数か。これは引き分けだな」

「くっ、あたしの才能がもう少し早く開花してれば……」

「勝負がつかなかったのは残念だけど、楽しめたからよしとするわ」

「はげしいたたかいだった」

「お疲れさま。じゃあ昼飯にしよう」

　俺は焼けた魚をひとりひとりに渡していく。しかしセレアに渡すときだけ、こっそり頭をなでてやった。

「師匠？　なにを──っ」

　最初はわけがわからないといった様子のセレアだったが、俺の意図をなんとなく悟さとったのだろう。恥はずかしそうに頰を赤くし、ぷいっと顔をそむけた。




　昼食後、ミラウェルとティーネは川の中に入って遊んでいた。

「なぁ、師匠。釣りをしてるときに気づいたんだけど、川の水ってあまり冷たくないんだな。川には初めて来たけど、もっと冷たいものだと思ってたぞ」

「ここは特別で、一年を通して水温があまり下がらないんだよ。浅いし流れも弱いから遊びやすいだろ」

「ふーん。よくわかんないけどすごいな！」

「みらうぇる」

「ん？　なんだティーネ──わぷっ」

　ティーネがミラウェルの顔に不意打ちで水をかける。

「や、やったなー！」

　ミラウェルも負けじと反撃。

　そんなふたりを眺めながら、俺の隣となりに座るセレアがつぶやく。

「まったく、子供ね」

「お前は行かないのか？」

「あんな子供っぽい遊びしないわ」

「子供って、お前もまだ九歳だろ？」

「精神的な意味でよ」

「たしかに、さっきのお前を見ると一いち概がいに子供とは言えないか」

「……ミラウェルには内緒にしてね」

「手を抜かれたってわかると文句言いそうだもんな」

「ホント、子供よね」

　そう言いつつ満まん更ざらでもなさそうなセレアを見て、俺は思ったままの感想をつい口にしてしまう。

「なんだかお前、お姉ちゃんみたいだな」

「……え？　も、もしかして、女神から聞いてるの？」

「女神から？　なんの話だ？」

「う、ううん。なんでもないわ」

　なぜかセレアは俺から目をそらし、胸もとのペンダントを握った。星と三日月の形をした飾りがこすれる音がする。そして、これで話は終わりとばかりに立ち上がり、ミラウェルたちのもとへ向かっていった。

「ちょっとふたりとも。川の水は温あたたかくても、まだ気温はそう高くないんだから、そのへんでやめときなさい。風か邪ぜひくわよ？」

「なんだ？　セレアもあたしたちと一緒に遊びたいのか？」

「ひとの話を聞きなさ──きゃっ」

　ミラウェルの先制攻撃が決まり、セレアは頭から水を被ってしまった。

「み、ミ～ラ～ウェ～ル～。あなたね──ひゃっ」

　さらにティーネの追撃が加わる。

「すきだらけ」

「ティーネまで……こうなったら、やってやろうじゃない」

「ふふん！　今日のあたしは絶好調だ！　勝てると思うなよ！」

「ふたりまとめてかたづける」

　こうして戦いの火ぶたは切られ、ミラウェルたちはバシャバシャと水みず飛沫しぶきを上げながら遊び始めた。縦じゆう横おう無む尽じんな動きで水をかけ合う三人の姿は、遊びと呼ぶにはいささか激しいものだったが、俺は止めずに見守ることにする。

　なぜなら……。

「結局喧嘩になったけど……楽しそうだからいいか」




「ほぽぉん！」「くしゅん」「ぷし」

　家に帰るなり揃ってくしゃみをするミラウェルたち。先頭のミラウェルだけ変だった気がするけど、ここはそっとしておくのが師匠としての優しさだろう。

「お前ら、風邪ひく前に風呂入ってこい」

「「「はーい」」」

　三人は元気よく返事をして浴場に向かった。

　──あいつらと暮らすようになって数日、俺はあることに気づいていた。

　それは、魔王でも女の子は風呂が長いってことだ。ノノやユフィも長かったが、あの三人も結構な時間入浴している。そのため今から夕飯の支し度たくに取りかかれば、あいつらが出てくるころにはほぼ完成するだろう。

　そう考え、台所で俺が魚をさばき始めようとした……そのときだった。

「師匠！」

　一いつ糸しまとわぬ姿のセレアが、脱衣所から飛び出てきたのだ。

「セレア？　どうした？」

「ないの！　どこにもないの！」

　セレアは切せつ羽ぱ詰つまった様子で、俺にすがりついてくる。

「落ち着け。なにかなくしたのか？」

「探したけどなくて……どうして……もしかして、川に行ったとき……」

　俺の質問に答えられないほど狼ろう狽ばいしているセレアに、脱衣所から出てきたミラウェルとティーネも驚きを隠せなかったようで、心配そうな表情を浮かべていた。

　するとそんなふたりに気づいたのか、セレアは胸もとのペンダントについた星形の飾りを弱々しい手つきで握り、ゆっくりと俺から離れた。

「…………ごめんなさい。ただの勘かん違ちがいだったわ」

「勘違いって……俺にはそうは見えなかったぞ？」

　それに……なぜか目の前の光景に違和感がある気がする……。

　しかし、どうしてもその正体がつかめない。

「本当にただの勘違いよ。騒がせてごめんなさい。それとも師匠、もしかしてわたしの裸はだかを見たいから、引きとめようとしてるの～？」

　セレアはニヤリと蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべる。

「そ、そんなわけないだろ」

「ふふ、冗談よ。ほらミラウェルとティーネも、ぼーっとしてないでお風呂入りましょ」

　──それから風呂を済ませ、夕飯を食べたあとも、セレアに変わった様子はなかった。

　それでも、やっぱり心配だった俺は、なんとかセレアとふたりで話そうとしたが、すべてセレア本人にのらりくらりとかわされてしまった。

　そして三人が寝静まったころには、俺は本当に気のせいだったのかなと思い、そのまま眠りについた。




　しかしその夜、俺は禍まが々まがしい力を感じて飛び起きたのだった。





　　　　[image: ]






　寝起きだというのに、やけに頭は冴さえていた。

「……今の力はなんだ？」

　俺は窓を開ける。肌寒い夜風が顔に触ふれた。寝起きには心地ここちいい風だったが、俺はその中に、妙みような禍々しさが含ふくまれていることに気づく。

　俺はその力の出で所どころを突き止めようとするが、その前にミラウェルとティーネが慌てた様子で部屋に入ってきた。

「師匠！」

「たいへん」

　そこに、セレアの姿はなかった。

「……セレアになにかあったのか？」

　ミラウェルが首を縦に振り、訂正するように左右に振る。

「わからない。でも、いないんだ……あたしたちが変な力を感じて起きたときには、もういなかったんだ」

　……やはり、なんでもないはずがなかったのだ。けど、いったいなにが…………いや、考えるのはあとだな。今はまず、セレアを探すのが先だ。

「俺は今からセレアのところに行ってくる。お前たちはここにいてくれ」

「な、なんでだよ？　あたしも一緒に探したい！」

「あしでまといには、ならない。てぃーねも、いっしょにいく」

　ふたりの申し出は嬉しかったけど、先ほど感じた力も気になる。危険な場所に連れて行くわけにはいかない。

「もしもセレアが入れ違いで帰ってきたとき、誰もいなかったらさみしいだろ？」

　俺は優しくふたりを諭さとす。

　それでも同行したそうなミラウェルとティーネだったが、最後は納得してくれたようだった。

「……そうだな。たしかに、誰もいなかったらさみしいよな」

「ここでまってる」

「偉えらいぞ。いい子にして待ってろよ」

　俺はミラウェルとティーネの頭をなでてやり、床をつま先で叩いて魔法を使う。

　そしてセレアの居場所を探さぐり……、

「……見つけた！」

　転移魔法を発動させた。




　俺が転移した先は、今日、釣りをした川の岸きし辺べだった。

「セレア……」

　セレアは川の中央にいた。四つんばいになって川底を手で探るようにしている。

　こちらに気づいたセレアがゆっくり顔を上げた。濡ぬれた髪が頰に張りつき、目はどこか虚うつろだ。

　そして……あの禍々しい力は、セレアから発せられていた。

「お前、こんなところでなにやってんだ？　勝手にいなくなったら心配するだろ？」

「ないの……」

「やっぱりなにかなくしたのか。なら俺にも手伝わせてくれ。ふたりで探そうぜ」

　しかし、俺の言葉はセレアに届いていないようだった。

「……ないの。探しても……ないの。なくした。あれだけが、あの子とのつながりだったのに。唯一残った、あの子とのつながりだったのに」

　俺の戸と惑まどいをよそに、追いこまれていくようにセレアの様子が変わっていく。

「あの子を忘れるなんてイヤ。けど、見つからない。ない。探してもなイ。ない。ない。ないないないないないないなイだからあの子はわたしを殺そうとしたんダなくしたからなくしたからなくしたかラ！」

　セレアは息もつかず、呪のろいのように言葉をはき出し続け、あふれるなにかを抑おさえようと自分の身体を強く抱きしめる。

　その異変は次第に収まったが、今度はうつむいたまま動かなくなってしまった。

「セレア？」

　俺が呼びかけると、セレアの身体がわずかに水みな面もに浮き……セレアの全身から黒い霧のようなものが噴ふき出だし始めた。黒霧はセレアの頭上に集約し、次第に形を成なし──なんと剣に姿を変えた。闇やみをはぎ取ったように黒く、見ているだけで不安になる剣だ。

　その剣をセレアはゆっくりとつかみ、ニイィと邪悪な笑みを浮かべた。

「フフ……ようやく隙を見せたカ。長く無駄な抵抗をしてくれタ」

　それは紛まぎれもなくセレアの声と顔だったが、口調は明らかに違い、纏まとう雰囲気も禍々しさを感じさせる。

　ひと目で確信できた。

「……セレアじゃないな。誰だ？」

　俺の問いに、セレアの身体と声を持つ相手は、口の端を上げて答える。

「弟子の顔を忘れたカ？　薄はく情じような師匠ダ」

「もう一度訊くぞ。お前は誰だ？」

「ククク……いいだろウ。今の余よは気分がいイ。特別に教えてやるとするカ。ありがたく思エ、人間。余こそハ──」

「──もういい。お前の話は長いんだよ」

　俺は川底をつま先で叩き、魔法を発動させる。その瞬間、俺の頭の中に、目の前にいる相手の情報が押し寄せてきた。

「……なるほど。お前の正体はその剣のほうで、セレアの身体を一時的に乗っ取ってるってわけか」

「なニ!?　貴様、なぜそれヲ!?」

　セレアを支配している者の表情から余裕の色が消えた。

「なぜって、魔法で見破ったからだよ。まぁ細かいことは、あとでセレアに訊くとして……どうやらお前とセレアは完全につながってるわけじゃなさそうだ。つまり──」

　俺はその場で身み構がまえる。

「お前を破壊すれば、セレアを取り戻せるってことだな」

「クッ！　調子に乗るナ！　人間風情ガ！」

　セレアの身体は剣を振りかぶり、直立したまま俺に突進。衝撃で舞い上がった水飛沫を置き去りにして間合いを詰め、漆しつ黒こくの剣を振り下ろしてくる。

　俺はその刃やいばを──、

「……こんなものか？」

　素す手でで受け止めた。

「バ、馬ば鹿かナ！」

「仰ぎよう々ぎようしい登場をしてもらったところ悪いけど……っ！」

　俺は刃を強く握った。鈍にぶい破は砕さい音おんが響ひびき、刀身にヒビが刻きざまれる。

「俺の弟子を危険な目に遭あわせた時点で……」

　そしてヒビは次第に剣全体へと広がっていき──、

「や、やめロ、やめロ！　余ガ、このような形で終わるなどありえなイ！　永い時を待ったのダ！　それガ、こんなふざけた終わり方デ……余の悲願ガァァァ！」

　断末魔の悲鳴とともに、粉々に砕け散った。

「お前はこうなる運命だったんだよ」

　砕けた破片は灰色の煙けむりとなり、夜風に吹かれて消えていく。

　そして剣の消滅によってセレアは解放され、糸が切れたように崩れ落ちた。

「おっと」

　俺はセレアを抱き止める。すると、セレアの胸もとのペンダントが揺れた。ペンダントには星の飾りがついており──あれ？　飾りってたしか……。

「…………ホント、デタラメね」

　俺の胸の中で、セレアがぼそっとつぶやいた。

「気がついたか。よかった」

「動けなかったけど、ずっと意識はあったわ。迷惑かけちゃってごめんなさい」

「なに言ってんだよ。事情は知らないけど、迷惑なのは、あの剣だろ。でも安心しろ。あの剣は完全に消滅させといたから」

　するとセレアは俺から離れ、遠くを見つめるように夜空を見上げた。

「あの魔剣との因いん縁ねんが、こんな形で終わるなんて思ってもなかったわ……悪い冗談ね」

「その因縁ってのは、お前の──なくなった三日月のペンダントと関係があるのか？」

　ここにきて俺は、数時間前の違和感の正体にようやく気づけたのだった。

「バレちゃったかぁ…………」

　セレアは気まずそうに頰をかき、言葉を探すように川の中をゆっくり歩き始めた。

「……ねぇ、師匠。わたしたちの世界には大昔から、台座から抜いた人間は、世界の救世主になれるって伝説を持った聖剣があったの」

　セレアは昔話を聞かせるように語る。

「長い歴史の中で、多くのひとが抜こうとしたみたいだけど誰も叶かなわないでいた。でも、わたしはその剣を六歳くらいのときに抜いて──魔王になったの」

「魔王？　救世主じゃなかったのか？」

　俺の質問に、セレアは意外そうな顔を見せた。

「そっち？　わたしが人間だったっていうほうに食いつくかと思ったけど」

「驚きはしたよ。でも、人間であろうとなかろうと、お前はお前だろ。俺の弟子だ。だから、そんなに気にならなかったけど……気にしたほうがよかったか？」

「全然。むしろ安心したわ。えっと、魔王になった理由よね。それは……」

　俺に対して呆あきれたような、しかしどこか嬉しそうな笑顔を見せたセレアだったが、すぐにその笑みは自じ嘲ちよう気味なものへと変わってしまう。

「全部、噓だったのよ。剣は聖剣なんかじゃなくて、強大な力を……高度な魔法を使える素質を持った人間を選定し、魔王に変異させる魔剣だったのよ」

「……それが、さっき俺が砕いた剣か」

　俺は魔剣を砕いたときの感触を思い返す。

「そうよ。なにはともあれ、わたしは剣を抜いたことで人間ではなくなった」

　そこまで話すと、セレアは妖よう艶えんな表情を浮かべ、自分の身体にそっと指を這はわせる。

「人間と同じ部分だって残ってるけどね。確かめてみる？」

　濡れた褐かつ色しよくの肌が、月の明かりに照らされて妙に艶なまめかしかった。

「そ、そんなことより、それからお前はどうなったんだ？」

「魔王に変質したわたしは、身体の意思を魔剣に奪うばわれ、世界各地で、ある封印を解いていった。その封印は、はるか古代に存在していた魔族を封じたもの。そして、すべての封印を解いて魔族が蘇よみがえったときには、剣を抜く以前の記憶はほぼなくなっていたわ。覚えてるのは名前くらい。自分が人間だったって知ってるのは、そうだったっていう感覚が残ってるからよ。だから、わたしの勘違いなのかもしれないけどね」

　肩をすくめてみせるセレア。その達たつ観かんしたような姿を見ると、俺は自分が無力のように感じられ、歯がゆい気持ちになった。

「けど、わたしだってやられっぱなしじゃないわよ。隙を見て、身体の意思を奪い返したの。やっぱり、好き勝手に身体を使われるのは気持ち悪かったから。でも身体を取り戻したところで、すべてを失ったわたしには、魔族たちを率ひきいる以外の選せん択たく肢しはなかった」

「そうか。そしてお前は、この世界に来ることになったんだな」

「ん……実はそれ、もう少しあとの話なのよね」

　セレアはペンダントの飾りを俺に見せる。

「わたしの名前って、元の世界の古代語で星って意味があるらしいの。そしてこのペンダントをくれたのはルリナ。魔族の女の子よ」

　俺はなくなった飾りの形から、そのルリナって子の名前を推測する。

「もしかして、古代語で三日月って意味？」

「ご明めい察さつ。わたしの従者だったルリナは、いつも笑顔でわたしを支えてくれたわ。気づいたら姉妹みたいな関係になってた。このペンダントをくれたのもルリナなの」

　宝物を扱あつかうように、大切そうにセレアは当時の話をしてくれた。

「けど、ある日…………」

　しかし突然、表情は曇くもり、伏ふし目めがちになってしまう。

　そんなセレアが辛つらそうで、俺は代わりに口を開く。

「人間との戦いで命を落としたのか？」

　セレアはかぶりを振った。そして深呼吸し、俺に気を使うように笑顔で答える。

「わたしを殺そうとして処刑されたの」

　それは……わずかほども予想していなかった展開だった。

「…………理由は、訊いてもいいか？」

「教えてくれないまま処刑されちゃったから、結局わからずじまいよ」

　もう終わったことと諦めているかのように、セレアは穏おだやかな声で話してくれた。

「それからは散々だったわ。まず魔族の中で内部粛しゆく清せいという名の内ない紛ふんが起きたわ。わたしは、それを防げなかった。そして人間たちはその隙を逃さず、本格的にわたしの討とう伐ばつに打って出た。その後の結果は師匠の知ってのとおりよ。みんな殺され、わたしも敗北した。でもそのときにわたしは、自分の身体に強引に魔剣を封印した。一緒に滅ほろびるつもりだった。あいつだけは残しておけなかったから」

　忌いま々いましそうに、セレアは自分の手のひらを見つめる。

「今回も、師匠がいなかったらどうなってたか……」

「けど、さっきはどうして魔剣の人格が表に出てきていたんだ？　主導権はお前が奪い返していたんだろ？」

「多分、わたしの心に大きな隙が生まれたから。これまでわたしは、あいつを表に出さないために、常に心の中では気を張っていたんだけど……」

　セレアはペンダントを外す。

「……なくしたと思ったら、さすがに冷静ではいられなかったわね。元の世界でのことは、あまりいい思い出じゃないけど、あの子との時間だけは……違ったから」

　片割れを失った星形の飾りが夜風に揺れる。

　そのまま静かに、セレアは俺に背を向け、夜空に浮かぶ月を見上げる。

　月には、雲がかかり出していた。

「でも、これでよかったのかもしれないわ。あの魔剣を抜いた日から始まった物語は終わった。ならこの世界で、ルリナのことも忘れて生きていくべきなのよ」

　そう吐き捨てるようにつぶやき、セレアはこちらに振り向く。

「さ、帰りましょ。ミラウェルとティーネが待ってるんでしょ？」

　雲に月明かりが遮さえぎられたため、セレアの表情はよく見えなかった。

「……そうだな。帰るか」

「うん！」

　俺はセレアの手を優しく握り、転移魔法を発動させる。

　──このとき、俺はようやく気づけた。

　セレアの手が、微かすかに震ふるえていたことを。

　そしてセレアの横顔が……今にも泣き出しそうな九歳の女の子にしか見えないことを。
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「ひぃ……ひぃ……」

　ようやく空が白み始めた明け方。

　我が家の玄関前には、ある理由で這ほう這ほうの体ていになった俺がいた。

「さ、さすがに寒いな」

　俺は玄関を開け、濡れた身体のまま家に入る。

「師匠？」

　すると、階段から降りてきていたセレアとばったり会ってしまった。

「起きてたのか？　早起きだな。ミラウェルとティーネは？」

「ふたりならまだ寝てるわよ。昨日、遅くまで待たせちゃったから──って、どうしたの師匠？　ずぶ濡れじゃない！」

「ちょっと滝から落ちてな」

「滝!?　こんな時間になにしに行ったの？」

「まぁ、そんなことは置いといて……ほら、手出せ」

　セレアは不思議そうに手を出す。

　俺はその小さな手に、そっと……三日月形の飾りを置いた。

　セレアの瞳がハッと開かれる。

「こ、これって……」

「お前のペンダントの飾りだよ。川の下流近くまで流されてた。多分、川で遊んだときに外れちまったんだろうな」

「もしかして、魔法で見つけたの？」

「俺の魔法も、そこまで便利じゃないって。大体の場所は特定できたけど、最後は目で探したよ。川底の岩の隙間に引っかかってた。でもよかったよ。下流は流れが速いから、運が悪かったら見つけられなかったかもしれない」

　ちなみに、拾ひろおうとしたときに指で弾はじいてしまい、飾りはさらに流されていった。俺は追いかけてなんとか拾い直すも、勢い余って滝に落ちてしまったのだ。その結果が、このずぶ濡れである。

「さて、俺は風呂でも入ってくるかな」

　俺は身体を震わせながら、そのまま浴室に向かおうとする。

　しかし、セレアに手をつかまれてしまった。

「……どうして？　どうして、探してきてくれたの？　わたし、元の世界のことは……ルリナのことは忘れるつもりだったのに……」

　うつむいているセレアからは感情が読み取れなかった。この手の震えは怒りか、呆れか、それとも唯ただ々ただ不思議なのか。

　だから俺は、噓うそ偽いつわりなく伝えることにする。

「俺はお前の師匠だからな。弟子が無理してたら、助けるに決まってんだろ？」

　一瞬、セレアは驚いたように目を丸くしたが、すぐにハッとし、胸もとに手を持っていきながら答えた。

「わたしが無理を？　そんなこと……ないわ。無理なんてしてない！」

　俺はそんなセレアの手を指さす。

「お前、本心を隠したり偽ったりするとき、ペンダントをいじる癖くせがあるよ。今はペンダントつけてないけど」

「え？　う、噓！」

　セレアは素早く手を引く。

「本当だよ。ちなみに、ミラウェルは困ったり考えこんだりするときに、サイドテールを触る癖があるな。ティーネは……まだ見抜けないなぁ」

「……自分でも気づかなかったわ」

「自分のことは気づきにくいものだよ。だから……無理して元の世界や、ルリナのことを忘れようとしなくていいんだ。困ったときに頼るものはあったほうがいい。もっと時間をかけて決めればいい。考えた結果、忘れたいならそれでいい。でも焦あせる必要はない。焦って、大切なものを捨てなくていい。ひとまず保留でいいんだよ、保留で」

　俺は屈かがみ、不安そうに紅こう玉ぎよくの瞳を揺らすセレアの手を、ペンダントごと両手で包みこむ。まだまだ小さくて華奢な手だった。

「これから更生をしていく中で、お前はどんどん成長していく。歳としを重ねて、様々なものの見方ができるようになる。この手だって大きくなって、いろんなものをつかむことができるようになる」

「今わからないことでも、そのときになれば解決できるってこと？」

「少なくとも、俺はそう思ってるよ」

　たとえばルリナとのことだって、いつかはなにかがわかるかもしれない。持っている情報量が同じでも、視野が広くなっていれば、見えてくるものは変わるはずだ。

　あくまで俺の予想だが、もしかしたらルリナはセレアの命を奪おうとしたのではなく、セレアと魔剣とのつながりを断たとうとしたのではないだろうか。

　もちろん、なにも知らない俺の勝手な、それも都合のいい想像だが、俺でもそうした考えができるのだ。セレアが俺と同じくらいの年齢になれば、もっといい答えを出せるようになるだろう。

「その日のためにも、今は捨てなくていい。ゆっくり更生していって、お前が満足できる答えを出せばいいさ。答えを出すのは怖いかもしれないけど、そのときは必ず俺がそばにいてやるから」

　俺は立ち上がり、セレアの頭をくしゃくしゃっとなでる。

「…………っ！」

　するとセレアが、ちょっときつめの勢いで抱きついてきて、俺の身体に顔をギューッと押しつける。セレアの呼吸が伝わってきて、少しこそばゆかった。

「……ちょっとこのままいさせて」

「べつにいいけど、俺の服濡れてるぞ？」

「だから都合がいいの。あと、あまりこっち見ないで」

「その発言だと、今どんな顔してんのかわかっちゃうような……」

「……馬鹿。でも、そんな師匠でよかったのかも」

「どういう意味だ？」

「内緒よ……ねぇ、師匠」

「なんだ？」

「──お風呂、一緒に入ってあげようか？」

「ダメに決まってるだろ」

「あら、ざーんねん」

　俺に抱きついたまま、セレアが顔を上げる。

　そこには、年相応に無邪気な笑顔が咲いていた。
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「ふふん。このあたし自ら、塵ちりひとつ残さず消してやる！」

　朝っぱらから元気なミラウェルの声が家中に響き渡る。威い勢せいよく啖たん呵かを切って、またいつもの喧嘩──ではなく、家を掃そう除じするだけだ。

「ほら、余計な体力使ってないで始めるぞ」

　俺は三人に、それぞれ掃除道具を渡していく。

「ティーネは、俺と一緒にハタキで埃ほこりを落とそうな。高いところは俺がするから、他の場所は頼むぞ」

「ちりひとつのこさない」

「セレアは箒ほうきで、床を掃はいていってくれ」

「任せて。塵ひとつ残さないわ」

「ミラウェルは、邪魔にならないように座っててくれ」

「わかった！　邪魔にならないように──んん!?」

「冗談だって。お前は雑ぞう巾きんで窓を拭ふいてくれ」

「よし！　塵ひとつ残さず拭いてやる！」

「お前ら塵に恨うらみでもあんのか？」

　ともあれ、三人は文句を言わずに掃除を始めてくれた。

　しかし数分後。

「師匠ぉ……濡れた雑巾、めっちゃ冷たいんだけど……」

　早くもミラウェルの心が折れかけた。

「うぅ……邪魔にならないように座ってていいか？」

「おいおい……」

　けど赤くなった手を見ると、たしかにかわいそうだな。

「わかった。俺と代わ──」

　しかし俺を遮るように、

「仕方ないわね。ほら、代わってあげるから雑巾貸しなさい」

　床を掃いていたセレアが、ミラウェルに交代を申し出たのだ。

「やった！　いくらでも貸すぞ！　箒はあたしに任せてくれ！」

「はいはい。この部屋はもう終わったから、別の場所をお願い」

「任せてくれ！」

　ミラウェルは箒を受け取り、勢いよく部屋から出ていった。

「ホント、子供なんだから」

　くしゃくしゃに丸められた雑巾を伸ばし、セレアは窓を拭き始める。

　その姿は、まるで……。

「…………なに？　視線を感じるんだけど？」

「あ、悪い。なんでもないんだ」

「また姉みたいって思ったけど、わたしの過去を知ったから言わないでおこうとした、でしょ。どうなの？」

　俺にぐいっと詰つめ寄よってくるセレア。

「い、一字一句違わずそのとおりです」

「そんな気使わないでよ。それに、やっぱりあの子たちを見てると放っておけないもの」

　そう言うセレアの首からは、あのペンダントが下げられていた。

　もちろん、星と三日月は一緒だ。

「……師匠、これも気になってる？」

　俺は素直にうなずく。

「師匠の言うとおり、焦らなくてもいいかなって思えたから、もう少しつけておくことにしたわ」

「そうか。お前が決めたことだ。俺はいいと思うよ」

「ありがと。だから答えを見つけられるよう、しっかりとわたしを更生してよね、師匠」

「こっちこそよろしくな。俺も、お前がいると心強いし」

「あの子たちの姉みたいだから？」

「あぁ」

「ふーん。そう……でも、もしかしたら妹っていうより、いつか娘みたいになるかもしれないわよ？」

「娘？　どういうことだ？」

「さぁ？　でも、楽しみにしててよね」

　窓を拭き終え、セレアは部屋から出ていった。

「結局なにが言いたかったんだ？　まぁ元気になったみたいだから、なんでもいいか」

　俺はセレアが拭いた窓から外を眺める。

　雲ひとつない空は、どこまでも青く澄み渡っていた。

　今夜は綺き麗れいな星と月が見えそうだった。
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　セレアや魔剣との騒動から数日が経たったある日の明け方。

「……師匠ぉ」

　俺はミラウェルの呼ぶ声で目を覚さました。

　ゆっくりと瞼まぶたを開けると、パジャマ姿のミラウェルが枕まくらもとに立っているではないか。

「こんな時間にどうしたミラウェル？」

「い、一緒に来てくれ」

　声を潜ひそめるようにささやき、ミラウェルは部屋から出ていこうとする。

　俺は身体からだを起おこし、その背中を寝ぼけまなこで見送るが──あるものを見てしまい、一気に目が覚めた。

　……なんであいつ、下になにも穿はいていないんだ？

　なぜかわからないが、ミラウェルは下半身を丸出しにしていたのである。まだ部屋が薄うす暗ぐらいのではっきりとは見えなかったが、間違いなくズボンを穿いていなかった。

　俺は慌あわててミラウェルを追って廊下に。

　すると俺を待っていたミラウェルは、ひとさし指を口に当てて「しーっ」と息を吐くような声を漏もらした。

　音を立てるなということだろうか？

　俺は屈かがみ、小声で喋しやべる。

「なにかあったのか？」

「なにかあったというか……してしまったというか……」

　どうも歯切れの悪いミラウェル。服の裾すそを引ひっ張ぱり、なにやらもじもじしている。

「もしかして……お漏らし？」

「はっきり言うなよぉ～！」

　暗い廊下でもわかるほどミラウェルは顔を真まっ赤かにし、ぽふぽふと俺に拳こぶしを放ってくる。恥はずかしさのせいか全然力が入っておらず、ちっとも痛くない。

「ま、前の世界ではこんなことなかったんだぞ？　本当だぞ？」

「わかったわかった」

　俺は涙目のミラウェルの拳を手で受け止める。

　こういうときは叱しかったほうがいいのかなとも思ったが、元の世界ではしなかったという話を聞き、俺は元々薄かった怒る気が、自分の中で完全に消えたのを感じた。

　もしかして、今は元の世界より気楽に安心して暮らせているってことかな？　それに、お漏らしをして恥ずかしがっているのは、普通の女の子らしい羞しゆう恥ち心しんだと思うし。

「後あと始し末まつは俺がしておくから、お前は風呂で身体洗ってこい。替かえの服はすぐに持っていってやるから」

「わ、わかった。でも師匠……」

「大丈夫。セレアやティーネにバレないようにする」

　そう言うと、ミラウェルは安心したように階段を降りていった。

「さて……おじゃましまーす……」

　俺は意味のない発言をしながら、音を立てないように扉を開ける。

　大き目のベッドではセレアとティーネが寝ていた。

　ふたりを起こさないように、俺はこっそりと部屋に入る。

　朝起きたとき、ミラウェルのお漏らしをバレないようにしてやるには、セレアたちが寝ている間に証拠を隠いん滅めつするしかない。

　俺は静かに歩き、まずは窓を開ける。その途中、ミラウェルが脱ぬぎ捨すてていたズボンとパンツを踏んだが、今は気にしないでおこう。

　続いて俺はつま先をそっと床に当てて魔法を発動させ、セレアとティーネの身体を宙に浮かせる。一瞬、セレアが身じろぎして焦ったが、なんとか起こさずに済すんだ。

　ホッと胸をなで下ろし、今度は窓の外に、巨大な水の塊かたまりを魔法で発生させる。そこにベッドのマットとシーツを投げ入れ、水中でぐるぐると回転させて洗う。

　おっと、忘れるところだった。

　俺は先ほど踏んだミラウェルの残ざん骸がいも水の中に放りこむ。

　そしてそのまま洗い続け、綺き麗れいになったところで水すい塊かいを消失させ、魔法で洗濯物を乾かして終しまいだ。

　証拠を消した俺はマットとシーツを元の位置に戻し、宙に浮かせたままのふたりを降ろす。

　……これでよし！

　俺はミラウェルの着替えを用意し、部屋をあとにする。

　すると、

「師匠、タオル忘れちゃった」

　素すっ裸ぱだかのミラウェルが廊下にいた。

　裸は恥ずかしくないのかよ。
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　早朝から大仕事を果はたした俺は、ミラウェルをもう一度寝かせて台所に向かい、そのまま朝食をつくることにした。

　せっかく新しい窯かまを買ったんだし、パンを焼くことにしよう。

　俺は材料や器具を用意し、エプロンを装着。さっそく取りかかった。そして作業を進めていき、生き地じをこね始めようとしたときだ。

　二階からセレアが降りてきたのである。

「ふぁ……師匠、おはよう」

　小さくあくびをしつつ、セレアは俺のもとへ歩いてくる。

「おはよう。他のふたりはまだ寝てるのか？」

「えぇ。起きそうな気配もなかったわよ」

「ミラウェルも？」

　二度寝なのに？

「そうよ。なにかあったの？」

「あ、いや、なんでもない。そ、そうだ！　よかったら、一緒にパンつくらないか？」

「？　べつにいいけど」

　不思議そうな表情を浮かべるセレアだったが、まだ寝起きで頭が働いていないのか、あっさりと俺の誘いを受けてくれた。

　なんとかミラウェルの名誉を守り抜いた俺は、手と顔を洗ってくるようセレアにうながす。

「──準備できたわよ」

「よし。なら次は、これをつけな」

　俺は戻ってきたセレアに、自分がつけていたエプロンを渡す。

　するとなぜかセレアは、受け取ったエプロンをジッと見つめ、「にへへぇ～」と頰ほおを緩ゆるめた。

「どうした？」

　今度は俺が不思議がる番だった。

「ん～？　なんでもないわよ～。それで、わたしはなにをすればいいの？」

　えらくご満まん悦えつな様子でエプロンをつけるセレア。

　理由はわからないけど、嬉うれしそうだし……ま、いっか。

「この生地をこねてほしいんだ。こんな感じで」

　俺は台所の作業台に板を置き、その上に生地を置いて、軽く手本を見せる。

　こねてこねて……叩たたきつける。

「わかったわ。任せなさい」

　俺の手本を見たセレアは自信満々で生地をこね始める。

「こんなの余裕……あ、あら？」

　しかし俺がやったようには生地が伸びなかった。セレアは首をかしげつつ、生地を振ふり上あげる。

　……なんだか嫌な予感がした俺は、生地と板の間に手を入れる。

　ずん！　という重い衝撃が俺の手のひらに襲いかかった。

「ちょ、ちょっと師匠？　なんで邪魔するのよ？」

「ち、力入れ過ぎだよ。腕が壊れるかと思った」

　俺は痺しびれる手をさすりつつ、どうやってセレアにコツを教えようかと考える。

　……まぁ、相手は子供だし、これくらいはいいだろ。

　考えた末に、俺はセレアの手に、自分の手を上からそえる。

「あ、あら師匠？　なになに？　もしかして、わたしに触さわりたいの？」

「ん？　そうだな」

　これが一番教えやすそうだし。

「っ!?」

　肩越しに俺を見上げていたセレアだが、頰を紅こう潮ちようさせたかと思うと、ぷいっと手もとに顔を向けた。

　なんだ。やる気満々じゃないか。

　俺はセレアの手を動かし、生地をこねていく。

「いいか？　力を入れればいいってものじゃないんだ。生地をこねる方向へ体重を乗せるようにして…………」

　──若干反応は鈍にぶくなったが、コツをつかんだセレアの成長は著いちじるしく、あっという間に生地はこね上がった。

　俺は生地に触れて出来上がりを確かめる。

「うん、完かん璧ぺきだ。すごいぞセレア」

「わたしを誰だと思ってるの？　当然でしょ」

　ふふんとセレアは胸を張る。

「それで師匠、あとは焼くだけ？」

「いや、少し寝かせて発はつ酵こうさせるんだ。焼くのはそれからだよ」

「なら焼くのも手伝ってあげるわ」

「ありがとよ。じゃあ、ひとまず手を洗うか」

「……もう少し、洗わなくてもいい？」

　セレアは手を背に隠す。

　手を洗いたくない理由はわからないけど、生地を発酵させるにはまだ時間がかかるので、その間くらいならいいかな？

「どうしてもっていうならいいぞ」

「やった！」

　俺が許可すると、セレアはぴょんっと跳ねて喜んだ。

　こいつにしては珍しく子供っぽい仕し草ぐさだな。手を洗わないで済んだのが、そんなに嬉しいのだろうか？　あ、もしかして！

　俺は自分の手を……嗅かいでみる。

　生地や、途中で混ぜ合わせたバターがついた手はいい匂においがした。

「ちょっとお前の気持ちがわかった気がするよ。これはずっと嗅いでいたい香りだな」

　俺はセレアに向かって手をひらひらと泳がせる。

　しかしセレアは、ちょっと心配になるほど顔を赤くしていた。耳まで真っ赤になっている。

「お、おいどうした？」

「な、な、なんでもないわ！　そんなことより師匠、早く手洗いましょう！」

「え？　でもお前、さっき……」

「さっきはさっき！　今は今！　今は洗いたい気分なの！」
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　一番弟子のユフィが魔王討とう伐ばつの旅に出て以来、俺は時間が経つのを長く感じるようになった。

　しかし今はまた、一日があっという間に過ぎていくように感じ出していたのだ。

　実際、もう陽ひが暮れ始めており、俺は浴室を掃そう除じしながら、窓から射しこむ夕陽に目を細めた。

　掃除が終わったら、あいつらを風呂に入らせて、その間に夕飯をつくるか。

「ししょー」

　ブラシで床を磨みがきながら、このあとの段取りを確認していると、ティーネが浴室に入ってきた。

「どうした？　夕飯はまだだぞ？」

「ししょーは、てぃーねをなんだとおもってる？」

　表情は動かないが、ティーネはどこか不満そうだ。

「ごめんごめん。なら、どうしたんだ？　ま、まさかミラウェルとセレアが喧けん嘩かでもしてんのか？」

「ちがうよ。ふたりともへやにいる。みらうぇるは、ばくすい。せれあは、どくしょ」

「で、お前は退たい屈くつだからここに来たと？」

「せいかい。ししょー、よくできました」

　ティーネは小さな手でぱちぱちと拍手する。

「そうか。退屈だったのか……なら」

　俺はティーネの手に、持っていたブラシを渡す。

「俺と一緒に、掃──」

　除するか？　という俺のセリフに被せるように、

「？　てぃーね、ぶきのあつかいも、とくいだよ？」

　ティーネはブラシを槍やりのように振り回した。素早く、そして大きな動きで扱あつかうが、浴室の壁や天井には一切当たらない。

　本人の言うとおり、長なが柄えの武器の扱いは巧たくみだったけど、そんな反応は求めてなかったから！

　それは武器じゃなくて掃除道具だ。そいつでこすって汚れを落とすんだよ。

　と、説明しようとしたが、相手は魔王とはいえ五歳の女の子。もしかしたら、もっと違う説明の仕方のほうがいいのか？

　悩んだ結果、俺はひと芝居打つことに。

「うぐっ！」

　突然胸を押さえ、俺はその場に倒れこむ。服が濡ぬれてちょっと後悔したけど、演技を続ける。

「まさかこれほどの強さとは……」

「ししょー？　どうしたの？」

　俺は床の隅すみを指さす。そこには水みず垢あかが残っていた。

「あの汚れにやられちまった。へへっ、情けないぜ……くそぅ、誰かあの汚れを倒せるやつはいないのか……ぐわぁぁ！　助けてー！」

　俺は我ながら迫真の演技でのたうち回る。もう全身ビッチョビッチョだが、ここまでくると逆に気にならなくなってきた。

「ししょー……まってて。てぃーねがたすけてあげる」

　ティーネは確かめるようにブラシを二度、三度振り回し、汚れを掃除し始めた。

「頑張れティーネ！　あと床が傷つかないようにこすると一層いいぞ」

　俺はティーネを応援しつつ、こっそり浴槽を掃除する。

　そして数分後。

「てぃーねの、しょーり」

　むふーと鼻息を荒くして、ティーネは綺麗になった浴室で仁に王おう立だちしていた。

「よくやったぞティーネ！」

「いぇい」

　ティーネは真顔でピースしてくる。

「ししょー、これからは、てぃーねがこいつらをたおしてあげる」

「そうだな。これからは、ティーネと一緒に掃除しようかな」

　ここで俺はあることを思いついた。

　これからは、三人に役割分ぶん担たんをさせながら家事を手伝ってもらうってのもいいかもしれない。いろんな経験を積めるだろうし、当然更生にもつながるだろう。

　そして、そろそろ始めようと思っていたところだが、協力し合うことを覚えれば、トロワナ祭に向けての三人四脚の特訓につながってくるかもしれない。

「……ありがとな、ティーネ」

　これは本来、師匠である俺が気づかないといけなかったことだ。それを教えてくれたティーネに感謝をこめて、俺は頭をいっぱいなでてやる。

「？　よくわかんないけど、もっとほめるといいとおもう」

　ティーネは小首をかしげていたが、俺がぐりぐりなでると、気持ちよさそうに目を細めて、くーっと喉のどを鳴ならした。
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　トロワナ祭を数日後にひかえ、我が家の庭では朝から、ミラウェル、セレア、ティーネの三人が三人四脚の特訓にいそしんでいた。三人四脚は身体能力だけでなく、三人の呼吸を合わせることが重要とされ、協調性を持って初めて成立する競技だ。

　そしてそんな競技に挑いどむ我が弟で子したちは、

「おいセレア！　あたしに合わせろよ！　転ころびそうになったぞ！」

「両端にいるわたしとあなたの一歩目は右足からって決めてたのに、そっちが左から出したのがいけないんでしょ！」

「おなかすいた」

　全員バラバラに走るというあり様である。一番身長の低いティーネを間に挟はさむ形で走っているのだが、年長者のミラウェルとセレアの息がそもそも合っていない。

「待った待った！　喧けん嘩かする暇ひまがあったら息を合わせろ！」

　競技中は互いの足を紐ひもで結び合っているため、ひとりでも呼吸を乱すと……。

「わあっ！」「ちょ、ちょっとぉ！」「あぅ」

　こうして三人仲よく転ぶことになる。

「大丈夫か？　怪け我がは……してないな。なら、もう一回」

「「「はーい……」」」

　三人はあらためてスタートを切る。

　しかし、数歩進んだだけでまた転んだ。

　う～ん……これはマズいぞ。もっと早くから練習するべきだったか？　このままだと当日、完走すらできないかもしれない。

　俺は三人を冷静に観察する。

「一番練習がいるのは……ティーネかな」

　見たところ、だいたい失敗の起点となっているのがティーネだった。

　身長の差はあるが、他のふたりが結構小柄であり。さらに手をそえる位置も調整させたので、身長差による走りにくさはあまりないはずだ。

　問題とするなら、

「だ──もうっ！　なんだよセレア！　全然あたしに合わせるつもりないじゃないか！」

「こっちのセリフよ！　あなたが勝手にグイグイ進んでいったんでしょ！」

「…………（ぼーっと空を眺ながめている）」

　ふたりが喧嘩している中でも我関せずな、このマイペースさだろう。

「な、なぁティーネ」

「なに？　ししょー」

　きょとんと首をかしげるティーネ。

「ティーネは可愛かわいいな」

「なんだよ師匠！　差別か！」

「贔ひい屓きよ贔屓！」

「ちょっとそこの弟子ふたりー！　静かにしてー！」

　俺はミラウェルとセレアを黙だまらせ、あらためてティーネと向き合う。

「なぁ、ティーネ。もしかして、練習キツかったりするか？」

「？　ぜんぜんへいきだよ」

　ティーネは不思議そうに答えた。

「そうか。なら、本番まで頑張ろうな！」

「てぃーね、がんばるの？」

「せっかくみんなで参加するんだし、頑張ったほうがいいだろ？」

　相変わらず表情が動かないので伝わっているのか不安だったが、ティーネは小さく親指を立てた。

「わかった。なら、がんばるね」

「おう！　じゃあゆっくりでもいいから、走れる距離を増やしていくぞ」












　三人は練習を再開する。ティーネの集中力は、これまでよりも明らかに増していた。

　しかし、だからといって結果がついてくるわけでもない。

「おいセレア！　少し速いぞ！」

「あなたがバテたんでしょ？　最初から飛ばし過すぎよ」

「…………（走ることに集中している）」

「なんだよ！　わかってるならゆっくり──うわ！」「ちょっと引っ張らないで──ひゃ！」「あう」

　三人の呼吸が合っていないので、結局は簡単に崩ほう壊かいしてしまうのである。

「あたしの力をもってしても、まさかここまでうまくいかないなんて……そうだ！　こうなったら！」

　立ち上がったミラウェルが魔法を発動させる。

「なるほど、妙みよう案あんね！」

　続いて、セレアも魔法を発動させる。

「ゆーしょーはいただき」

　トドメに、ティーネも魔法を発動させた。

　三人の背後にだけ、後押しするような追い風が発生する。

「おいおいお前ら……」

　俺は頭を抱えたくなったが、三人は褒ほめろと言わんばかりの瞳ひとみでこちらを見つめてきている。

「先に言っておくが、魔法は禁止だぞ」

「「え～」」

　ミラウェルとセレアはそろって不満そうな声を上げた。

　こんなときだけ息合わせやがって。

　一方でティーネだけは、「そうなんだー」と納得したようだった。あとでお菓子をあげよう。

「そもそも普通の人間は魔法を使えないんだから、公平じゃないだろ？」

　ただでさえ人間とは基き礎そ体力に差があるだろうに。それに勝つために出場するのではなく、更生の一環として出場するのだ。

「今回は、この世界の普通を学ぶいい機会なんだ。魔法に頼らず、みんなで力を合わせて楽しんでこいよ」

　するとミラウェルとセレアは少し考えた末に納得したらしく、前向きな姿勢を見せてくれる。

「わかった！　師匠が言うなら、魔法は使わないぞ！」

「魔法抜きでもやれるってことを証明してあげるわ」

　そんなふたりを見て、ティーネも拳を上げてアピールしてくる。

「てぃーねも、がんばる」

　三人の瞳にはやる気が満ちていた。

　これは俺も気合を入れ直さないとな！

「よし！　トロワナ祭まで残り数日しかないけど、みっちり練習するぞ！」

「え～、みっちりは嫌だ」

「とりあえず今日はもうよくない？　お風呂入りたいわ。ほら、ティーネも行くわよ」

「いく。てぃーね、おなかすいた」

　三人は、俺を残して家に帰っていった。
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　ザッ、ザッ、ザッ……。

　夜が更ふけ、草木も弟子も眠るころ、庭から妙な音が聞こえてきた。小こ刻きざみに地面を踏むような音だ。

「えぇ……マジで？　怪奇現象？」

　正直、なにも聞こえなかったことにしたかった。しかし今、この家にはミラウェルたちがいる。俺ひとりならともかく、あいつらがいる以上は無視できない。

「弟子を危険から守るのも、師匠の務つとめだよな」

　俺は窓から、こっそり庭を覗のぞく。

　庭にいたのは……。

「あいつ、なにやってんだ？」

　俺は家の中を静かに歩き、そのまま庭に出る。

「こんな遅くに、なにやってんだ？　ティーネ」

「あ、ししょー。こんばんは」

　ティーネはぺこりと礼儀正しくお辞じ儀ぎした。

「こんばんは。って、そうじゃなくて、なにしてんだ？」

「とっくん。みてて」

　いきなり走り出すティーネ。その走り方は独特で、まるで……。

「もしかして、三人四脚の特訓か？」

「？　そうだよ」

　他のなにに見えるのだと言いたげなティーネ。

　俺はそんなティーネに、悲しい事実を告げる。

「そ、その、三人四脚の特訓をするなら、ひとりだと意味ないよ」

「おー。もーてんだった」

　ティーネはぽんっと手を叩く。

　この子は三人の中でも特に表情を変えない子だが、ひとつひとつのリアクションはとても可愛らしい。

「っていうか、なんでこんな時間に特訓してるんだ？」

　ティーネは誰もいない周囲をきょろきょろし、小さく首をかしげた。

「なんでかな？　でも、とっくんしないといけないきがしたの」

「そうは言っても、もう遅いんだから、今日は寝──」

　そこまで言いかけたところで、俺はふと気づいた。

　こいつ、今日の特訓でうまくいかなかったのを気にしてんのか？

　もしそれでやる気を出したのなら……。

「──る前に、俺と一緒に特訓しようか」

「うん。ししょーとする」

「決まりだな」

　俺は地面をつま先で叩き、光の紐を魔法でつくる。

「ほら、縛しばるから足出せ」

「ししょー、てぃーねを、しばるの？」

　純じゆん粋すい無む垢くな瞳で、ティーネは色々とマズい発言をする。

「……お前、ひと前でそういうこと言うなよ」

「わかった」

「あと、こんな時間にひとりで外に出るのは危ないんだぞ？」

「そうなの？　でもてぃーね、まおーだよ？」

「お前が目指すのは普通の女の子だろ？　なら、こんな遅くにひとりで出歩いちゃダメだ。もし特訓したいなら、もう少し早い時間にするんだぞ。いいな？」

「わかったー」

　俺は自分とティーネの足を紐で固定する。歩幅が違い過ぎるが、俺がティーネに合わせれば走るくらいできるだろう。

「これでいいな。じゃあ始めるか」

「はじめるー」

　言うやいなや、ティーネは力強く走り始めた。

「強ごう引いん！」

　予想外の馬鹿力に引きずられそうになった俺だが、とっさにタイミングを調整し、ティーネの動きに合わせる。

「お？　お？　おー？」

　するとティーネは、スムーズに進めていることに驚いたようだった。

　俺はティーネが転ばないように少しずつ速度を落としながら、一度足を止める。

「どうだ？　走れただろ？」

「うん。ししょー、すごい」

「なんでだと思う？」

「うーん……」

　ティーネは頭を文字どおり抱えながら悩む。

「わかんない」

　しかし答えは出なかったようだ。

「そっか。なら、これは宿題だな」

「しゅくだい？」

「自分で考えて答えを出すってことだ」

「じぶんでかんがえて……こたえをだす……」

　まるで初めて口にする言葉みたいに、ティーネは確かめるようにつぶやいた。

「ティーネ？　どうした？」

「……んーん。なんでもないよ」

「そうか？　なら練習再開するぞ」

「うん。さいかい」

　俺の言うことを素直に聞くティーネ。

　日中に特訓したときには、あまりやる気がないのかもと思ったが、どうやらそれは俺の勘違いだったようだ。

　──なら、俺も師匠としてなんとかしてやらないとな。
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　翌朝、朝食を済ませたあと、俺はティーネたち三人を庭に集めた。

「じゃあ、今日も三人四脚の特訓を始めるぞ」

「「「はーい」」」

　三人は紐で互たがいの足を固定しようとする。

「あ、今日はそれしなくていいよ」

　俺の言葉に、三人はきょとんとする。

「今日はちょっと趣向を変えようと思ってな」

　俺は地面をつま先で叩き、魔法を発動させる。すると、庭を囲かこむように光の壁が出現した。

「これでお前らは、庭から出られなくなった」

　ミラウェルたちは確かめるように光の壁に触れる。

「あたしたち、閉じこめられたのか？」

「そうだ。今日は、この中で俺を捕つかまえてもらう。追いかけっこだ」

　俺の発言に、セレアが怪け訝げんそうな表情を浮かべる。

「それが特訓なの？　なんか簡単そうだし、三人四脚に関係なさそうだけど」

「ちなみに、俺は魔法を使うぞ」

「てぃーねたちは？」

「禁止だ。お前らは魔法を使わずに、俺を捕まえろ」

　理り不ふ尽じんな俺の発言に、ミラウェルとセレアは不満げな声を上げる。

「「えー!?」」

　しかし、ティーネだけは、

「わかった」

　両手で小さな握にぎりこぶしをつくり、やる気充じゆう分ぶんのようだった。

「ティーネはやるみたいだな。お前たちはどうする？」

「わ、わかったよ。やるよ」

「やらないとは言ってないわ」

「まぁ俺も空中に逃げたりはしないから、思いっきりかかってこい」

　すると三人は、水を得た魚のように生き生きし出した。

　そして、真っ先に動いたのは……ミラウェルだった。単独で飛びかかってくる。

「うりゃあ！」

「甘い」

　俺は地面をつま先で叩き、転移魔法を発動。三人から離れた位置に移動した。

「ず、ずるいぞ師匠！」

「そういえば、師匠にはそれがあったわね」

「はんそく」

「文句言ってる暇があったら捕まえてみろ」

「次はわたしよ」

　続いてセレアが動く。ミラウェルと違い、頭を使ってくるだろう。

　案の定、セレアはそのまま俺に向かってくるのではなく、

「行くわよ、ミラウェル」

「え？　あたし？」

　どういうわけか、ミラウェルを抱えて走ってきた。

「なにすんだよセレア!?」

「黙ってなさい。舌嚙かむわよ」

「わ、わかった！　黙ってる！　ところで、あたしをどうするんだ？」

「こうするのよ！」

　セレアは、全然黙っていないミラウェルをはるか上空に向かって放り投げた。

　ミラウェルの悲鳴が空へ吸いこまれていく。

　俺はついそちらを見上げてしまい──そういうことか！

　視線を戻したとき、すでにセレアは間合いを詰めてきていた。

「やるな！」

　しかし俺は素早く地面を叩いて転移。再び距離を取る。

「今のはいけたと思ったのに……」

　セレアは歯は嚙がみしつつ、落下してきたミラウェルをキャッチ。

「なにすんだよセレア!?　びっくりしただろ！」

「あら、ごめんなさい。てっきり、あなたって高いところ好きだと思ったから」

「ん？　高いところは大好きだぞ？」

　聞こえてくる会話は師匠として悲しくなってくるものだった。

　だが悲しんでいる暇はない。

　俺は振り返らず、

「……狙ねらいはいいけど、もっと気配を消して、一気に来るべきだったな」

　背後のティーネに告げ、転移魔法を発動させた。

「てぃーねのきしゅー、ばれるとおもわなかった」

「くそ～、どうすればいいんだ……」

「転移魔法が厄やつ介かいよね」

　文句を言いながら三人は一ヵ所に集まる。

　さて、次はどう来るかな？

　結果としては俺を捕まえられずに終わったが、今の三人の動きは悪くはなかった。

　だけど、このままでは俺に届かない。

　ならどうすればいいのか？

　こいつらがその考えに至いたればいいんだけど……。

　──しかし残念ながら、そううまくはいかなかった。一時間以上追いかけっこを続けたが、三人は俺に触れることすらできなかったのだ。

「なんだよ師匠！　全然捕まる気ないじゃないか！」

「反則よ反則！　転移魔法はズル過ぎるわ！」

「へんたい」

「そうだ、師匠は変態だ！　きっと弟子を困らせて楽しんでるんだ！」

「見み損そこなったわよ！　そんな変態趣しゆ味みがあるなら、ふたりっきりのときに言ってくれればいいのに！」

「す、好き勝手言いやがって……文句あるなら捕まえてみろ！」

　変態呼ばわりされた俺は、三人を挑発するように転移魔法を連続して使用する。

「へいへいへいへいへい！　ほらほらほらほらほら！」

「ぐぬぬ……おいセレア、ティーネ。あたしたち、師匠に馬鹿にされてないか!?」

「ここまで挑発されると、さすがに悔くやしいわね。けど、あの動きについていくには、こっちも魔法が使えないと……いや、無理ね。たとえ魔法が使えたとしても、師匠の転移魔法には……」

　若じやつ干かん諦あきらめムードになってしまうミラウェルとセレア。

　ちょ、ちょっとやり過ぎたかな？　とはいえ、この特訓の目的がわからないうちに、わざと捕まってやっても意味ないしな……。

「…………ししょーにかつほーほー、あるよ？」

　さてどうしたものかと俺が悩んでいると、ティーネがボソッとつぶやいた。

「ほ、本当か？」

「教えて！」

「う、うん。あのね──」

　ミラウェルとセレアの勢いに怯ひるみつつも、ティーネはふたりに耳打ちをする。

　……気づいたか？

　俺は転移魔法をとめ、その様子を観察する。

「──が、いいとおもう。どうかな？」

「すごいぞティーネ！　あたしは賛成だ！」

「わたしも賛成よ。師匠を泣かせてあげる」

　ミラウェルとセレアがニヤリと口の端を上げた。

　悪そうな笑みしやがって。

「行くぞ師匠！」

　これまでと同じように正面から突っこんでくるミラウェル。

　俺は転移魔法を発動──しかし転移した瞬間、

「こっちよ！」

　俺を見つけたセレアが、こちらに向かって素早く接近しつつふたりに声をかける。

　するとミラウェルとティーネもそれぞれ別方向から俺との距離を詰めてきた。

　俺はすかさず転移魔法を使い、その場から離れる。

　そして転移をし終えると……ミラウェルと視線が合った。

「次はこっちに転移したぞ！」

　読まれていた？

　すぐさま動き出した三人を見て、俺は転移しやすい空間を探す。

　これまでどおり地面をつま先で叩き、狙った場所へ転移。

「よそーどーり」

　しかし転移した先には、すでにティーネが迫っていた。

　ティーネの声に反応したミラウェルとセレアも動く。

　俺は背後に下がって距離を取り、三人の動きを見て次の転移先を決める。

　…………けど、そろそろ捕まりそうだな。

　覚悟を決め、俺はゆっくり地面をつま先で叩く。

　──その直前、三人は別方向へと走り出していた。

「上出来だ」

　転移し終えた瞬間、俺は三人に抱きつかれた。




「よく頑張ったな」

　俺は、息を切らして地面に横たわる三人を褒める。

「ふふん。あぁ、頑張ったぞ！」

「時間かかっちゃったけどね」

「さくせんがち」

　ティーネの作戦はこうだった。

　まずは誰かが囮おとりになり、俺に転移魔法を使わせる。そして俺が魔法を発動させようとして地面を蹴ける瞬間、残りのふたりが俺の転移先を予想して先回り。もちろん三人は、当てずっぽうで予想するのではなく、徐じよ々じよに徐々に俺の逃げ道をふさいでいく立ち回りをしていた。その結果、俺はまんまと三人の狙いどおりの場所へ転移してしまい、捕まったというわけだ。

　間違いなく、こいつらの作戦勝ちだろう。

　しかし、このまま終わらせてしまえば、今日の特訓の意味がなくなってしまう。

「たしかに、お前たちの作戦はよかった。けど、それよりもよかった点があるんだ。わかるか？」

　俺は答えを教えず、三人に考えさせる。

　できれば、この答えはこいつら自身で見つけてほしかった。

「あたしの体力だろ！」

「わたしの判断力ね」

「おてんき」

「協力した点だよ！　協力！」

　一生正解が出てきそうになかったので、俺はつい答えてしまった。

「協力かぁ……たしかに、いつも以上の力を発はつ揮きできた気はしたなぁ」

「連れん携けいの重要性は理解してたけど、まさかこれほど効果があるとは思ってなかったわ」

「おてんきじゃ、なかった」

「今の特訓を忘れずに力を合わせて頑張れば、お前たちならなんだってできるさ」

　俺は用意していた紐を三人に渡す。

　するとミラウェルたちは互いに視線を合わせ、力強くうなずいた。

　そして紐で足を固定し、

「師匠、応援してくれよな！」

「進化したわたしたちを見せてあげる」

「いまのてぃーねは、むてき」

　三人は元気よく、せーの！　と息を合わせて走り出す。

　その一歩目は見事に──バラバラだった。

　…………噓うそだろ？

　修正することもなく走っていく三人。

「なんだよふたりとも！　もっとあたしに協力しろよ！　大事なのは協力なんだぞ！」

「タイミングがずれてるのはあなたでしょ！　さっさとこっちに合わせなさいよ！」

「さゆうにゆられて、てぃーね、きもちわるい……」

　………………ほら、あれだ。

　まだ本番まで時間あるから！

　俺は自分に言い聞かせ、練習を打ち切らせる。

「ここまでにしておこうぜ。もう今日は充分頑張ったろ」

　三人は紐をほどき、その場に座りこんでしまう。

「ふわぁ……疲れたぞ……」

「そうね。なんだか甘いものでも食べて回復したい気分だわ」

「それはいいかんがえ」

　ちらっ×３。

　わざとらしく俺をちらちら見てくる三人。言わんとすることはわかった。

「……今日はいっぱい頑張ったしな。よし、なんか食いに行こう」
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　　三人が風呂で汗を流したあと、みんなでトロワナに来ていた。

　そして俺は、三人に好きな店を選ばせたのだが……。

「……ここ？」

　三人が選んだのは、甘い香りを表まで漂ただよわせている、かわいらしいカフェだった。ケーキや甘いお菓子を提供しているようだが、どう見ても昼飯に向いているようには思えない。それに店の雰囲気からしても男は入りにくそうだった。

　しかし三人は満まん場じよう一いつ致ちでここがいいらしく、訴うつたえるような目で俺を見つめてくる。

「わ、わかったよ。入るか」

　店に入ると、フリフリの制服を着たウェイトレスさんに案内され、俺たちは席に通された。その際、ウェイトレスさんの勧すすめを受け、席の椅い子すをひとつだけ子供用のものに交換してもらう。

「師匠の隣、座るからな」

「なに言ってんの？　そこはわたしでしょ？」

「おじゃまします」

「こらこら。他のお客の迷惑になるから、こんなところで喧嘩するんじゃない」

　俺は三人を注意し、子供用の椅子の隣に座る。

「ほらティーネ。ここ座りな」

「うん、わかった。やっぱりししょーは、てぃーねがすき」

　ティーネはどこか勝ち誇った様子で席に着く。

「ず、ずるいぞ！」

「仕方ないだろ。ティーネが一番年下なんだから」

「そんなのわたしが一番不利じゃない！」

「いいから早く座れよ。どれもおいしそうだぞ」

　俺はメニューをテーブルの上に広げ、ミラウェルとセレアに見せてやる。

「ホントだ！　すごいな！」

「わたし、これがいいわ！」

　甘いものの力は偉大で、一瞬で虜とりこになったふたりは、おとなしく椅子に座った。

　こういうところは子供っぽくて可愛らしいな。

　一方でティーネは、困ったようにわずかに眉まゆ根ねをひそめていた。

「いっぱいあって、わかんない」

「たしかに、俺もなにがなんやらだ」

「ならティーネ！　あたしと同じのにすればいいぞ！」

「それよりも、わたしが選んだのがオススメよ」

　ミラウェルとセレアの間に火花が散る。

「なんだよセレア。あたしのセンスに勝てるつもりか？　なら同時に指をさして、どっちのセンスがいいか勝負だ！」

「望むところよ。返かえり討うちにしてあげる」

　そしてふたりは手を振り上げ、同時にメニューの、

「「これ！」」

　同じ商品を指さした。

　そこには、商品の名前と簡単なイラストが描えがかれていた。どうやら、たっぷりのクリームやフルーツを乗せたパンケーキらしい。

「ま、真ま似ねするなよセレア！」

「そ、そっちこそ！」

　ミラウェルとセレアは恥はずかしそうにそっぽを向きあう。

「三人四脚でも、それくらい息を合わせてくれればいいんだけどな。それで、ティーネはどうする？　ふたりと同じのにしておくか？」

「うん。そうするー」

「師匠はどうするんだ？　師匠も同じやつか？」

「いや、俺は……」

　正直俺には、三人が選んだパンケーキは昼飯と呼ぶには甘過ぎる。

　なので、べつの商品を探そうとするが……。

「そうね。今日はみんなで同じものを頼んで、団だん結けつを深めるのも悪くないわね」

「ししょーといっしょ。うれしい」

「…………パンケーキ四つ頼むぞ！」

　弟子たちの圧力に負けた俺は泣きながらウェイトレスさんを呼ぶ。

　すると近くを通りがかったウェイトレスさんが、すぐに来てくれた。

「お待たせしました。ご注文ですかぁ？」

　俺みたいな場違いな客にも素敵な笑顔で接してくれるウェイトレスさんに、俺はつい感動してしまった。それでいて綺き麗れいなお姉さんだったので、ちょっと気き恥はずかしくて困ってしまう。

　しかし一番困ったのは、

「なんだこいつ？　師匠に馴なれ馴なれしくないか？」「トロワナに医者はいるの？　いるなら、死なない程度には……平気よね？」「ぱんけーき、はよ」

　なぜか苛いら立だった様子で、お姉さんに攻撃的な態度を取っている我が弟子たちだった。

　よくわからんが、さっさと注文を済ませたほうがよさそうだな。

　そう悟さとった俺は素早く注文しようとするが、途中で嚙かんでしまうなど、情けない姿を晒さらしてしまう。しかしお姉さんは笑顔を崩さず、俺を優しくリードしてくれた。俺はドキドキしてしまった。

　一方でミラウェルたちは、お姉さんを威い嚇かくし始め、しまいには襲いかかりそうな雰囲気を出し始める。俺はドキドキしてしまった。

　──そうして注文を済ませ、待つこと一○分ほど。

　女の子の理想を全乗せしたようなパンケーキが、俺たちのテーブルに運ばれてきた。

　パンケーキの生き地じはふっくらと焼かれ、三枚を重ねて高く積み上げられている。その上には生クリームが鎮座しており、ちょっとした衝撃で倒壊しそうに見えた。さらには数種類のフルーツが周りを囲かこんでおり、彩いろどりも鮮やかだ。












「じゃあ食うとするか」

「「「いただきまーす」」」

　ミラウェルはフォークでパンケーキをぶっ刺さし、セレアはナイフでひと口大に切り、ティーネは周りのフルーツから食べていく。

　三人は理想郷を見つけたように目を輝かせ、感動に身を震わせた。

「師匠！　これ、すっごくおいしいぞ！　早く食ってみろよ！」

「わ、わかってるよ」

　ミラウェルにうながされるまま、俺もパンケーキを口に運ぶ。

「……うまいな」

　俺は素直に感動した。

　ふっくら焼き上げられた生地は口に入れた瞬間ふわっと溶けるが、上に乗った生クリームが絶妙な仕事をしており、物足りなさは一切感じない。次のひと口を求め、フォークとナイフを動かす手が止まらないほどだ。途中でフルーツを食べると、口の中に水分が広がって、パンケーキがさらに進む。

　お菓子のようなものと思っていたが、これは立派な食事だ。

　──それから俺たち四人は一心不乱にパンケーキをむさぼり、あっという間に食べ終わった。




「ふわぁ……お腹なかいっぱいだ……」

「味も量も申し分なかったわね」

「もはやくいなし」

　食事を済ませた俺たちは店を出て、近くにある噴水広場のベンチに並んで座っていた。

　俺は噴水を眺めながら、パンケーキの味を思い出す。

「俺も満足だったよ。また、みんなで行こうな」

「賛成だ！　全面的に賛成だぞ師匠！」

「今度は違うメニューも頼んでみたいわ」

「にゃー」

　なぜかティーネだけ謎なぞの返答をしてきた。

「どうしたんだ、ティーネ？」

「ねこさん」

　ティーネが指さす先には、白い毛並みの猫が一匹いた。野良猫だろうか？

　ティーネの声が聞こえたのか、猫は一瞬こっちを向き、しかし踵きびすを返して去っていってしまった。

「まって」

　その猫を追いかけるティーネ。

　俺はそんなティーネを止めようとする。

「こらこら、ひとりで動いちゃ──っ!?」

　だが俺が制止するより先に、ティーネは目にも留とまらぬ速度で人ごみの中に消えていき、あっという間に姿が見えなくなってしまった。

「…………え？」

「し、師匠！」

「どうするの!?　ティーネ迷子になっちゃうわよ!?」

　あまりにも一瞬の出来事に反応が遅れた俺だが、ミラウェルとセレアの声を受け、弾かれたようにベンチから立ち上がる。

「つ、連れ戻してくる。お前らはここでじっと──いや、ノエルの店に行ってろ」

　ここで待たせるより、ノエルのもとに行かせたほうが安全だろう。

「セレア、場所は覚えてるな？」

「え、えぇ。覚えてるわ」

「よし。俺が戻るまで、ノエルのところで待っててくれ。暇なら、あいつで遊んでていいから！」

　俺はそう言い残し、急いでティーネの後を追った。




「探したぞ、ティーネ」

　俺は路ろ地じ裏うらで猫をなでているティーネの背中を見つけ、安あん堵どしながら声をかけた。

「あ、ししょー」

　ティーネが振り返る。しかし俺が近づくと猫は逃げていってしまった。

「ねこさん、いっちゃった」

「急に俺が来て驚いちゃったのかな。それより、勝手に動いちゃダメだろ？」

「ごめんなさい」

　ティーネはぺこりと頭を下げる。

「わかればよろしい。ちゃんと謝あやまれて偉いな」

　俺が頭をなでてやると、ティーネは気持ちよさそうに目を細めた。さっきまでこいつに可愛がられていた猫みたいだ。

「だけど、次からひとりでどこかに行っちゃダメだからな」

「ししょー、てぃーねをしんぱいしてるの？」

　相変わらず眠そうな瞳で俺を見上げてくるティーネ。表情もいつも通り動いていないが、声だけはどこか不思議そうだった。

「当たり前だろ。お前は俺の弟子なんだから。ミラウェルとセレアも、お前を心配してたぞ。帰ったら謝ろうな」

「うん。わかった」

「よし、じゃあ行くか。ティーネ、しっかりつかまってろよ」

「ししょー？　おぉ」

　俺はティーネを持ち上げ、肩車をしてやる。

　これなら、もう迷子になる心配はない。

　落ちないように俺の頭をがっしりつかんだまま、ティーネは興奮したように身体からだを揺らす。そのせいで首がへし折れそうだったが、ティーネが楽しそうにしてくれているので、俺は好きにさせておくことにした。

「たかい。いつもと、ぜんぜんちがう」

「心配しなくても、お前の視線だってどんどん高くなっていくさ」

　そして路地裏から出た俺たちは、ミラウェルたちが待つノエルの店に向かう。

　その途中、ティーネが周囲の通行人たちを見ながら訊たずねてきた。

「みんな、どこかにいくの？」

「そうだろうよ。だから歩いてんだし」

「なら、あのねこさんも、どこかにいったのかな？」

「猫は自由だからな。きっと、どこか好きな場所に行ったんじゃないか？」

「そうなんだ。ねこさんは……すごいね」




　このあと、俺とティーネはノエルの店に行き、ミラウェルたちと合流した。

　結局この日は、そのままトロワナで遊び、夕飯も食べて帰ることになったのである。
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　　その日の夜、俺の部屋をティーネが訪ねてきた。

「どうした？　ひとりか？」

「みらうぇると、せれあは、もうねちゃった」

「今日は疲れただろうしな。で、お前はどうしたんだ？」

　ティーネはとててと走ってきて、俺の手をつかむ。

「とっくん」

「特訓？　今からか？」

「ししょー、よるはひとりで、そとにでちゃだめっていった」

「そりゃそうだけど……」

　今日は朝から特訓して、そのあとも街で色々あったからティーネも疲れているだろうし、無理をさせるのはよくない気がする。

　とはいえ、このやる気をないがしろにするのもなぁ……。

「……わかった。でも、少しだけな」

　俺とティーネは庭に出て、足を紐で縛る。

「じゃあ行くぞ」

「いくぞー（ぐいっ！）」

「やっぱり強引！」

　引っ張られた俺は、慌ててティーネのペースに合わせようとする。

　……あれ？

　しかしティーネが、俺の足もとをチラチラ見ながらスピードを落とした。

　これは、昼間の特訓も無駄じゃなかったかな？

　だが今度は、俺を気にし過ぎるせいで露ろ骨こつにスピードが遅くなっていた。

「……一、二、一、二」

　俺は声を出すことで、ティーネにタイミングを計らせようとする。

「ししょー？　にのつぎは、さんだよ。しらないの？」

「知っとるわ！　そうじゃなくて、声に出したほうが呼吸を合わせやすいってことだよ。やってみろ」

「わかった。いち、に、いち、に、いち、に──おぉー、いきぴったり」

「だろ？」

　俺とティーネの動きはほぼ重なり、見る見るスピードが上がっていった。

　──そして、そのまま庭を数周走ったところで特訓を終えることにした。

「今日はこれくらいにしておこう。ちゃんと休まないとな」

「うん。やすむ」

　俺は足の紐をほどく。

「そうだ、昨日の夜に出した宿題の答えは見つかったか？」

　どうやったらスムーズに走れるかという宿題だ。

　昼間の特訓で協力することはできていたし、今もまさに俺に合わせようとしていたので答えはもう出ていると思ったのだが、ティーネは首を左右に振った。

「みつからない」

「なら、ヒントだ。答えは、お前がもう見つけてるものだ」

「てぃーね、みつけてるの？」

「そうだ。でも、ここから先は自分で考えような」

「……ししょー。じぶんでかんがえて、こたえをだせって、きのーもいった」

「ん？　あぁ、言ったな」

「わからない。じぶんでかんがえて、こたえをだすって、なに？」

「え？」




「──だって、てぃーねは、めーれーをきくために、つくられたんでしょ？　じぶんのいしをもったら、いけないんでしょ？」




　暖かくなってきた夜風が吹き抜けていく。

　しかし俺は、身体の芯しんを凍こおらされた心地だった。

「……つくられた？」

「そうだよ。てぃーねは、つくられたの。にんげんとたたかうために、まおーとして、ぜろからつくられたんだよ。だから、てぃーねは、めーれーをきくだけだ。ちがうの？」

　今思えばティーネは、ミラウェルやセレアに比べて、たしかに素直だった。

　けどティーネの言うとおりなら、それは素直とは違い、唯ただ々ただ従っていただけになる。元の世界では仕方なかったのかもしれないけど、この世界に来てまで、そうある必要はないはずだ。

　それにこれからこの世界で生きていくのに、誰かの言いなりではいけない。

　だから俺は師匠として、ティーネが元の世界から持もち越こしてきたものを、清算しないといけないはずだ。

「ティーネ。それは──」

　しかし、

「ほぽぉん！」

　家の屋根のほうから間ま抜ぬけな声がしたのである。

　ん？　いまのはたしか……。

「ちょ、ちょっとミラウェル！　こんなときにくしゃみしないでよ！」

「が、我が慢まんできなかったんだ！」

　隠れている相手はすぐにわかった。

「ミラウェル、セレア。いるんだろ？　早く降りてこい」

「「…………」」

「ったく……今すぐ降りてきたら怒らないから」

「ほ、本当だな？」

「そ、それなら……」

　こそこそと屋根の陰かげから姿を現したミラウェルとセレア。ふたりは安心した様子で、ぴょんっと飛び降りてくる。

「こら！　さてはお前ら盗み聞きしてたな！」

「お、怒らないって言ったくせに！」

「起きたら、ふたりで特訓してたから気になったの！」

「だからって盗み聞きはよくないだろ？」

　俺の正論に、ミラウェルとセレアはたじろいでしまう。

「そ、それはそうだけど……」

「もう、ミラウェルのせいよ」

「な、なんだよセレア！　お前が、気になるから行こうって言ったんだろ！　って、そんなことより！」

　ミラウェルがティーネを指さす。

「おいティーネ。お前、さっきからなに変なこと言ってんだ？」

「へんなこと？」

　ティーネは理解できない様子だったが、ミラウェルは気にせず話を続ける。

「だってそうだろ？　お前、今日の特訓のとき、師匠を捕まえるための作戦を、あたしたちに話したよな。あれは自分で考えたことだろ？　それに、それをあたしたちに教えたのも自分で考えたことだろ。それって、お前が自分の意志を持ってるってことじゃないのか？」

　ミラウェルは、どこまでも自然に言った。そこに裏表や計算はない。

「そう、なのかな？」

「きっとそうよ」

　不思議そうに首をかしげるティーネに、セレアが優しい口調で語りかける。

「ねぇティーネ、三人四脚の特訓は楽しい？」

「うん。たのしーよ」

「最初は師匠が決めたことだけど、今、あなたは楽しんでやってる。それは師匠の命令じゃなくて、あなた自身の意志よ。あなたは誰かの命令に従うだけじゃなくて、自分の意志で行動できてるわ」

「じぶんの……いし……」

　そこまで言うと、ミラウェルとセレアは俺に視線を向けてきた。

　ここから先は、師匠の役目ってことか。

　けど俺が言いたいことは全部ふたりに言われちまった。

　なら、俺から伝えることは……これくらいだ。

「ティーネ、ここはお前が自由に生きていける世界だよ」

「…………」

　ティーネは夜空を見上げる。

　彼女の幼い瞳が映すのは、どんな空だろうか。

「……てぃーねは、たたかうためにつくられた。にんげんとたたかうために、つくられた、まおー。だから、めーれーをきいて、たたかう。それだけ…………なのに、どーして、ししょーたちはちがうの？」

「それは……それも宿題にするか」

「むぅ、ししょーはいじわる」

　ぷうっと頰を膨ふくらませるティーネ。

「なら教えてもいいけど、お前はどうしたい？」

「……じぶんで、かんがえてみたい」

「時間はいっぱいあるんだ。ゆっくりやっていこうぜ」

「うん。やってく。あ、これは、めーれー、だからじゃないよ？」

「わかってるよ。よし、じゃあそろそろ家に──そうだ。もう夜も遅いけど、みんな今日は頑張ったから、ちょっとしたご褒ほう美びに行くか」

「「「？」」」

　俺は三人を待たせ、準備のために一度家に戻った。
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　転移魔法を使ってたどり着いたのは、我が家からそう遠くない場所にある温泉だ。森の中にある秘ひ湯とうで、独特な香りと、温あたたかそうな湯ゆ気げが立ちこめている。

「ふあぁ～」

「これは……気持ちいいわね……」

「ぽかぽか～」

　温泉に浸つかっている三人は、心の底からとろけそうな声を漏もらした。

　ちなみに俺は近くの木の陰に隠れるようにして、三人が満足するのを待っている。

「なー、師匠も一緒に入ろうってばー」

「そうよ。せっかくなんだし、弟子との親しん睦ぼくを深めたらどう？」

「みんなでー」

「俺は遠えん慮りよしとくよ」

　幼いとはいえ、女の子たちと入浴とかどう考えてもクソ師匠過ぎるだろ。

「…………てぃーね、ししょーと、はいりたいな」

「ぐっ！」

　ティーネが俺の自制心を破壊するようなおねだりをしてきた。

「ほらほら師匠。ティーネがワガママ言ってるんだぞ？」

「ここは聞いてあげないとかわいそうじゃない？」

　た、たしかに、このワガママは、ティーネの成長の第一歩だろう。

　これを聞かずして、師匠と言えるのだろうか？

　いや、言えまい（錯さつ覚かく）。

「わ、わかった。でも、今から投げるタオルをちゃんと巻けよ」

「えー！　面倒くさい！」

「べつに、師匠になら見られてもいいんだけど」

「てぃーね、きにしない」

「俺が気にするっつーの。ほら、投げるぞ」

「「「はーい」」」

　そのまま少し待ち。

「…………巻いたか？」

「巻いたぞー」

「渋しぶ々しぶね」

「これ、じゃま」

「文句言うんじゃありません」

　俺は服を脱ぬぎ、タオルを腰に巻く。

「これでよし、と」

　なにがよしなのかわからないが、打てる手はすべて打っただろう。

　俺は木の陰から出て、三人のもとへ。

　三人は肩までしっかり温泉に浸かっていた。

　俺は極力そちらを見ないようにし、身体にかけ湯をして温泉に入った。つま先から、湯の温かさが全身へじんわりと染みわたっていく。

「ふぅ～」

　俺が座り切ると、三人との視線の高さが揃った。

　湯気でよく見えなかったけど……あれだ……こいつら……。

「なんでタオル巻いてないの？」

「巻いてるぞ？」

「巻いてるわよ」

「まいたー」

「なるほど！　身体に巻くんじゃなくて、タオルをくるくる巻いただけか！　ははっ、こりゃ一本取られた！　じゃ、そういうことで」

「ま、待った！」

「弟子の可愛い冗談でしょ？」

「ほめて？」

「褒められるか！　って、こら！　抱きついてくるんじゃない！」

　しかし三人は構わず、俺を温泉から出さないように座らせ、その上で抱きついてくる。

「一緒に入ろうってばー！」

「減るもんじゃないし、いいじゃない」

「つかれたから、すわるね」

　右腕を挟むように当たっているふたつの膨らみ。左肩に寄りそってくる汗ばんだ褐かつ色しよくの肌。際きわどい場所に座ってくる幼女。












「わ、わかった！　入るから、くっつくのをやめろ！」

　俺は抵抗するより、被害を最小限に食い止める道を選んだ。

「やった！　くっつくのはやめないけどな！」

「素直なほうが素敵よ。くっつくのはやめないけど」

「かんぜんしょうり。くっつくのはやめない、ね」

　なるほど。これが魔王の戦略か。

「……もう好きにして」

「ふふん。好きにしちゃうぞ！」

「ようやく覚悟を決めたようね」

「ししょー、あったかい」

　三人は一層俺にくっついてきた。

「なぁ師匠！　なんで温泉があるのに、いつもは家のお風呂を使ってるんだ？」

「いつも使ってたら、特別感がなくなるだろ。こういうのはたまにでいいんだよ」

「そういうものなのか？　ふーん。そういうものなのかぁ」

　納得したミラウェルは、俺の腕に抱きついたまま肩に顎あごを乗せてくつろぐ。

　俺は空あいているほうの手でミラウェルの頭をどけようとするが、その手はがっしりとセレアにつかまれた。

「もしかして、この温泉って師匠のものなの？」

「俺のものじゃないけど、このへんは誰も近づかないから、いつも貸し切り状態だよ。元々掘ほり当あてたのはノノなんだけどな。なんかこのへん温泉出る気がするー！　とか言って掘ったんだ」

「ののってだれ？」

　際どい位置に座ったまま、ティーネが肩越しに振り向いてくる。

「この世界の女神の一柱ひとりだよ。お前らとも一度会ってるらしいぞ。覚えてないか？　一番アホそうな女神なんだけど」

「「「あぁ……」」」

　三人は同時にうなずいた。

　俺はノノの弟子として色々むなしかった。

　そうして俺が悲しんでいると、セレアが俺の顔をじーっと見つめながら訊ねてくる。

「師匠って人間よね？」

「んん!?　どういう意味かね!?」

「だって女神の知り合いがいるって普通じゃないでしょ。わたしたちも女神のことなんて知らなかったし」

　あぁ、そういうことか。

　セレアの疑問に共感したのか、ミラウェルとティーネも俺をじっと見てくる。

　そういえば、こいつらには言ってなかったっけ。

「あいつ、俺の師匠なんだよ」

　いい機会だし、話しておくかな。

「俺な、親とか兄弟とか、そういった類たぐいの相手がいないんだ。いや、いたんだろうけど、俺の記憶にはないんだよ。物心ついたときには、もうひとりだったんだ」

　正直、そのころのことはあまり覚えていない。単純に印象がないのだ。

「けどあるとき……ティーネくらいの歳としのときかな。俺はノノに拾ひろわれ、弟子になった。実はそのころ女神たちは、いずれこの世界に魔王が現れることを予よ見けんしてたんだ。その魔王を倒すために俺は鍛きたえられた。ノノが俺を拾ったのは、そのためだ」

　そこまで話し、俺は一度ミラウェルたちの様子を見てみる。

　すると三人は興味深そうに聞いていた。

　なら、もう少し話すか。

「けど、どうやら俺はポンコツだったみたいでな。その魔王を倒す力はないってわかったんだ。そのあとは、色々あって俺が新しい弟子を育てることになった。そいつがユフィ。一年前に、この世界の魔王を倒した勇者だ。今は勇者としての後始末が残ってるみたいで、まだ旅をしてるよ」

「「「………………」」」

　なぜか不機嫌そうな三人。

　な、なんでだ？　さっきまでそんなことなかったのに。

「師匠、そのユフィってやつは」

「名前から察さつするに」

「おんなのひと？」

　三人は見事な連携で質問をしてくる。

「そ、そうだぞ」

　俺は首を縦に振る。

　その瞬間、ミラウェルたちはやさぐれたような態度になった。

「終了だー！　この話は終了だー！」

「やってらんないわね！」

「ししょーは、たらし」

　よくわからんが、散々な言われようだ。

　ユフィが女だと、なにか都合が悪いのだろうか？

「それで師匠！」

「そのふたりとは！」

「どういうかんけい？」

　息つく間もなく三人は問い詰めてくる。もう息ぴったりじゃねぇか。

「師弟関係だよ。ノノは俺の師匠だし、ユフィは俺の弟子だ……あ、でもそれだけじゃなくて……」

「「「でもそれだけじゃなくて!?」」」

「つき合い長いし……もう家族みたいなものかなぁ……」

　ユフィとは四年間くらい一緒にいたし、ノノに至っては一五年来の関係だ。師弟関係って言葉だけで済すませるには、ちょっと物足りない気がする。

　そんな俺の答えに、三人は視線で会話し、納得したようにうなずき合う。

　そしてその場で立ち上がり──。

「師匠！」

「わたしたちも家族になりたい！」

「よろしくおねがいします」

「……肩まで浸からないと風か邪ぜひくぞ」

　俺は体勢を変え、三人に背を向ける。

　しかし三人は俺の頭をつかみ、強引に自分たちのほうを向かせようとしてきた。

「痛いてててて！」

「し、師匠は、あたしたちが嫌いなのかぁ……」

「やっぱり……魔王は嫌？」

「てぃーねじゃ、だめ？」

「か、勘違いしないでよね！　お前たちのこと嫌いなわけないんだから！　って、そうじゃなくて……」

　俺は指で合図し、三人を肩までお湯に浸からせる。

　そして、どこかしょぼくれているので頭をなでてやり、落ち着かせるように話す。

「多分、家族ってのはなろうと思ってなるんじゃなくて、気づいたら、なってるものだと思う。だから、今はまず更生をしていこうぜ。俺はどこにも行かないからさ」

「そ、そうか。そういうものなのか……うん、わかったぞ師匠！　あたし、その日を楽しみにしちゃうからな！」

「じれったいけど、師匠がそう言うなら仕方ないわね」

　ミラウェルとセレアは自分たちなりに納得してくれたようだった。

　さて、ティーネは？

「ししょー。そもそも、かぞくって、なに？」

「わ、わからず言ってたのか」

「てぃーねは、のりがいいから。でも、あたたかそうだなって、おもったよ」

「なんだ。ほとんどわかってるじゃないか。まぁ家族ってのは…………」

　そこで俺はあることを思いついた。

　そんな俺を、ティーネがジト目で見つめてくる。

「…………もしかしてししょー、それも、しゅくだいにするつもり？」

「お前もわかってきたな。正解。家族がなんなのか。それも宿題な」

「むぅ、いじわる。でも、わかった。でもでも、めーれーだからじゃないよ。てぃーねが、しりたいからだよ」

「おう！　答えがわかったら教えてくれ。期待して待ってるからな」

「うん。いっぱいかんがえる。そして、ふつーのおんなのこになる。だから……」

　──立ちこめた湯気のせいで、一瞬見間違いかと思った。

　しかし、このときティーネは間違いなく、

「いっぱい、てぃーねをこーせーさせてね？」

　初めての笑顔を見せてくれた。

　自然なその笑顔に、俺は明るい未来を確信するのであった。

「────ほぽぉん！」

　今のは……。

「あ、あなた、いい感じで締められそうなときに、その変なくしゃみやめなさいよ」

「へ、変とか言うなよ！　あたしは真ま面じ目めにくしゃみしてんだぞ？」

　ミラウェルはバシャバシャと温泉の水みな面もを叩いて抗議する。

「ふーん。師匠に、自分も構ってほしかっただけじゃないの？」

「なるほど。その手があったか！　師匠！　あたし、今からくしゃみするぞ。心配してくれよな！」

「なんつーアピールだよ。ほら、湯ゆ冷ざめする前に、そろそろ帰るぞ」

「「「はーい」」」

　温泉から上がる三人。

「だからタオルで身体隠せって！」
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「さて、行くとするか」

　ついに迎えたトロワナ祭当日の朝。

　俺は準備を終えたミラウェルたちに声をかけた。

「「「…………」」」

　しかし三人は、珍めずらしく緊きん張ちようしたような面おも持もちをしている。

「おいおい……本番は午後からなんだぞ？　今からそんなに硬くなってどうするんだよ。午前中は祭りを楽しもうぜ」

「わたしは緊張なんてしてないわよ。ちょっと眠いだけだから」

「てぃーねも」

　調子が戻ったように強がるセレアとティーネ。

「…………」

　そんな中、ただミラウェルだけは無言のまま、どこかぼーっとしていた。

「ミラウェル？　どうした？　やっぱり緊張するか？」

「……え？　な、なんだ師匠？　緊張してるのか？」

「それはこっちのセリフだよ。なんかいつもと違うけど、なにかあったか？」

「な、なにもないぞ！　あたしは、いつも通りだ！」

　普段どおりの元気な笑顔を見せるミラウェル。

「ならいいけど……じゃあ、そろそろ出発するぞ。お前ら、転移魔法使うからつかまれ」

「「「はーい」」」

「手にだぞ？」

「「「……はーい」」」

　こうして、俺たちはトロワナへと向かうのであった。
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　リュートたちが出かけたのち、ユフィの部屋で異変が起きていた。

　部屋には女神の通販カタログと、取り寄せた武器などが置いたままになっている。その中には、祭さい器きのような道具もあり、次第に淡あわい光を放ち始めていた。

　そして、祭器は割れ……。
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「すごいぞ師匠！　人間がいっぱいだ！」

「これだけの数。きっと周辺地域の人間も集まってるのね」

「これが、おまつり。すごい」

　三人が感動するのも無理ないほど、トロワナは多くの人々で賑にぎわっていた。

　今、俺たちのいる正門広場には多くの出店が並んでおり、食欲を刺激するいい香りがそこかしこから漂ただよってくる。

　また、普段とは比べ物にならないほどの人々が行ゆき交かっており、その場にいるだけで非日常感を味わえる。所々で行われている旅芸人のパフォーマンスも、それにひと役買っているだろう。俺も何度か参加している祭りだが、今年は一段と盛せい況きようなようだった。

「なぁなぁ師匠。あれ、なんだ？」

　ミラウェルが指さすのは、焼鳥を売っている屋台だった。炭火で焼かれた肉や、甘辛いタレの香りが鼻び腔こうをくすぐる。

「焼鳥っていう料理で……せっかくだし食べるか──って確認するまでもないな」

　三人は屋台に向かって走り出していた。

　俺たちは焼鳥を四本買い、屋台の隣で食べることにする。

「熱いから、気をつけて食えよ」

「あ、熱っ！　師匠、これ熱いぞ！」

　さっそくミラウェルが熱々の鶏とり肉にくを思いっきり口に入れ、悶もん絶ぜつするように足をジタバタさせた。

「馬鹿ね。落ち着いて食べないからよ──熱っ」

「ふたりともおちついて。れーせーにたべれば──あつい」

「ゆっくり食えゆっくり──熱ー！」

　我慢できずに、俺も串くしの先から食べ始める。

　炭火で焼かれた熱々の鶏肉はやわらかくほろほろ。嚙かむたびに甘い脂あぶらがあふれ出て、タレとからまり口内に広がっていく。

　串には隙すき間まなく肉が刺さっていたが、あっという間に裸はだかになってしまった。

「ふあぁ～……おいしかったぁ～……」

「初めて食べたけど、いけるわね」

「おかわりを、しょもーする」

「おかわりするのはべつにいいけど、他のものは食わなくていいのか？　まだまだいろんな屋台があるぞ？」

　俺が周囲の屋台を指さすと、三人は真剣な表情で相談をし始めた。

「ど、どうする？」

「たしかに、ここだけで満まん腹ぷくになるのはもったいないわね」

「なら、きまり」

　どうやら結論が出たらしい。

　俺は三人から串を受け取り、近くに設せつ置ちされたゴミ箱に捨てる。

「なら、次はあっちの並びの屋台に行こう。それにトロワナ祭の見どころは食べ物だけじゃないから、そのへんもゆっくり見ていこうぜ」

　──俺たちは広場の屋台や催もよおし物ものを楽しみつつ、そのまま商店通りへと歩いていった。

　するとそこでミラウェルは、ある再開を果はたすのである。

「あ、みらうぇるさまだ」

　聞き覚えのある声がしたと思えば、以前、ミラウェルが出会った迷子の女の子がいた。どうやら今日は迷子になっていないようで、お兄ちゃんと手をつないでいる。

「おぉ、我が配下じゃないか！」

「うん。はいかだよー」

　ミラウェルを見つけた女の子は、つないだ手を離して、こちらに駆かけ寄よってきた。お兄ちゃんは離れていく妹にショックを受けているようだった。

「師匠、ちょっと待っててくれ」

　ミラウェルは女の子を出迎えに行く。

「今日は迷子になっていないようだな。偉えらいぞ！」

「うん。おにいちゃんが、はなしてくれないの。みらうぇるさまは……かぞくといっしょにきたの？」

　俺たちを見た女の子の言葉に、ミラウェルは目を輝かせて喜んだ。

「まぁそんなところだ！　お前は中々見る目があるな！　よし！　特別に、あたしの雄ゆう姿しを見ることを許可するぞ！」

「ゆうし？」

「あたしたちはこのあと、スポーツ大会に出るんだ。三人四脚だぞ！　とくと見ていくがいい！」

「うん。みていく。いいよね、おにいちゃん？」

「え？　で、でも僕はこのあと……」

「いいよね？」

「……い、いいよ。当然じゃないか」

　このお兄ちゃんには将来幸せになってもらいたい。

　俺は心の底からそう願った。
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　スポーツ大会自体は午前から行われているが、ミラウェルたちが参加する三人四脚は午後の部なので、兄妹きようだいと別れた俺たちは、それまで祭りを見て時間を潰つぶすことにした。

　──そして時間はあっという間に過ぎ、集合の時間が迫ったため、俺たちは街の端にある会場へと向かった。

　会場は古代の闘技場コロツセオを模もしているらしく、楕だ円えん形けいの競技場を観客席でぐるりと囲む形だ。敷地も広く、こうした催しものには、いつも使われている。

　すでに会場の近くには参加する子供たちが集まっていた。ただ参加者以外は競技場に入れないので、つき添そいの親と離れるのを嫌がって泣いている子供の姿も目立つ。

　どうやら俺は観客席のほうにしか行けないみたいだな。

「お前ら、俺がいなくても問題起こすなよ？」

「大丈夫だ！」

「任せてちょうだい」

「いいこにする」

　胸を張って答える三人。

「ちなみに、他の参加者の子と喧けん嘩かになったらどうすればいいと思う？」

「先に向こうが仕かけてきたのなら潰す！」

「やられっぱなしは性しように合わないわ」

「あとかたものこさない」

「はい全員クソ違います」

　とはいえ、こちらから手を出すという発想じゃなかったことだけは評価できるのだろうか？

「じょ、冗談だ」

「周りに迷惑はかけないわよ」

「おとなしくしてる」

「よろしい。じゃあ行ってこい」

　俺は三人を送り出し、ミラウェルたちは会場内へと向かっていく。

　しかしその途中、ミラウェルが振り返り……。

「師匠！　あたしたちの活躍、ぜったい見てくれよな！」

　ミラウェルの大声に、周囲のひとたちの視線が俺に集まる。

　俺は若じやつ干かんの恥はずかしさを感じながらも、師匠として誓ちかうのであった。

「当たり前だろ。ちゃんと見るよ。約束だ」
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　数十分後に始まる本番を、控ひかえ室しつで他の子供たちと一緒に待っているミラウェルたち。

　そんな中、セレアが小声でミラウェルに話しかける。

「ねぇ、ミラウェル。わたしの気のせいならいいんだけど……」

「………………」

　しかしミラウェルは返事をせず、どこかぼーっとしていた。

　その様子を不思議に思い、今度はティーネがミラウェルの肩を揺らす。

「みらうぇる？」

「──え？　あ、あぁ、なんだ？」

「あなた、やっぱり──」

　その妙に鈍にぶいミラウェルの反応を見て、セレアの予想は確実なものへと変化した。

「──風か邪ぜ、ひいてるでしょ？」

　セレアの指摘に、ミラウェルは必死にごまかすような態度を取る。

「そ、そんなことないぞ！　馬鹿は風邪ひかないからな！」

「……噓うそが下手ね。怒んないから、正直に話しなさい」

　出来の悪い妹を諭さとすように、セレアはミラウェルの鼻先に指を突きつけた。

　すると、ようやく観念したのか、ミラウェルはゆっくりと口を開く。

「…………実は昨日から、なんかおかしいなぁって思ってた」

「やっぱり。最近クシャミすることが多かったのは風邪の兆ちよう候こうだったのね。まだ寒いのに川で遊んだのがきっかけかしら？」

「みらうぇる、だいじょうぶ？」

「だ、大丈夫だ！　まったく問題ないぞ！」

「けどトロワナに来てから、ずっと無理して元気なフリしてたでしょ？　そんなので本当に出られるの？」

「そ、それは……」

　なにもかもセレアに見み抜ぬかれており、ミラウェルはたじろいでしまう。

　だが、彼女にも譲ゆずれないものがあるのだ。

「で、でもあたし、三人四脚にはどうしても出たいんだ。お前たちと出たいんだ。せっかく今日まで師匠に特訓してもらって……それで出られないなんて嫌なんだ！」

　それはただの意地だった。しかしそこには、自分のためだけではなく、みんなで頑張ってきたからという想いがあった。

　そのことに、まだミラウェル本人は気づいていない。

　だが内包された熱は、セレアたちに伝わる。

「……はぁ。仕方ないわね」

　短く嘆たん息そくし、セレアはやれやれと肩をすくめる。

「なら、あなたの体力が残ってるうちにケリをつけるわよ。ティーネもいいわね？」

「いいよ。さいしょから、ぜんりょくでいく」

　ミラウェルの無茶を支えるふたり。

　変わり始めたのはミラウェルだけではないのだ。

「け、ど！　帰ったらしっかり休むこと。いいわね？　ちゃんと看病してあげるから」

　セレアは再びミラウェルの鼻先に指を向ける。

「で、でも師匠に心配させたくないから、内緒にしたいんだけど……」

「馬鹿ね」

「？　なんでだよ？」

　きょとんとするミラウェルに、セレアはもう一度ため息をつく。

「わたしが気づいたのよ？　あの師匠が気づいてないわけないでしょ」
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　三人と別れた俺は観客席へ行き、競技場がよく見える席を確保していた。

　観客席はすり鉢ばち状になっており、どこからでも競技場が見える造りになっている。しかしすでに多くの席が埋まっており、いい席は残ってないかなと諦あきらめかけたが、運よく前方の席が取れ、まずはひと安心。

　しかし、心の底から安心することはできなかった。

「ミラウェル、大丈夫かな？」

　朝は気のせいかと思ったが、トロワナを回っているうちに、俺はミラウェルが風邪っぽいことに気づいた。

　今にして思えば風邪の兆候はあった。

　最近、やたらくしゃみをしてたもんな。

　ミラウェルから言い出したのなら休ませるつもりだったが、あいつの性格を考えれば、その可能性は薄かったはずだ。

　俺は、もっと早くそのことに気づくべきだったし、もっと念入りにこちらから確認してやるべきだった。

「……帰ったら、ゆっくり休ませてやらないと」

　──そんなことを考えているうちに、次々と競技は進んでいった。

　俺は受付でもらったプログラムで競技順を確認する。

　次が三人四脚か。

　競技場では、競技を終えた子供たちがはけていっている。この子たちが退場したら、ついにミラウェルたちが出てくる番だ。

　俺は参加者が出てくる入口に注目。

　あいつらの登場を、今か今かと待ちわびる。




　────だがそのとき、凍いてつくような感覚が全身に奔はしったのだ。




　な、なんだ？　今の感覚は？

　周囲を見渡しても、変化は起きていない。誰もが競技場の子供たちに注目していた。

　……なら遠くでなにか起きたのか？

　俺は魔法を発動させ、トロワナ近辺でなにか異変が起きていないかを探さぐろうと試こころみる。

　しかし、奇妙な感覚の正体をつかむ前に……、

『リュート、聞こえる？　ボクだよ』

　脳内にノノの声が響いてきたのだ。俺は脳内でノノと話す。

『ノノか。ちょうどいい。今、妙な感覚がしたんだけど、その出で所どころと正体を調べてほしいんだ』

『キミも感じたのかい？　こっちでも確認したよ。出所はキミの家からだ』

『ウチから？』

　いったいなぜだろう？

　心当たりのない俺は説明の続きを待つが、ノノはなぜか無言だった。

　…………俺は自分の中で嫌な予感が膨ふくらんでいくのを感じる。

　俺の勘違いであってくれ。

　そう心の中で祈りながら、俺はノノに訊ねる。

『もしかして、さっきの感覚はお前が原因か？』

『え、えっと……それは……き、キミに渡した、女神の通販カタログあるじゃん？』

　歯切れが悪くなるノノ。まるで悪戯いたずらを親に隠そうとする子供みたいだった。

『ミラウェルたちがこの世界に来た日に三冊くれたな。それがどうしたんだ？』

『あれ……全部、き、禁書版だったんだ。はは……』

　ノノは乾かわいた笑いをこぼす。

　禁書版ってのがどういうものかは知らないけど、やっぱりこいつが元凶だったらしい。

『その禁書版ってのはなんだ？』

『禁書版は普通のカタログと違って、ちょっといわくつきの道具もお取り寄せできちゃう仕組みになってるんだ』

『いわくつき？』

『た、例えば……世界を消滅させることを目的とした、〝終しゆう焉えんの獣けもの〟を顕けん現げんする道具とか』

　…………言葉を失うとはこのことだった。なんなら気も失ってしまいたかったが、その前に確かめないといけないことがある。

『もしかしてこれから起こる騒動の原因は……ミラウェルたちが取り寄せたものに、偶然いわくつきの道具が混ざってたってことか？』

『う、うん。正解です、はい』

　なんだか目まいがしてきた。そういえば、妖あやしい祭器みたいなものがあった気がする。

　俺は大きく息をひとつ吸い、

『馬鹿かお前は！　なんつーもん寄こしてくれたんだ！』

　心の中で重いっきり叫んでやった。

『し、仕方ないじゃないか。まさか禁書版が混ざってるなんて思わなかったし。いやぁ、ボクたちの管理体制も、一度見直したほうがいいね』

『呑のん気きに言ってる場合か！　っていうか、そんなもんつくるなよ！』

『禁書版は、ずっと昔の代の女神がつくったものだから、ボクに言われても困るよぉ』

『お前らが代替わりしてることを今初めて知ったよ！』

『ボクたちの命だって永遠じゃないから、こっそり次代の女神を探してたりするんだよ』

『で、その終焉の獣ってのは、具体的にどんなやつなんだ？　それだけ詳くわしく知ってるってことは、どうせ過去に同じ出来事があったんだろ？』

『過去に二度あったけど、当時の話は参考にならないと思うよ。終焉の獣は、その時代における脅きよう威いとしての姿で顕現する。だから過去に現れたものと、今回のものは別物になってるはずだよ。わかってるのは、この世界を消滅させようとするってことだけさ』

『……つくづく、とんでもないものを送ってきたんだな』

　なんだか、こいつら女神をどうにかしたほうが世界のためになる気がしてきた。

『で、お前ら女神はどうするつもりなんだ？　世界の危機なんだろ？』

『………………』

『おいまさか……』

『倒して♡』

　……やっぱりな。

『ったく……俺は今、それどころじゃないんだけどな』

『それどころって……世界の危機だよ？』

『こっちは、世界より大切な約束があるんだよ。っていうか、お前ら女神が解決すればいいじゃないか』

『無理無理。前回も前々回も女神たちが戦ったらしいけど、そのときいた女神のほとんどが死んじゃったんだって。そのころは今より多くの女神がいたからまだいいけど、今は三柱さんにんしかいないから危険な賭かけには出られないよ。だから……お願い！』

　二度も危ない目に遭あっておきながら、そんな道具を取っておくなよ。捨てられない理由でもあんのか？　それとも、複数あるのか？　どっちにしろ迷惑な話だな。

　俺は心の中でノノに文句を言いつつ、競技場を見下ろす。

　まだ前の競技に出た子供たちの退場が済んでおらず、三人四脚が始まるまでは時間がありそうだった。

『……わかったよ。なんとかする』

『ありがと！　さすが我が愛いとしの弟子！』

『貸しだからな』

『がってん！　キミの望む形で返しちゃうぞ！』

　そこでノノとの話は終わった。

　終焉の獣というものがどんなものか想像つかないが、ミラウェルたちのためにも放っておくわけにはいかない。

　あいつらの出番が来る前にすべてを終わらせるため、俺は急ぎ転移魔法で家に戻るのであった。
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　転移魔法で戻ると、家の上空には空間の裂さけ目めが生まれていた。裂け目の奥は濁にごった真しん紅く色いろの空間が広がっている。

　俺はこれが魔法でどうにかなるものなのかと、近づいて観察しようとする。

　すると裂け目は、黒い泥の塊かたまりのようなものをぼとりと吐き出し、ゆっくりと閉じていった。

　地面に落ちた物体は、もがくようにその場でうごめき、次第に四し肢しをつくり、人間に似た形状に変化していく。しかし身体からだよりも長い三つの首や、全身に無数に開いた口のような穴、さらにそこから触手のように生えた小さく細い腕などは、どう見ても人間の姿ではない。ありえない位置から出ている大量の腕は常になにかを探すように動いており、その根もとの穴からは苦しむような声が漏もれ続けている。

　世界を滅ぼしかねない存在、終焉の獣。

　そう呼ばれても、納得のいく姿だった。

　しかしノノの言うことがたしかなら、こいつは今のこの世界にふさわしい脅威ということになる。となると、この歪いびつな姿にも理由があるということ……って、のんびり考えている場合じゃないな。

　俺はその場で身み構がまえて戦闘態勢に入る。

　すると俺の攻め気を感じ取ったように、終焉の獣は全身を痙けい攣れんさせ、

「「「「「「「「「ａａａａａａ！」」」」」」」」」

　大量の声が重なり合った叫びを上げつつ突進してきた。

　俺も相対するように突撃。

　互いに拳を引ひき絞しぼり……ぶつけ合う！

　大地を震わせるような衝撃が周囲に起きる──と同時に、俺の脳のう裏りにある光景が流れていった。




　戦場に轟とどろく怒号。ぶつかり合う軍勢。城内になだれこむ兵士たち。そして……無残に殺される女の子。




　っ!?　なんだ今のは!?

　強引に頭の中に入りこんできた光景に、俺は目まいを起こしてしまう。

　すると三つ首のひとつが割れるように口を開き、俺の首筋めがけて嚙みついてきた。

　俺はとっさに後方に跳ぶが、左肩の肉を軽く食いちぎられてしまう。鮮血が飛び散り、傷口を押さえる手が容よう赦しやなく赤く染まっていく。

　しかし不思議と痛みは鈍かった。それよりも、先ほど見えた光景のほうが気になっていたのだ。

　見覚えのない景色や兵士たちだったけど、今のはいったい……。

「「「「「「「「「ａａａａａａ！」」」」」」」」」

　だが敵は俺に考える余裕を与えてくれなかった。地に伏せるように四つんばいになり、首を引きずりながら迫ってくる。

　俺はつま先で地面を叩き、前方の地面を魔法で爆発させる。しかし終焉の獣は素早く飛び上がり俺の魔法を避けた。俺は落下を待つが、終焉の獣は自ら首を一本引きちぎり、背中に押しつける。すると接着面から血管のようなものが噴ふき出だし、ちぎれた首と結合。首は形そのまま、翼の役割を担うようになる。さらに本来の位置から首が再生する始末。

「おいおい、なんでもありかよ」

　俺は飛行魔法を使って宙を駆け、三つ首のひとつに拳を叩き込んだ──瞬間、またしても脳内に複数の光景が流れてくる。




　粛しゆく清せいの名のもと行われる同族同士での殺し合い。その隙を突くように侵攻する人間たち。手柄を求めて殺到する人間たちに虐ぎやく殺さつされる女の子。




「くっ!?」

　見えた光景から目を背そむけるように、俺はとっさに腕を引いて一度距離を取ろうとする。だが殴なぐった頭部に生えている小枝のような腕が、俺の拳や腕に次々と突き刺さってきた。さらに、離さないように俺の肉の中で指を開いてくる。今度ばかりは、想像を絶ぜつする痛みが稲いな妻ずまのように全身を駆け抜けた。

「っ！　痛いてぇなこの野郎！」

　俺は転移魔法で強引に逃れ、終焉の獣の背後に回りこんで蹴り飛ばす。

　するとまた、見たことのない光景が俺の脳内に鮮明に映し出された。




　同じように造られるも、対極の存在とされたふたりの女の子。人間の味方とされた子は勇者と呼ばれ、人間を殺すための兵器として育てられた子は魔王と呼ばれる。そして討たれた魔王は晒さらされ、討った勇者は英雄と褒ほめたたえられる。




　──間違いない。

　三つの異ことなる光景を見せられ、俺はようやく確信できた。

　あの光景は、ミラウェル、セレア、ティーネの過去だ。

　終焉の獣は、その時代における脅威として顕現する。

　今この世界がおかれている状況から考えれば、異世界とのつながりが薄れたこと──つまり、ミラウェルたちに関するものが顕現するのは当然か。

「「「「「「「「「ａ、ａ、ａ…………ェル……レア……ィーネ」」」」」」」」」

　これまではただ叫んでいただけの終焉の獣だったが、突然、俺にも聞き取れる言葉を発し始める。

　さらに、複数人が同時に喋しやべるようだった声が、

「「「どこにいる？　どこにいる？」

　ひとりの声へとまとまっていった。

　……これ以上、長引くと嫌な予感がする。

　俺は自分の直感を信じ、一気に勝負をつけようとした。

　だがそのときだ。

　終焉の獣の全身に口のように開いている大量の穴。そこから出ている小さな腕が、スッと中へと吸いこまれていき──終焉の獣が飛び出してきた。

　穴を引き裂くように、次々と終焉の獣があふれてくる。新たに誕生した終焉の獣は、自分自身の穴からも同じ姿をした存在を生み出していく。中には、穴から出られずにぶらさがったままの個体もいたが、それらはそのまま放置される。

　気づくと終焉の獣の数は、数え切れないほど増えていた。

　おびただしい数の終焉の獣が声を発する。

「ミラウェル、セレア、ティーネ。どこにいる？　必ず取り戻すぞ」

　すべての個体が同時に喋るが、単たん一いつの声になっているため、一体が喋ったように聞こえた。

　目の前で起きている事態に俺は動けなくなっていたが、弟子たちの名前を出されたなら黙だまっていられない。

「終焉の獣だかなんだか知らないけど、俺の弟子にちょっかい出さないでもらえるか？」

「あの三人は必ず取り戻す」

　これまで叫ぶだけだった終焉の獣だが、会話ができるまでに変化……いや、進化したようだ。

「お前はこの世界の終焉の獣だろ？　なら、あいつらは必要ないんじゃないのか？」

「私は魔王に仕える者。であらば魔王を求めるは必然」

　終焉の獣が魔王に仕える者？

　……違うな。

　そう感じた俺は、魔法で終焉の獣の正体を探ってみる。

　終焉の獣自体に関してはなにもつかめなかったが、それでも今相対している存在については把は握あくできた。

　こいつは、ミラウェル、セレア、ティーネにそれぞれ仕え、人間に殺されたやつらの意思の集合体──怨おん念ねんの塊みたいなものだ。先ほど俺が見せられた光景は、その中にいる誰かの記憶だったのだ。元は別々の命だが、今は一個の命にまとめられているため、本来は知らないはずの別世界の魔王まで一緒くたに求めているのだ。意思の集合体ではあるが、個人個人の意思はない。あくまでも終焉の獣であり、この世界に顕現するための素材として使われているだけなのだろう。

　ただ厄やつ介かいなのは、ミラウェルたちを探しているのは事実ということだ。

　終焉の獣の目的は、この世界を消滅させること。

　つまりミラウェルたちを見つけることと世界の消滅は連動している。

　となると、方法はひとつしか考えられない。

　再びあいつらを死なせ、異世界とのつながりを断たち、女神たちですら予想がつかない事態を引き起こす。それがおそらく、世界の消滅につながるのだろう。

　終焉の獣がミラウェルたちの命を奪うばうのか、それともなんらかの手段で元の世界に連れ戻し、また人間たちに殺させるのか。

　それはわからないが、あいつらが狙われているとなると、やはり師匠の俺が黙っているわけにはいかない。

「ミラウェルもセレアもティーネも、この世界で更生して普通の女の子になって……幸せになってもらう予定なんだ。お前が何者かは関係ない。あいつらが幸せになる未来を摘つもうとするのなら、俺がここで叩き潰す！」

「取り戻す、取り戻す、取り戻す、取り戻、す取、り戻す取り戻す…………取り戻す取り戻す取り戻す取り戻す取り戻す取り戻戻す取り戻戻戻戻戻戻」
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　大きな歓声に導みちびかれ、競技場へ入場するミラウェル、セレア、ティーネの三人。

　係員の誘導に従い、他の子供たちと一緒にスタート地点まで進む。

　そこでミラウェルたちは互いの足を紐で結び、開始まで待機するのだが……。

「師匠、どこだ？」

　ミラウェルは周囲を見渡すが、リュートの姿はどこにもなかった。

「な、なぁセレア、ティーネ。師匠見つかるか？」

「……見当たらないわね」

「ししょーのけはいがしない」

　リュートがいない。

　それだけで、三人の表情は曇くもってしまう。

　ミラウェルたちは必死になって周りを探す。

　だがリュートの姿はなく、いるのは、自分たち以外を見ている大人たち。そして、見てくれる大人のいる子供たちだけだった。

　三人は、なんだか自分たちの居場所がなくなったような気持ちになってしまう。この世界に飛びこんで、まだ数日。まだまだ見知らぬ世界にいるのだと思うと、不安で足がすくんでしまいそうだった。いくら魔王とはいえ、彼女たちは子供なのだ。

　リュートという支柱がないと、知らない世界では立っていることすら困難だった。

「────大丈夫だ！」

　しかし、それでも立ち続けたのはミラウェルだった。

「きっと師匠はトイレにでも行ってるんだ。すぐに戻ってくるさ！」

　ことあるごとに、そのあり余る元気でトラブルを起こしていたミラウェルだったけれど、今だけはその明るさがセレアとティーネを救った。

「そ、そうよね。これだけ混こんでるんだし、時間がかかってるんでしょうね」

「ししょー、すぐに、かえってくる」

「その意気だ！　師匠を信じて、あたしたちは目の前の戦いに集中しよう！」

　競技開始が迫り、三人は他のチームと同じように構える。

「行くぞ」

「タイミングを合わせて」

「さんにんなら、いけるよ」

　そして、係員の合図を受け──一いつ斉せいにスタート。

　コースは、直線に走り、折り返してくるというもの。

　競技場自体が広いため、子供たちには少し長めの距離かもしれないが、ミラウェルたちの身体能力をもってすれば問題ない。

　問題は、走るタイミングを合わせることだが、

「「「いち、に。いち、に……」」」

　三人は声を出し合い、完璧に呼吸を重ねていた。

　圧倒的な速さで他の子供たちを引き離し、折り返し地点へ。

　折り返しは練習していなかったものの、今の三人にとっては些さ末まつな障害に過ぎない。

　他のチームを置き去りにし、綺き麗れいに折り返す。

　観客席にいる誰もが、ミラウェルたちの勝利を予感する。




　──しかし、限界は突然訪れた。




「──っ！」

　ミラウェルの足がもつれ、三人はバランスを崩して倒れてしまう。

　転んだ。

　そのことにミラウェルが気づけたのは、数グループに抜かされてからだった。

「み、ミラウェル？」

「だいじょーぶ？」

　セレアとティーネの声が遠く感じる。

　なぜだろうと考えていると、セレアの手が額ひたいに触ふれてきた。ひんやりとした手が気持ちいい。

「すごい熱。ここにきて、一気に悪化したのね」

「きけん、しよう」

　きけん……あぁ、棄き権けん。棄権か。誰が？　あたしが？

　ミラウェルは意識が朦もう朧ろうとする中、顔を上げて正面を向く。

　先ほどまでは先頭を走っていたはずなのに、いつの間にか全グループに抜かされていた。

　このままでは優勝はあり得ない。

　今の彼女にも、それくらいは理解できた。

　負ける。

　みんなで特訓したのに、こんな形で負ける。

　……嫌だ。

　勝つためにはどうしたらいい？

　今から走っても、到底勝つことはできない。

　確実に最下位だろう。

　普通にやっていては無理だ。

　普通にやっていては……。

「……なら、魔法を使えば！」
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　俺は飛行魔法と転移魔法を駆く使しし、大量に増えた終焉の獣との戦いをくり広げていた。

　空を駆けて素早く接近して攻撃を加え、反撃を受ける前に転移魔法で移動し、別の個体に攻撃をしかける。

　戦ってみてわかったが、こいつらには魔法による攻撃が効ききにくかった。一方で物理的な攻撃は効果が大きかったので、魔法は主に移動と回避に使い、俺は肉弾戦を主体に挑んでいた。その判断が功を奏そうしたのか、俺はすでに百以上の個体を消滅させた。

　──しかし、俺は次第に追い詰められていった。

　終焉の獣は一体一体の強さも相当のものだったが、なにより厄介なのが増殖力だった。俺が一体倒している間に、別の個体が全身から大量の個体を生み出すのである。

　倒しても倒しても、数は減るどころか増えているのだ。

　俺は攻撃の手を緩めないが、終焉の獣は次々と数を増していく。

　そんな中で俺も無傷ではいられず、殴られ、裂かれ、嚙みちぎられ……我ながら満まん身しん創そう痍いの酷ひどい状態になっていた。

「これは……終焉の獣の力を甘くみてたな」

　こいつらを倒すには、一度にまとめて消滅させる必要がある。

　そのためには…………あれを使うしかない！

　俺はトロワナがある方角に視線を向ける。

　ミラウェル、セレア、ティーネ。

「ごめんな。お前たちとの約束、果たせそうにないや」

　──これは、本当は使いたくなかった。使ってしまうと、体力を激しく消しよう耗もうし、魔法もしばらく使えなくなる。つまり転移魔法が使えないので、ミラウェルたちとの約束を果たせなくなってしまう。

　怒らせてしまうかもしれない。

　悲しませてしまうかもしれない。

　嫌われてしまうかもしれない。

　けど……。

「あいつらが生きていく世界を守れるなら……喜んで嫌われてやるさ」

　俺は空中で、地面をつま先で叩くように小さく足を動かし、ある魔法を発動させた。




　世界が変わった。




　例えではない。

　俺は魔法で、俺と終焉の獣を異世界に転移させたのである。

　一切の光がなく、上下左右も認識できない空間だった。終焉の獣の姿は見えないが、俺の正面におびただしい数がいる気配を感じる。

　自分の手すら見えない漆黒の世界……すでに消滅した世界だ。

　なにもかもなくなった無の世界に、俺は魔法で転移したのである。

　本来はありえない現象だ。

　なぜなら、ここにはなにもないのだから。

　しかし、どんな理り屈くつも法則も無視して願いを叶える。

　それが魔法なのだ。

　そしてここは……かつて俺がいた世界なのである。

　──俺はガキのころ、勇者として無自覚のまま魔王と戦った。そのときの戦いにより、この世界は女神ごと消えてしまったのだ。その際に、俺は今暮らしている世界に転移し、いつか現れる魔王を倒すためにノノに育てられた。後々、その魔王は同じ世界で生まれた人間じゃないと倒せないって判明し、俺がユフィを育てることになったのだが。

　……過去を懐なつかしむのはここまでにしよう。

　故郷に戻ってきたのは昔を思い返すためではない。

　俺は右手を軽く前へ出す。するとそこへ、飼い主のもとへ駆け寄る犬のように、すぐにある感触が伝わってきた。俺はそれを握り、両手で高々と掲かかげる。

　その瞬間、俺の手もとから眩まばゆいひと筋の光が真まっ直すぐ伸びていった。

　俺が手にしているのは一振りの剣。俺の愛剣で、無の中で強引に存在し続けているデタラメな剣だ。

　そして、この世界を消滅させた剣でもある。

　一度振るうだけでひとつの世界を消すほどの力を発はつ揮きするため、こうした無の空間でしか使うことができない。俺はかつて、こいつを使ったことでこの世界を消してしまったのだ。

　無限に伸びていく光によって、増え続けていた終焉の獣の姿がはっきりと見えてきた。もはや俺の視界は終焉の獣で埋め尽くされ、絶望的な光景が広がっている。少なく見積もっても、すでに億おくは超こえているだろう。

　俺は意識を集中させ、手に力をこめる。剣から一直線に伸びる光が、あふれ出す奔流のように荒れ狂い出した。

　その力の発動に反応するように、終焉の獣が一斉にこちらへ向かってくる。あまりにも多い数が同時に動き出したので、空間が縮ちぢまっていくように錯さつ覚かくした。

　しかし、もう遅い。

　俺は剣を迷いなく振り下ろす。












　終焉の獣は光の中へ飲みこまれ、一切の生存を許されず消滅し──気づくと俺は元の世界の大地を踏んでいた。

「勝てたか……っ」

　安あん堵どする俺だったが、まともに力が入らず、その場でへたりこんでしまう。立ち上がれない。体力も、魔法を使う力も残っていなかった。

　今ごろ、ミラウェルたちは力を合わせて走っているのだろうか？

　ミラウェルの体調は大丈夫だろうか？

「……約束、守んないとな」

　俺はトロワナに向かって這はっていく。

　ここからトロワナまで普通に歩いても二日はかかる。転移魔法を使わない限り、どうあっても間に合うはずがない。だからこれは無謀な行為で、俺の自己満足にしかならない行動だ。

　けど、少しでもあいつらのそばに行きたかった。

　俺は歯を食いしばり無様に地を這う。傷口が砂とこすれ痛かった。それでも進んでいく。救いを求めるように手を伸ばす。

　──そんな俺の手をつかんでくれたのは……。

「リュート！　大丈夫かい!?」

　師ノ匠ノだった。俺をつかむ手から強い力が伝わってくる。

「……大丈夫かは微妙だけど、ちゃんと生きてるよ」

　俺の返事に、ノノはひとまず安心したように胸をなで下ろした。

「待っててね。すぐに治してあげるから」

　ノノは魔法を発動させ、俺の傷を治療し始めようとする。

　……魔法？　そうだ！

「ノノ、治療よりも今すぐ借りを返してくれ」

「借り？」

「終焉の獣を倒すのは貸しだって言ったろ？　それを今返してくれ」

「い、いいけど、なにしてほしいの？」

　俺はノノに返却方法を伝えた。

「どうだ？　頼めるか？」

「う、うーん。ボクとしては、先にキミの治療をしたいんだけどなぁ……」

「こっちは世界の危機を救ったんだ。それくらいのワガママ許してくれてもいいだろ？　それに……」

「それに？」

「師匠は、弟子との約束を守るもんだぜ」
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　俺はノノに転移魔法を使ってもらい、一瞬でトロワナに戻ってきた。

　しかし焦あせらせたためか、観客席ではなく、なんと競技場の中に転移してしまい、俺は周囲からの注目を集めてしまう。

「や、やば。しかも競技中じゃないか」

　どうやら三人四脚はすでに行われている最中で、もう何組かはゴールを果たしていた。

「あいつらは……え？」

　俺が見つけたとき、ミラウェルたちは転んでしまっていた。

　そして……ミラウェルから魔法の発動を感じた。

「ミラウェル……」

　見たところ、ミラウェルの体調は悪化しているようだった。

　これは、もっと早くあいつの体調不良に気づけなかった俺の落ち度だろう。

　だから、もしミラウェルが魔法を使ったとしても、俺に責せめる資格はない。

　どんな結果になってもいい。

　ただ、無事にゴールしてくれれば、それでよかった。

　だが──どうやら弟子たちの成長というものは、師匠が思っているよりも早いものらしい。

「……今のはなしだ！」

　ミラウェルから感じた魔法の力が消えていく。

　魔法を使えば、あいつが望む勝利を手に入れられただろう。

　でもミラウェルは、それを選ばなかった。

「セレア！　ティーネ！　あと少しだけ、あたしに力を貸してくれ！」

「……仕方ないわね。でもこれは、わたしたち全員のために頑張ってるんだから、変な気を使わないで」

「さんにんで、ごーる、しよ？」

　立ち上がり、三人はゴールに向かって走り始める。

　もう他の子供たちは全員ゴールしており、今から頑張っても最下位は確定している。

　それでも、あいつらは誰ひとりとして諦めていなかった。

　そんな三人を応援するように、観客席から大きな声援が上がる。

　頑張れ！

　あと少しだ！

　諦めないで！

　ミラウェルたちが別世界の魔王ということを知らないからなのかもしれない。

　だけど、ここにいる全員が三人を受け入れてくれていた。

　俺はその熱に後押しされるように、自然とゴールのほうへと走り出す。

　もう体力は残っていないはずなのに、なにかに後押しされるように身体が動いた。

　あそこにたどり着いた三人を、誰よりも先に受け止めたかった。

　そうして俺がのろのろと走っている間にも、周囲の声援は大きくなっていく。

「みらうぇるさまー！　がんばれー！」

　ミラウェルの配下友だちになった女の子が、観客席から精一杯の声を上げてくれる。

「セレアちゃーん！　あとちょっとでゴールだよ！　その調子ー！」

　どうやら観に来ていたらしいノエルが、底抜けに明るい声でセレアを応援してくれる。

　俺は腐くされ縁えんの幼なじみに心の中で感謝しつつ、そちらをちらっと見た。

　すると、競技場の隅に一匹の猫がいることに気づいた。

　あれは……ティーネが見つけた迷い猫だ。

　猫はティーネに向かって小さく鳴くと、すぐに踵きびすを返した。だが一度だけ振り返り、応援してやったんだから頑張れよ、とでも言いたげに鼻を鳴らしていった。

　そうして三人は、多くの声援を受けながら、懸けん命めいに前へ前へと走り続け──ついに、ゴールを越えた。

　そこで互いの足を結んでいた紐がほどけ、三人はバラバラに倒れていく。

　俺はそんな三人を、

「やるじゃん。お前ら」

　しっかりと、まとめて抱き止めた。

「し、師匠？」

「遅いわよ……って、なんかボロボロじゃない？」

「けが、してる」

「悪い。ちょっと野や暮ぼ用ようができちまってな」

「師匠、あたしたちを見ててくれたのか？」

　ミラウェルの声は震えていた。

「見てたよ。っつっても、途中からだけど……」

「そっか。師匠は約束守ってくれたんだな……だけど、あたしは……」

　今にも泣きそうな表情を隠すように、ミラウェルはうつむいた。

　お前にそんな顔は似合わないよ。似合うのは、笑顔だ。

「顔を上げろよ。せっかくみんながお前たちを応援してくれたんだからさ」

　ここでようやく三人は気づいたのだろう。

　会場中から、大きな歓声が上がっていることに。

　三人は戸と惑まどったように周囲を見渡して、最後は俺のもとに視線を集合させた。

　みんなが応援してくれたことが不思議なのだろう。知ってる相手ならともかく、会ったことのないひとたちまで応援してくれた理由がわからないのだろう。元の世界では考えられなかった光景なのだろう。

　だから俺は伝えないといけない。

　こいつらの過去を見た俺だからこそ、ここで伝えないといけないのだ。

「簡単な理由だ。頑張ってるやつを応援するのは普通のことだからだよ」

　この世界は、温あたたかいのだということを。

「お前たちは互いを思いやり、最後まで頑張った。だから、みんな応援してくれたんだ。もちろん、その好意に甘えていいってわけじゃないぞ。普通のことをしてもらったのなら、こっちも普通にお返しをしないとな。できるか？」

　ミラウェルたちは互いに視線で確認し合い、小さくうなずいた。

　そして、すうっと息を吸い……、

「「「ありがとー！」」」

　普通に感謝の言葉を口にできていた。

　その瞬間、客席から一層大きな歓声が上がる。

　それが俺には、この世界から三人へ贈おくられた祝福のように感じられた。
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　トロワナ祭から数日が過すぎ。

　季節は春を迎え、我が家の庭の桜も満開の花を咲かせていた。

「よーし。じゃあさっさと準備するぞ」

「「「はーい」」」

　そんな桜の木の下に、俺たちはシートを敷き、準備した食べ物や飲み物を並べていく。

　今日はここで花見をするのだ。

「師匠！　こっちの準備は終わったぞ！」

「わたしも、あらかた並べ終わったわ」

「はやく、たべたい」

「そうだな。始めるか」

　花見といっても、風流なことをするわけじゃない。みんなで飯を食って、ゆっくり楽しむだけだ。

　俺は桜の木を背もたれにして、窯かまで焼いたピザを食べながら三人の様子を眺ながめる。

「いただきます！　おぉ！　セレアが焼いた肉、めちゃくちゃうまいぞ！」

「ありがと。わたしもいただきます……あら、この玉子焼き、ふっくらしておいしい」

「それは、てぃーねがたまごをわって、ししょーといっしょにやいたの。てぃーねも、いただきます。とまと、おいしー」

「ふふん。うまいだろ？　なんたって、あたしが洗ったトマトだからな！」

　今の三人を包む空気は平和そのものだった。

「…………どう見ても、普通の女の子だな」

　俺は三人に聞こえない程度につぶやく。

　すると、ふと一いち抹まつの寂さびしさに見舞われた。

　多分、俺が今見ている光景は、いつか迎えるであろう未来の前まえ借がりなのだろう。

　その未来は喜ばしいもののはず……なのだが、終着点を垣かい間ま見みた気もして、俺はちょっとだけ寂しさを感じてしまうのだった。

　正直、少しだけ胸が痛かった。

　爆発系の魔法を当てられた顔面はもっと痛かった。

「……………さて、説明してもらおうか？　なんで、俺の顔に魔法が飛んできたんだ？」

　俺の問い詰めに、ミラウェルとセレアは早口で責任をなすりつけ合う。

「違うんだ師匠！　悪いのはセレアなんだ！」

「はぁ!?　なに言ってんのよ!?」

「だって、お前が自分の料理が一番おいしいとか言うからだろ！」

「事実を言っただけでしょ？」

「この味あじ音おん痴ち！　どう考えても、あたしの料理が一番だろ！」

「や、野菜洗っただけで、なんでそんな自信満々なの？　そもそも、あなたが自分が一番とかしつこく言い出したから、こっちもムッとしちゃったのよ！」

「ムッとするなよ！　この馬ば鹿か舌じた！」

「誰が馬鹿舌よ！　この馬鹿！」

「先に馬鹿って言ったほうが馬鹿ですー！」

「ならあなたでしょ！」

「おちついて、ふたりとも。りょーりにじゅんいはないよ」

　額をこすりつけ合わせるふたりの間に、ティーネが表情ひとつ変えずに割って入る。

　しかし、どうやら喧嘩を止めるためではなかったらしく……。

「そもそも、てぃーねのかち。てぃーねだけ、ししょーといっしょにつくった。つまり、てぃーねが、いちばんのあいされじょし。てぃーねのかち」

　ティーネは両頰に左右からひとさし指を当て、完全にミラウェルとセレアをおちょくるような仕草を見せる。

「ぐぬぬ……い、一番はあたしだ！　こうなったら、実力で証明してやる！」

「上等よ。わかりやすくていいわ」

「まとめてたおす」

　三人は次々と魔法を発動させ、俺を無視して戦い始める。そして全員の全力の魔法が衝突した瞬間、強い爆風が発生。桜の花びらを、きれいさっぱり吹き飛ばしてしまった。

　それでも三人は戦いをやめず、魔法を放ちまくる。

「………………どうやら、まだまだ更生の日々は続くみたいだな」

　俺はゆっくりと立ち上がり、地面をつま先で叩く。

　その音を聞き、三人は動きを止め、表情を引きつらせた。

「し、師匠？」

「ま、待って。話し合いましょう？」

「ししょー、おちついて。どうどう」

　俺はニコッと微笑ほほえみ、

「──この、アホ弟子たちがぁぁぁ！」

　様々な魔法を駆く使ししてお仕置きを施ほどこす。

　透き通った春の青空に、弟子たちの悲鳴が響き渡った。






あとがき






　師匠と言われて、皆さんは誰だれを想像するでしょうか？　どのキャラクターを想像するでしょうか？　世の中には多くの師匠がいて、そのタイプは様々です。中には、変わり種の師匠だっています。けど、すぐに思い浮かべることのできる師匠の根こん幹かんには、ある共通点が存在するように僕は思います。それは、弟で子しに優しい、という点でしょう。

　今作の主人公であるリュートは、弟子に甘々な師匠です。厳きびしさなんて皆かい無むです。大人としては未熟かもしれません。しかし、優しさは持ち合わせた師匠です。そんな彼の弟子になった三人の少女たちが、これからどう育っていくのか、ぜひご期待ください。

　以降、謝辞です。

　担当の儀ぎ部ぶさん。今回も大変お世話になりました。次回も超お世話してください。

　イラストのｋａｋａｏさん。素敵なイラストを生んでくださり、ありがとうございました。イラスト担当がｋａｋａｏさんに決まったと聞いたとき、一ファンだった身としては震ふるえる思いでした。

　また、本書に携たずさわってくださった方々にも感謝します。前作のことになりますが、特に大きく展開してくださったアニメイト様にも、この場をお借かりしてお礼申し上げます。

　そしてなにより、この作品を手に取ってくださった読者の皆様に最大の感謝を！
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第16回えんため大賞東放学園特別賞を受賞。座右の銘は『為なせば成なる』。この作品は、師弟たちの心温まるハートフルなお話です。幼女が縛られたり、素っ裸になったりするシーンなんてありませんよ？
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